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　　　　零章　Escape‐[image: エスケープ]‐







　絢あや吊つり透とう過かは逃亡していた。

　京の昔ながらの風ふ情ぜいある建物が左右に建ち並び、しかし同時に遷せん都とによる京の首都化開発によって複雑に入り組んできてしまっている路地を、右へ左へ、建物の合間を縫ぬうように透過は走っていた。その両手は赤く血に染まっている。

「……くそっ」

　とある大きな道に出ようとしたところで、透過は急ブレーキを掛けた。

　大通りには複数人の警察官がいて、何かを捜さがすように辺あたりをしらみつぶしに捜索しているようだった。ただの巡回ではない、明らかに大おお慌あわてで誰だれかを捜しているようだ。

　ここもだめか、と壁にもたれて息を整えながら考えた。まさか既にこんなところまで検問が張られているとは思わなかった。すぐに逃げれば警察も間に合うまいと考えていたが、それは蜂はち蜜みつよりも甘い考えだったようだ。

「どうしてこうなった……」

　透過はそう息を吐いた。だが今の透過にこれまでの経緯を振り返る時間などない。

　息を整えたところで、透過は再び走りだした。彼が目指すのは南東部の森だ。あそこなら森を突っ切って京の街を出られる。意を決し、彼は昔からよく友人と虫取りをして遊んでいた深い森に向かって走った。周囲に建物が無くなっていき、同時に灯あかりも少なくなっていく。

　透過が一いち抹まつ以上の不安を抱いだきつつもようやく森の入り口へと差し掛かると、そこに一人、人影を見つけた。慌てて足を止めるも、周囲に隠かくれるべき場所など存在しない。

「やっぱりここに来たな。透過。ここで張っててよかった」

　その声は、思っていたよりも落ち着いていた。

「……なんだそれ。私いい勘してるよなって自慢か？　静しず琉る華か」

　透過は息を整えて、さも余裕な様子を装ってそう言い返した。

　内心では、ここからどう逃げるか、そればかりを考えていた。彼は頭で考えている事とは別のことをさらさらと言えてしまうタイプなのである。

「透過……透過……」

　確かめるように、そのショートカットの女──四し条じよう静琉華は透過の名を呟つぶやいた。

「気持ち悪い。二回も呼ぶな」

「お前は自分が何をしたかわかっているのか？」

「わかってるから逃げてるんだろ？」

「お前ってやつはどうしていつもそう……！」

　憤いきどおるように体を震ふるわせ、四し条じようが左手を振るう。するとカシャリと音がした。その手には長さ五十センチほどの警棒が握にぎられており、それはバチバチと音を立てて黄色い電気を発した。

　四条はそのままその警棒を地面に平行に上げ、先端を透とう過かに向けた。

「私たちは幼いころからの親友だろう!?　理由を話してくれ透過！」

「親友にそんな危なっかしいもん向けるんだな。とんだ友情だ」

「……私の仕事は、犯罪者を捕らえることだからな。それが時に暴力的であっても」

　黒いアサルトスーツを着た四条は、空いている右手で腰のポケットから警察手帳を取り出して、掲かかげて見せた。

「まさか初めて透過に見せるのが、お前を容疑者として捕らえる時だとは、残念だ」

「よかったんじゃないか？　だってこんな機会でもなけりゃ、俺おれは一生お前の仕事姿なんて見る気はなかったしな。ああ言い忘れてた。就職おめでとう。念願の警察、しかも機き巧こう隊たいに入れてよかったな。今度俺に奢おごってくれるんだろ？　親友なんだし」

「ふざけるな！　どこまでとぼければ気が済むんだ！　私を……舐なめるなよ！」

　四条が前に足を踏み込んだ瞬しゆん間かん、ギュイィィィ！　と何かが高速回転する音がして、十メートル近く離はなれていた四条がほぼ一瞬にして透過の目の前に近づいてきた。それはあまりにも速く、人間の動きではない。

　その速度に啞あ然ぜんとしている間もなく、透過の背中に強烈な一撃が入った。そうしてそのまま透過は訳もわからぬうちに地面に叩たたき伏せられ、完全に押さえられてしまう。

「ぐっ……っそ、べ、便利だな、その靴。それもあれか《可変機巧兵器オートマタ》か。んなもんが一介の新人に支給されてるなんて、随ずい分ぶん羽は振ぶりが良いんだな」

　地面に伏せられながらも、透過は負けじとその口を動かした。

「そう。これも科学の力。透過には辛つらい話かもしれないがな。でもこれが今の現実だ。私たちはこの力で護まもらなくちゃいけない。国を、民を」

「なんだよ、じゃあ俺は護るべき民じゃないのか？」

「民さ。それでもその輪を乱す存在は粛しゆく清せいしなければならない。それが警察である私の役目だから。調和を乱す存在は、いずれその全てを狂わせ、結果、全体がまともに動かなくなってしまう。これは透過ならよくわかるだろ？」

　四条は自身の持つ特殊警棒を、地面に立てるように透過の首元に近づけた。

「これも【トール】というオートマタだ。最下級の警官にも配布される一番凡ぼん庸ような武器だがな。それでも以前の警棒なんかよりも随分便利になった。軽くて小さい。そして特に、一瞬で犯人を気絶させることができる点がな」

　バチバチ、と見せつけるようにその特殊警棒から電気を発せさせる。警棒型のスタンガンのようなものだ。変わっているところと言えば、一番に安全性を考慮しており、誰だれが使っても大怪我をさせずに気絶させるだけで済むところと、急所を狙ねらわずとも一定の効果を得られる部分にある。今の時代、武器兵器の可変機巧オートマタ化により、警察や軍隊は皆これを持っていて、どんな凶悪犯もあっという間に気絶させられ、逮たい捕ほされてしまう。

「お前にはこれを使いたくない。私は、お前に自首を勧めにきたんだ」

　透とう過かがその状態を解こうとしても、身体からだはぴくりとも動かない。体格の勝る自分が、こうもいとも容易たやすく押さえつけられるというのは、何とも言い難い屈辱感があった。

「教えてくれ、透過。どうしてあんな事をした？」

　どうにかして抑えようとしていた感情が溢あふれ出るように、四し条じようはその感情を爆ばく発はつさせるように、大声で透過に問うた。




「教えてくれっ！　どうして、どうして自分の父親を殺す必要があった！　透過ッ!?」




　強く、押し付けるように四条は透過の身体を揺らした。

　自分でもわからない。本当に自分が今正しいことをしているのか、それがわからない。

　でも現状、確かに彼女の昔からの親友、絢あや吊つり透過が、父親殺しの容疑者として指名手配されている。その一報を聞いた時、にわかに信じがたかった。そして今でも何かの間違いだと信じている。これには何か理由があるのだ、と。

　それでも彼女は警察官として、正義の番人、秩序の守しゆ護ご者しやとして、職務を全うしなければならない。彼の容疑が真実か否いなか、それを見極めるのは逮捕したあと、法廷で決めればいい。だから個人的な感情は抜きにして、透過を捕まえに来た。幼おさな馴な染じみである自分しか知らない彼の逃走路を予測し、待ち伏せして。

　だが実際に透過の姿を目にし、四条のその強い意志が揺らいだ。できれば、自首して欲しかった。今ここで、真実を訊いておきたかった。

「お前なんかに言いたかないね」

　それでも彼は、四条の心情などお構いなしにそう言って、べっ、と舌を出した。

「何様のつもりだよ。俺おれがお前に悩み相談？　そんなことするくらいなら、うちの人形にでも話し掛けるさ」

「本気で、言っているのか？」

　四条の声に、明らかな凄すごみが加わる。

　こんな状況でも、変わらずくだらない返しをしてくる透過に苛いら立だった。こちらは至し極ごく真ま面じ目めに訊きいているのに、それを理解していながら、飄ひよう々ひようと逃げようとする透過がどうしようもなくむかついた。

「いつまでも、私を舐なめるなよ！　透過ッ！」

　四条は逆さか手てに持った特殊警棒【トール】を、透過の首に押し当てた。

　その時だ──特殊警棒を握にぎる四し条じよう目がけて、何かが飛んできた。

　それは刀。真剣じゃない、木刀のようだ。それが四条の左手を狙ねらうように飛んで来て、それをかろうじて避よけたが、その木刀は地面に突き刺さった。真剣ではなくとも、当たっていれば手首の骨が砕かれていたかもしれない。

　四条がその木刀が飛んで来た方向を見上げると、今度はその木刀を飛ばしたのであろう人物が、四条目がけて飛んできているところだった。とっさに四条は透とう過かの身体からだから離はなれ、その襲おそいかかってきた人物から避けるようにして距きよ離りを取った。

「なんだ、お前はッ！」

　キッ、と鋭い視線でその人物を睨にらみ上げる。

　その人物は女だった。出いで立たちが奇妙で、現代ではない、古めかしい衣装に身を包んでいる。四条は歴史に深くないからわからないが、それは江戸時代といった古い時代を彷ほう彿ふつとさせるような、そんな着物。しかしそのくせ裾すそが短くミニスカートのような、そしてふりふりとした洋装のイメージを感じさせる和わ洋よう折せつ衷ちゆうな服装だった。腰にはベルトのように赤い紐ひもが巻き付いている。

　しかもその女は奇妙な白い白い髪をなびかせていた。その白はく髪はつを二ふたつ括くくりにして伸ばし、それは地面についてしまいそうなほどだった。

　女はその可愛かわいらしい様相に似合わない、冷たい人形のような視線を四条に向け、

「旦だん那な様さまの敵に、私の名を名乗る道理などありません」

「だから誰だれが旦那様だ。やめろって言ってんだろ」

　透過が身体に着いた土を払い立ち上がりながら、そう嫌そうにぼやく。

「旦那様。あの珍妙な格好をした方は、敵、ですね？」

　冷めた目で四条を睨みつけ、その白い髪の女は透過に訊きいた。

　その言葉に、四条は透過に視線を向けたが、透過はその視線を避けるように横へと逸そらし、四条が一番恐れていた言葉を、呟つぶやいた。

「ああ、敵だよ」

「透過ッ！」

　透過は最後まで四条を見ることはなかった。そしてそれを待つことも、四条にはできなかった。透過に視線をやったその隙すきに、四条の死角へと移動していたその白い髪の女が、音もなく四条を木刀で襲った。あまりに気配が薄うすかったため、接近するまで気がつかなかった。

「くっ！」

　それでも四条は足に履はいたオートマタ【アタランテ】──超高速回転するローラーにより、瞬しゆん間かん的な速度が何倍にも跳ね上がる、足の底に取り付けるタイプの加速装置──を使い、その容よう赦しやなく振り下ろされた木刀を滑るように避け、距離を取った。

　全く容赦ない一撃だった。何の躊躇ためらいもなく、垂直に脳天を狙ってきていた。
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　四し条じようの額ひたいに汗が滲にじむ。

「……どうしてでしょうか。外れてしまいました」

　白い髪の女は、自分の攻撃が当たらなかったことが酷ひどく不思議らしく、きょとんとして首を傾かしげていた。

　緊張感の無い女だ。四条はそう思った。今まさに自分を殺そうとした一撃を放った人間には見えない。買い物したのにお気に入りの茶葉を買い忘れた貴婦人のようにしか見えない。それほどに彼女は優雅で、美しかった。

「なんであれ、お前も公務執行妨害で逮たい捕ほする！」

　四条は迷うことを止やめ、その特殊警棒【トール】をその女に向けた。バチバチとスイッチを入れ、もう既に彼女に相手を気き遣づかうつもりは一切ない。ここまで事態が複雑化したのであれば、こちらも容赦なく相手を叩たたき伏せるのみである。

「それは何でしょうか。まさか貴方あなたが噂うわさの南なん蛮ばん人じんでしょうか？」

「な、何？　南蛮……？　何を言っている？」

「何とも面めん妖ような……まこと南蛮というのは、摩ま訶か不ふ思し議ぎでございます」

　この女は何を言っているんだ、と四条の頭の中がぐるぐると混乱していく。

　読めない。あまりにも読めない。

「では。よしなに」

　そう言って白い髪の女は再び四し条じように向かって走って行く。

　近づいてくる。でもやはり極端に人としての気配が小さい。と言うより、全く生気がしない。彼女との間合い、そして攻撃のタイミングが、摑つかみにくい。

　しかし、すっと最低限に身体からだを動かして、四条はなんとかその木刀の一いつ閃せんを避よける。

「ごめんなさい」

　そう言って四条は特殊警棒【トール】を相手の横腹に押し当てた。バチバチッと音を立て、電流が白い髪の女の身体に流れる。これでこの危なっかしい女も、眠りにつく──はずだった。

「──ッ!?」

　しかし目の前で、白髪の女は目をぱちくりとさせ、何が起こったか全く理解していない様子だった。ましてや、身体が痺しびれ、動けない様子など微み塵じんもない。

　一いつ瞬しゆん互いに止まった後、白髪の女が先に動いた。振り上げた木刀を切り返すように、今度は四条に向かって振り下ろした。

　ずしり、と重い衝しよう撃げきが四条の左肩にのしかかる。

「あああぁぁぁッ！」

　遅れて強烈な痛みが四条を襲おそった。膝ひざを崩し、地面に倒れ込む。左手で持っていた特殊警棒【トール】がころころと転がっていった。

　腕が上がらない。何より左手の感覚がない。折れたのか脱だつ臼きゆうしたのか、とにかくまずい。

　──ぽつぽつ、と地面を水が打った。雨だ。

「御ご免めん」

　ひざまずく四条に、その白はく髪はつの女は何の容よう赦しやもなく木刀を振り上げる。

「もういい」

　しかしその振り上げた木刀を、透とう過かが横から介入して、止めた。

　彼は雨に濡ぬれながら、四条を冷たい目で見下ろしている。その右手には、四条が使っていた特殊警棒が握にぎられている。

　白髪の女は透過の言葉を聞いて、すぐに一歩後ろに下がった。

「透過……どうして、どうしてこんなことに……！」

「さあ。どうして、だろうな。俺おれが聞きたいよ」

　透過はその特殊警棒を四条の首元に押し当て、バチバチッ、と音がして四条の全身に電気が走る。そしてその特殊警棒【トール】の謳うたい文句同様、四条はあっという間に気を失って、濡れた地面にばしゃりと倒れ込んだ。

「殺しますか？」

　倒れ込んだ四条をジッと見下ろしていた透過に、後ろから白髪の女がそう声を掛けた。

「……いい。これ以上面倒事はごめんだ」

　くるりと反転し透過は森へと歩いて行く。それに従うように、白髪の女も後ろを歩いた。

「なんなんだよお前は！　着いてくんなって最初に言っただろ！」

「困ります。私は旦だん那な様さまを御お守まもりしなければならないので」

「ったく、しつこい奴やつだ。もう勝手にしろ……お前、名前なんだっけ？」

「ミソギ、でございます」

「はっ、変な名前。……じゃあミソギ。旦那様はなしだ。なんかむず痒がゆい」

「ではなんとお呼びしましょうか」

「透とう過か。俺おれの名前だ。それでいい」

「わかりました。透過様」

　どういう関係なのか、そのまま透過と白はく髪はつの女──ミソギは深い森へと入っていった。

　暗い暗い、森の中へ。

　その夜、京きようの街では、いつまでもサイレンの音が鳴り響ひびいていた。













　　　　壱章　Entrapped‐[image: エントラップド]‐







　透とう過かが生まれ故郷である京の街を脱出したその日。

　事の始まりは、早朝まで遡さかのぼる。







　カンカンカン──。

　小さく静かな、しかして芯しんのある音に、絢あや吊つり透過は目を覚ました。目を覚ますのと同時、彼の鼻び孔こうを檜ひのきの香りがするりと抜ける。

　時計を確認する──までもなく。現在時計は午前六時を指している。

「……機械かよ」

　透過は開口一番、そう苛いら立だち気味に呟つぶやいた。

　そう、今現在、透過の横たわる床の下。階下から響ひびいてくるこの木を打つような音は、まるでアラームでも仕掛けているかのように、決まった時間に鳴り響く。

　だから透過はアラームを必要としない。何な故ぜならこの音が透過を嫌でも起こすからだ。

　嫌になるほどに、耳に響く。

　むすっとした顔つきで透過は布ふ団とんを綺き麗れいに畳たたみ、部屋の端へと寄せる。よれたパジャマを脱ぎ捨て、いつもの作さ務む衣えへと着替えた。脱ぎ捨てたパジャマを畳むことは忘れない。鏡を見て、自分の冴さえない顔に嫌いや気けがさす。肌は白く、髪は無造作に伸びている。

　随ずい分ぶん前から、窓の外からは朝あさ陽ひは入らない。もう十年以上経たつだろうか。

　あくびをし、部屋を出て階段を降りる。

　カンカンカン──。

　鬱うつ陶とうしいまでの音が、次第に大きくなっていく。階段を降りた先の廊下で、透過はその不快な音の正体を一瞥する。

　四畳ほどの作業場の中に見えたのは巨大な背中だ。透過と同じ作務衣を着て、こちらに背中を向けている。その丸太のような腕は大胆に、しかし繊せん細さいに動き、その巨体に隠かくれた何かに振り下ろされている。

　おはよう、なんて言葉は掛けない。これもまた、もう十年以上経つだろうか。

　透過はデジャブかと思うほどに毎朝同じ光景を視線だけで確認した後、反対方向へと歩き出す。その先には十畳ほどの正方形の部屋があり、そこにはショーウィンドウのようにガラスケースがたくさん並べられている。そしてそのケースの中に粛しゆく然ぜんと並べられているそれは、人形だ。

　肌が白く、黒い髪で、おちょぼ口の、和人形だ。

　まるで部屋に入って来た透とう過かを呪のろい殺さんとばかりにそれらの視線は一斉に透過に向けられる。そんな印象すら受ける。あの人形は髪が伸びたんじゃないか。あっちの人形は向きが変わってやしないか……なんて不安をかられる。

「餌えさなんてないぞ」

　気味の悪さを誤ご魔ま化かすようにそう独ひとり言ごとを吐き、振り切るように透過は部屋を早足で抜け、玄関の扉を開けてシャッターを上げる。今時珍しく、手動で開けるタイプだ。

　カッ──と、ようやく朝日が透過を攻撃する。

　一いつ瞬しゆん目が眩くらむが、すぐにそれには慣れ、視界いっぱいに外の世界が映し出される。

　そこには晴れ渡る大空──などというものはなく、首を痛めるほどに高いビル群と、シナプスのように張り巡らされた高速道路が透過の視界を埋め尽くしていた。視線を下に落とすと、商店街の中にある透過の家の前を、幾人もの人間がせわしなく歩き抜けて行く。まだ時間は早いが、通勤通学する人たちだ。

「おはよう、透過」

　未いまだ眠めむ気け眼まなこの透過に、快活な声が掛けられる。

　そちらに顔を向けると、そこにはロードバイクに跨またがったショートカットの女がいた。

「なんだ、お前か。静しず琉る華か」

「なんだとはなんだ。透過。幼おさな馴な染じみに随ずい分ぶんな挨あい拶さつだな」

　四し条じよう静琉華は跨がっていたロードバイクから降りて、透過に近づいてくる。今年の四月から警けい察さつ機き巧こう隊たいに配属となった彼女は、男おとこ勝まさりなのかいつもパンツスタイルだ。だがそれが妙に似合っていて、腰回りの肉付きがいやらしい。

「おはよう」

「……」

「おはようだ。透過」

「ん」

　あまりにしつこいので透過が適当に軽く返すと、四条はにっと爽さわやかに笑って、うん、よし、と頷うなずいた。

　しかし透過の視線はその笑顔ではなく、彼女の持つ歪いびつな形のロードバイクに注がれている。

「静琉華、お前それ……《Lightライト Sonicソニツク》の最新か？」

「ん、ああ気がついたか？　どうだ。初めてのボーナスで買ったんだ」

《Light　Sonic》とは、ミヤイチモーター社から発売されている、可変機巧オートマタ技術を採用したロードバイクの名称であり、現在この国の若者を熱狂させているものの一つである。

「見ててくれ」

　四条は興奮気味にそう言って、ロードバイクの後輪をぐっと前に向かって押し出す。すると後輪が前輪と融ゆう合ごうするように一つの円形となり、その他ハンドルやサドルなど突起部分も折りたたまれるように収納されていく。気がつけば、あっという間にタイヤ一つ分の大きさへと様変わりし、四し条じようはそれを軽々と持ち上げてみせた。

「おお」

　透とう過かの口から、小さく感かん嘆たんの声が漏もれる。

「背中に背負って長時間持ち運べる。凄すごいだろう。今度は展開してみようか」

　今度はその円形の物体を自身の前に投げる。するとそれはスライドするように大小二つの円形──つまりタイヤに分かれ、カシャカシャと小気味良い音を立てて形を変えていく。

　二秒もしない間に、それは先ほどの歪いびつな形のロードバイクへと形を変形してみせた。

　まるで魔法のようだ。

「速いな」

「だろう？　最新の可変機巧オートマタ技術が採用されていて、なんと展開時間は以前の二分の一まで速まったんだ」

「でも耐久性が心配だな。無駄にギミックを増やして軽くしたら、少しの衝しよう撃げきでいかれちまう」

「それは今のところ大丈夫だよ。技術は日進月歩だからね。透過もどうだい？　お薦めするよ」

　一いつ瞬しゆん、その言葉に瞳ひとみが揺らめいた透過だったが、しかし彼はすぐにその目をいつものように不機嫌そうなものに戻して視線を外し、

「おあいにく様、そんなもんに乗って行く場所も時間も金もないんだ」

「透過も働いて半年になるんだ。どうせ一緒に遊ぶ友達もいないんだろう？　だったらお金が貯たまってるんじゃないか？」

「本気で言ってるか？　うちがまともに金を払うほど儲もうかってるように見えるか？　このぼろっちい店で」

「……」

　四条は、はは、と息を抜くように笑って苦い顔を浮かべた。

　彼女の視界にはぶっきらぼうにこちらを見る透過と、その背後には今にも傾き倒れてしまいそうな、おんぼろ木造建築が佇たたずんでいる。

　周囲を見渡しても、こんな時代錯誤の木造建築など一つもない。あっても木造建築を装った、現代建築物だけだ。まるでここだけが五十年前にタイムスリップしてしまったかのような、そんな異物感すら感じさせる。その木造建築の入り口上部には、これまた年季の入った木製の看板が掛けられていて、そこには『人形屋　あやつり』と達筆な文字で彫られていた。

「まともに物を造れるようになるまでは修行。修行中は給料なんてまともに出ないんだってよ」

　出ても雀すずめの涙ほどだけどな。と透過は愚ぐ痴ちを吐く。

「おじさんは？」

　透とう過かは言うまでもない、と言わんばかりに顎あごで店内を示した。中からは微かすかにではあるが、作業をする音が聞こえてくる。

「相変わらずの仕事人間だね」

「あんまり喋しやべらないもんだから、俺おれはあいつ自身が人形じゃないかって最近思い始めてるよ」

　透過は茶化すように言って笑った。

〝あいつ〟とは、透過の父、絢あや吊つり有ゆう弦げんのことに他ほかならない。透過はいつも、自身の父のことを指す時、あれそれあいつ──そう呼称する。

「君とおじさんとの関係も、相変わらずだね。まだ許していないのかい？　訓練学校に入れてくれなかったこと」

　この国には、国防軍と警察が存在する。

　軍および警察に入るには通常十八歳から可能であるが、特殊な技能が必要になるオートマタに関する専門知識を学ぶための訓練学校には、十五の時点で入ることができる。本当に軍人、及び警察特殊部隊などを目指すのであれば、十五でその訓練学校に入り、二年の訓練期間を経て、十七で軍、または警察へと入ることもできる。四し条じようもまた、その経緯を経て警察機き巧こう隊たいに配属されたのだ。

　中学で進路を決める際、透過は父に訓練学校へ入りたいとそう相談した。

　しかし頑固者の父はそれを許してくれず、透過は普通の公立高校に進学し、しかしそれも家業を継ぐために二年いっぱいでやめた。

「……そりゃな。軍人になりたいって息子の夢を認めず、実家のぼろっちい店を継がされるんだ。憎まない息子はいないだろ」

「おじさんだって、好きで透過の夢を諦あきらめさせたわけじゃないさ。この伝統ある店を守っていくためには、一人息子である透過の力は不可欠なんだよ」

「お前は夢だった警察に入れたからいいよな」

「そんな言い方はしないでくれ」

　透過が視線を向けたのは、高層ビルの隙すき間まから見える、一ひと際きわ巨大なガラス張りの建築物だ。それは京きよう警視庁。十三年前に京への遷せん都とと同時に建てられたこの街の象徴の一つである。

「楽しいか？　機き巧こう隊たいは」

「楽しい……と言いたい所だけれど、年齢も性別も関係無く厳しいところだよ。はっきり言って、苦しいことばかりだ。でもそれも全すべてこの国を守るためだ。私は負けないよ」

「そうか……」

　羨うらやましい──透過はその言葉を飲み込んだ。

「そっちこそどうだい、その、最近の景気は。京の観光客は少しだけ増えているとテレビで言っていたが」

「超高速鉄道スーパーループが開通したからな」

「ああ、あの時速千キロが出るとか言う？」

「そ。でも京きようの景気が良くなっても、うちの景気には関係ないんだなーこれが」

「……そうか」

　四し条じようは残念そうに視線を落とした。透とう過かは渋い顔で腕を組みながら、

「今時、からくり人形なんて売れないんだよ……伝統文化なんてかっこよく言ったところで、生活に必要のない嗜し好こう品ひんだろ？　無駄に凝こってるから一体数万から数十万までするんだ。俺おれでも買わないさ」

「そんなこと言ってはダメだ、透過。素晴らしい技術の結晶じゃないか。職人技だよ。絢あや吊つり家はめまぐるしく変わるこの国で、数少ない伝統文化を守っている名家じゃないか」

「じゃあお前は買うのか？」

「それは……」

　透過の間かん髪はつ容いれない問いかけに、四条は言葉を躊躇ためらった。

「……冗談だ、悪い」

　困惑する四条を見かねて、透過はそう言った。今のはあまりに意地悪な質問だった。

　透過は再度、遠い目で空を見上げた。前後左右に張り巡らされた近代建築物の隙すき間まから、わずかに青い空が見える。

　随ずい分ぶん変わってしまった。まだ子供のころは、視界には青空だけが広がっていたというのに。この十数年で透過の身長は伸びたのに、空との距きよ離りはむしろ離はなれてしまった気がする。

「でも、私は好きだよ、この店が」

「物好きだな」

「そんなことないよ。可変機巧オートマタ技術の発達で機械製品ばかりが視界を行き交うこの国で、ここはなんというか、見た目も匂においも、昔を思い出させてくれる懐なつかしい場所なんだ」

　すんすん、と鼻を動かすが、皆目透過にはわからない。懐かしいも何も、透過は産まれて十七年、この家にずっと住んでいるのだからわかるわけもない。

「憶おぼえてないか？　小さな頃ころ、森でよく虫取りをして遊んだろ。あの時の事を思い出すんだ。癒いやされる。毎朝ここを通るのは私にとって何ものにも代えがたいものなんだよ」

「そりゃ、どうも」

　四条のなけなしのフォローに、透過は肩をすくめて答えた。

「ていうかそろそろ行かなくていいのか？」

「わわっ！　こんなくだらないことを話している場合じゃなかった！」

「くだらなくて悪かったな」

「そういう意味じゃない！」

「冗談だろ。早く行け早く。塩蒔まくぞ」

「本当に君は口が悪いね。じゃあまた今度ご飯でも食べに行こう！　奢おごるよ！」

「じゃあ回らない寿す司しな」

「なるほど。わかった。釣り道具を一式用意しておくよ」

「にぎる気かよ！」

　透とう過かのツッコミに四し条じようは爽さわやかに笑って返し、最新のロードバイクをまたいでそのまま颯さつ爽そうと商店街の向こうへと走り去っていった。彼女の背中は何な故ぜか眩まぶしい。

　透過はそれを見送ったあと、再度顔を持ち上げ、傾いた木造建築を見上げる。

『人形屋　あやつり』と彫られた、木製の看板が静かに透過を見下ろしていた。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　十三年前、この国でクーデターが起こった。絢あや吊つり透過は五歳だった。

　後のちに『傀かい儡らいの劇げき』と呼ばれるクーデターにより、約半数の政府関係者が反旗を翻ひるがえし、当時の政権を握っていた国こく皇おう・神じん堂どう院いん芦あし長ながを、玉ぎよく座ざから引きずり下ろした。

　それによって、必然的に時代は変わった。

　穏おん健けん派はだった前国皇から、強硬派の現国皇になったことにより、事対外関係に関しては、力には力で、暴力には暴力で対応しなければならないという考えが基盤となった。

　それによりそれまで堅けん持じしてきた戦争の放棄を取りやめ、武器兵器の製造と兵隊の育成に資金を投入し始め、本格的に軍事国家へ名乗りを上げた。当然周辺国や国内からの猛烈な反発にもあったが、しかし実情、この国の軍事化を止める力はどこにもなかった。

　国の軍事化に伴い、国民にも危機感や緊張感が生まれ、当時の軍事化を指示した若者たちやその意志に答えた政治家たちを、海外のマスコミは〝新世代〟と呼ぶまでになった。

　そうした軍事国家への変革を世界に大きく知らしめるために政府が取った方法が、この国の独自技術で造り出した新技術・可変機巧兵器《オートマタ》の発表である。

　オートマタとは、元々ヨーロッパにおける機械人形のことを指していた言葉だが、その巧みな技術と革新的なものであるという意味合いから、既存の武器兵器などを安全かつ軽量化、かつ素人しろうとにも扱えるように操作を簡略なものへと改良したものの総称となった。この国らしいコンパクト、シンプル化の究極を示したのである。

　そうして可変機巧オートマタ化された軍事兵器は、核やバイオ兵器といった大量殺さつ戮りく兵器とは違い、主に個人が武装する武装兵器ではあるが、訓練を受けていない素人でも一定の戦力となることができるというそのコンセプトと有用性、そしてテレビや車など実生活にも応用の利く技術として多くの注目を浴びた。技術大国の復活だ、と誰もが賛辞を送った。

　これと同時に、政府は首都を京きように定め、いくらかの都市機能を西へと移すことを宣言した。もちろん何十年単位での段階的な移設であり、東京はそのまま経済都市として、京は軍事都市として、二大都市を樹立しようとしたのが事実である。

　ただ、これが絢あや吊つり家にとっての、悲劇の始まりだった。

　絢吊透とう過かは『人形屋　あやつり』の一人息子である。

　その店の売りは、和人形よりも、代々受け継がれている〝からくり人形〟の製造にある。茶運び人形や、弓ゆみ曳ひき人形など、昔ながらの精密な職人技で、今なおからくり人形をその手で一から十まで作っている数少ない店だ。

　過去数百年も存在してきたということもあり、確かにその技術、そして商品としての価値は計り知れないものがあり、一体数万から、数十万までするのが当たり前である。

　それは京きようならではの、文化的魅力が生み出す価値に他ほかならず、たとえ古くさい人形であろうとも、たとえ一体数十万しようとも、欲しいという物好きは後を絶たなかった。それ故ゆえに、こんな人形屋が、今までずっとなくなることなく生きながらえてきたのだ。

　──が、近年それも限界に来ていた。人形屋は徐々にその店舗を小さくしていき、しまいには十畳ほどの店内に、奥に四畳ほどの制作場があるだけとなった。

　古都・京という町に首都を置くことを、人々はそうあるべきだ、ふさわしいと支持したが、実際、京の風ふ情ぜいある町並みや文化的な価値は、喧けん騒そうから離はなれた場所にあったからこそ保持しえたわけで、首都と定められた時から、京の街は変化を余よ儀ぎなくされた。

　道路が大きくなり、増え、かつて定められていた建築物の高さ制限も取り払われた。御お上かみは京の風情を残しつつ首都機能も備えた理想的な都市を実現できると思っていたのだろうが、現実はそう甘くはなかった。必然的に人は増え、観光客よりも仕事をするサラリーマンの数が圧倒的に多くなった。上空には戦せん闘とう機きや軍事兵器が飛び交い、人々の心を不安にさせた。そうして次第に観光客は地方へ移り、京は京であるべき姿を完全に失いつつあった。

　そうした背景があり、代々受け継がれてきた絢吊家の『人形屋　あやつり』は、もう目も当てられないほどに没落していった。透過の父は決してそんな事を透過に愚ぐ痴ちったりはしなかったが、いい加減世せ間けん体ていがわかるようになってきていた透過は、理解せざるをえなかった──。







「透過」

　低く、重い声が、透過に掛けられる。

　透過は大きな作業台の上で、人形制作に使う木材を加工している最さ中なかだった。ここで細かく切り分けたものを、父が人形のパーツにしていく。修行を初めて半年。未いまだ透過の仕事はこの程度のものだった。

「なんだよ」

　声を掛けてきた巨大な背中の男──父に対し、透過は一いち瞥べつもくれず、つっけんどんに返す。

　だが有ゆう弦げんは答えない。ただ沈黙の背中を持ってして、透過に返す。

　透とう過かは視線を動かし、

「りょーかい」

「透過」

「は・い」

　返事の仕方を注意され、わざとらしくそう言って作業場を出る。

　まるで親子の会話には見えない。いや、会話とすらも呼べないだろう。

　父は基本的に言葉では教えてくれない。見て憶おぼえろという、意味不明な古典的スタイルを取る。全くもって理解不能だ。しかしさすがに十七年間一緒に生きてきて、透過もそれには慣れた。だからこそ、視線を動かし父が何をもって透過の名を呼んだのか、それを必死に理解する。

　今回父が透過の名を呼んだのは、木材を磨くための紙やすりが切れたからだ。それを取ってこいということだった。

　見方によっては阿あ吽うんの呼吸とも呼べなくもない。しかし決してそんな微笑ほほえましいものでもなく、この親子の関係を端たん的てきに表すかのようなやりとり。

　透過は地下倉庫へとたどり着いた。地下倉庫は広く、こちらも十畳ほどの大きさがある。地下倉庫には大量の木箱や紙類が、乱雑に積まれている。

　ここには絢あや吊つり家で代々継がれてきた家宝とも呼ぶべきものが収納されている。今透過が雑に足で押しのけた木箱の中にあるものも、時代経過を考えれば値段のつけられないほどの名品が収められている。

「一つくらい売っちまっても罰ばちは当たらんだろうに」

　しかし父は決してそのようなことは許さない。

　絢吊家にとって、これら全すべてはかけがえのない財産で、自身の生活費のために売るなど、我が子を売りに出すようなものだ。たとえ家計が火の車だとしても、たとえその日のご飯が食べられなくとも、有ゆう弦げんがこれらを手放すことはあり得ない。

　絢吊有弦とはそれほどに、頑固で融ゆう通ずうの利きかない男なのだ。

　透過は巨大な木製簞だん笥すの前へと立った。透過が生まれるずっと前からここに存在したというこの巨大簞笥には、全部で百八の引き出しが用意されている。

　縦九段、横十二列からなるこの簞笥は、泥棒を混乱させるために作られた《からくり簞笥》となっていて、一度に二つ以上の戸を開けたり、非常に短い感覚で続けて戸を引くと、全すべての戸にロックが掛かるようになっている。オートマタどころか機械すらない時代の遺い物ぶつではあるが、その性能は現在にも通用する代しろ物ものである。からくり技師の家系らしい代物と言えよう。

　透過はそのからくり簞笥に浅く入り込んだ傷を見つけ、それを指でなぞった。

「懐なつかしいな」

　昔透過が面白半分でロックを掛けてしまった時、母がロックの解き方を知らないと慌あわてたのを見て、透過は罪悪感から泣きじゃくってしまった。そこで母が、父に怒られないようにと、密ひそかにロックを解除しようとしてくれたのだ。その際あーだこーだと簞たん笥すを触って、最終的には無理矢理工具でこじ開けようとしてついた傷がいくつも付いたのだ。

　その後どうやって簞笥を開けたのかは知らない。透とう過かは部屋で待っていただけで、夜になって母が笑顔でもう大丈夫、と言ってくれたのだ。

　あの時の母の笑顔は透過の脳裏に焼き付いている。

　だがその母はもういない。透過が小さな頃ころ、クーデターが起こったその年に、病気で亡くなっている。

「あいつは、泣いてもいなかったな……」

　母の葬式で、父は泣いていなかった。それどころか、怒っている顔も、笑っている顔も知らない。透過は父の感情を感じ取ったことがない。まるで人形だ。どうして母はあんな男を好きになったのか。透過にはそれがわからない。母は本当に幸せだったのだろうか。

　透過の手に自然と力がこもった──が、それをすぐに吹き飛ばし、簞笥の引き戸を一つ開け、そこから紙やすりを取り出す。

「……ん？」

　地下倉庫を出ようとした透過の視界に、一つの扉が入った。

　それは透過が生まれたころから一度たりとも開いたところを見たことがない、開かずの扉だ。家の間取りから推測するに、そこには二畳ほどのスペースがあるはずだが、透過は中がどうなっているのか、ここに十七年暮らしていて知らない。

　かつて一度、母が言っていたのは、大昔には繫つながっていた避難経路で、緊急時にはそこから地下道を通って近くの川沿いまで抜けられたのだそうだ。しかし今は埋められていて、あの扉の向こうには何もない。そう言っていた。

　隠かくされれば見たくなるのが少年心で、透過はこっそりとその扉を開けようとしたが、しかしその扉は鎖などで厳重に封鎖されていたので開けることはかなわなかった。だから少なくとも、透過が知っている限りでは、その開かずの扉は開いたことがないはずだった。

　だが──

「……おかしいな……」

　パッと見は、変わらず鎖で厳重に塞ふさがれた、以前と変わらない開かずの扉だ。しかしどこかおかしい。鎖の位置や、巻き方などが、わずかに違う。透過の目はそれを見抜いた。

「透過、早くしろ」

　だがその透過の思考を遮さえぎるように、上階から有ゆう弦げんの声が届く。

「……わかってるよ。すぐ行く」

　透過は小さくぼやくように言って、すぐに地下倉庫を後にした。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

　ピヨピヨだかカーカーだか知らないが、これほどにこの京きようという華の都でこの言葉が似合う場所はここ以外にないだろう。

「俺おれは何のために生きているのだろうか」

　なんて哲学チックなことを考えてしまうほどに、透とう過かは暇を持て余していた。

　透過が座るのは、十畳ほどの店内の端に設置された、カウンタースペース。そこで椅い子すに座り、偉そうに肘ひじをついて、誰だれもいない、ありんこ一匹いない店内を見つめていた。

　父曰いわく、店員として働き、お客様の顔を見て接するのも、大事な修行だという。

　それはわかる。至し極ごくまっとうな意見だろう。透過は別に、接客業を蔑さげすむわけでも、父の意見に無駄に反発したいわけでもない。

　ただし、一人も客が来ないのに、何を学べと言うのだ。

　透過を見つめるのは、気味の悪い数十体の人形たちだけであり、あまりに静かな店内でそれらと長時間見つめ合っているだけで、魂を抜き取られてしまいそうな気分になる。彼らは決して面白い話題を振ってくれたりはしない。話してきたらそれはそれで恐怖である。

「はぁ」

　透過はもはや何度目になるかわからないため息をついた。

　透過が修行に入って早半年。入店してきた客数は数えられるほどで、その中で購買者は右手で数えられるほどだ。

　休日の昼過ぎ。店外には、観光客が行き交っているのが見えるが、誰一人としてこの店を覗のぞこうとするものすらいない。むしろ誰がここを開店中の人形屋だと気づくだろうか。いっそのことここをお茶屋にすればいい。人形は展示品にすれば、多少は話題になるだろう。透過はついそんな事を考える。

「あいつら、いまごろ授業中かな」

　透過はふと、かつての友人たちの事を思い出す。

　同学年の友人たちは、今いま頃ごろ学校で清い青春でも送っていることだろう。それこそ誰かを好きになって、恋人になって、そして別れて……そんな当たり前のサイクルを、当たり前に送っているに違いない。

　それがほんの少しだけ、羨うらやましくなくもない。

「恋人、か……」

　透過は誰かを好きにもなった事がない。そして誰かに好きになられたこともない。

　だからそんなものが自分にできるかどうかなんて、想像がつかない。透過の身近の女性と言えば、四し条じようくらいなものだが、あれは友人であり恋人ではない。

　何より、こんな将来性のない男に、どこの物好きが惚ほれてくれるというだろうか。

「もし」

　──ふと、そう小さく声が掛けられた。びくりと身体からだを震ふるわせる。

　視線を向けると、ちょうど入り口のところで人が立っていた。

　声から察するにその女は、フードを深々と被かぶり、顔を見えないようにしている。

「いらっしゃい、ませ？」

　それでも客なのだろう。透とう過かはぎこちない挨あい拶さつを向ける。

　顔は全く笑っていないが、それは彼の性しよう分ぶんなだけだ。

「あの、お父様はいらっしゃいますか？」

　その声は、その怪しい見た目とは裏腹に、とても澄んだ心地ここちよいものだった。小さく柔らかだが、良く通る。

「親父おやじに、何か用ですか？」

「少し、お話がありまして」

「約束は？」

　ふるふる、と彼女は首をふるう。フードから漏もれた黒い髪が、ゆらゆらと揺れる。

「じゃあ悪いけど、無理だよ。あれは今作業場に籠こもってて、しばらくは出てこないんだ」

「？　呼んではいただけませんか？」

「あー、ちょっと頑固な男でね。作業場に入ってる時は邪じや魔ましたらダメなんだ。話しかけてもこっちの話なんて聞かないし、怒られる」

「そう、ですか」

　なんだそれは、と言いたそうだったが、それで納得してもらうしかない。

　それほどに有ゆう弦げんの集中力というものはすさまじく、たとえここが火事になろうとも、火が体に引火するまで気づかないだろう。

「えーっと、用件はなんでしょうか。聞いといて、後で俺おれから伝えておきますけど」

「いえ、とても大事なことなので……そうですか」

　すると、少女はゆったりと透過に近づいてくる。無言で。近づくと、フードの奥に隠かくされた瞳ひとみが見えた。吸い込まれそうなその瞳に透過が困惑していると、

「君は、息子さん？」

「……まぁ、生物学上は」

　なんて遠回しに言ってみる。素直じゃない。

「他ほかに従業員は？」

「いない。というか雇うほど忙しくないんでね」

「……確かに。暇そう」

　別に事実だからいいのだが、この女遠慮がないなと、透過は少し頰ほほをひくつかせる。

「でもどうしてかな。こんなに凄すごい物が置いてあるのに」

　少女はそう言って視線を店内にやる。さまざまな和人形が、静かに佇たたずんでいる。

「今時流は行やらないだろこういうの。伝統文化なんて、誰だれも求めてないんだ」

「そうなのかな？　私は好きよ、こういうもの……見てると気持ちが和やわらぐわ」

「……」

　四し条じようと全く同じ事を言う。しかもその口調は決してお世せ辞じとは感じさせないものだった。

　少女はガラスケースの前にしゃがみ込み、そこに置かれた人形に手を伸ばすようにケースに手を這はわせる。細くて長い、白い指。

「すごく綺き麗れい。見てるだけで、引き込まれそうになってくる。これを造ったのは、お父様？」

「ん、ああそうだけど」

「そう。だったらきっとお父様は心が清らかで凄くお優しい方なのね。これを見てるとそれが伝わってくる」

　フードの奥で少女が笑顔で言い、透とう過かの胸をちくりとその言葉が刺す。

　あの男の心が、綺麗？　あんな男が？

「っ」

　ふと、しゃがんだ少女の脚が、ガラスケース越しに見える。どうやらミニスカートを穿はいているようだ。しゃがむことで横に広がった刺激的な白い太もも。そしてその奥が見えそうになり、透過は反射的に視線を逸そらした。少し見えた気もするが……。

　そんなことなど知る由よしもなく、少女はしゃがんだままカニ歩きで横移動していく。店内をぐるりと見回ったあと、カウンター横に置いてあった小物商品の前で立ち止まった。

　そこには箱に詰められた小さなキーホルダーが置かれている。一つ五百円。木で造られたいろいろな動物や魚の人形だ。実はそれはこの店で唯一透過が造ったものだ。

「可愛かわいい……こんなものまで売ってるのね」

　少女はその中の一つを手に取ってそう呟つぶやく。彼女が選んだのは猫だ。

「これは、君が造ったのかしら？」

「……どうしてそう思う？」

「なんとなく、他のとは違うから」

「ヘタクソってことか？」

「ううん、そうじゃない。とても素晴らしいと思う。すごいね」

「どうも」

　透過は少し嬉うれしく思いながらも、つんとそう返した。

　初めて褒ほめられた、そんな気がする。

「その歳としでこんなものが造れるなんて……さすが親子なのね」

「……」

　透とう過かは決して嬉うれしくなさそうな顔を見せた。

「お父様が、苦手なの？」

　すると少女は的確にそんな質問を投げ掛けてきた。

「嫌いだ。死ぬほどな」

　当然、透過はそう答える。いつものことだ。

「そう。せっかくの親子なのに。お父さんがいるというのは、幸せなことよ」

「子供を思いやってくれる父親ならな。うちのはそんな理想的な父親じゃない」

「お母様は？」

「死んだよ。病気でな」

「……ごめんなさい。余計なことを聞いちゃった」

「いいよ、別に」

「お詫わびにこれ、一つ貰もらうわ」

　少女は猫のキーホルダーを透過の前に差し出して言った。ちりん、と付いた鈴が小さく音を鳴らす。

「……別に気を遣つかわなくていいよ。こんなもの、お金を払って買う価値なんてない」

　そんな事、自分が一番分かってる。

　いくら父が憎かろうが、いくらこの仕事に意味を見いだせなかろうが、あの父の腕は確かだ。透過の作品がままごとにしか思えないほどに。それは毎日有弦の仕事姿を見ている透過が一番よく分かっている。ことにモノ作りにおいては、あの男は尊敬に値する。

　だからこそ、ぶつけようのない苛いら立だちばかりが募つのるのだ。

　あの男が口だけの父親なら、どれだけ怒りをぶつけやすいだろうか。

「いいの。気に入ったから買うんだよ。猫さん」

「だからいいって」

「いやよ。買うったら買うの。だってこれ可愛かわいいもの」

「他の店に行ったらもっと良い物あるって」

「これが良いの！」

「な……」

　引き下がらない。少女は決して引き下がらない。

　気づけばそう訴えかける少女の顔がすぐ傍そばまで近づいてきていた。むっと表情を険しく作り、決して引かないと言わんばかりだった。

「わかったよ……勝手にしてくれ」

「わーい。五百円よね？」

「いいよ。やる」

「え？　いいの？」

「俺おれの造ったものなんか欲しがってくれる物好きだ。お客様第一号記念でプレゼント」

　ぐい、と透とう過かはカウンターに置かれたそのキーホルダーを押し返した。

「初めて？　私が？」

「ああ、まぁな」

「……そう。なんだかそれって嬉うれしいね」

　少女は恥じらいもなく言って笑う。

　それを見て、透過は自分の変な感情に気づいた。今まで感じたことのない、奇妙な感覚。だが気持ち悪くはない。

　少女はキーホルダーを胸の前で握にぎり締め、

「ねぇ」

「今度はなんだ？　もう一つ欲しかったらくれてやる。じゃあ猿さるがいいな。自分でも上う手まくできたって評判なんだ。自分の中で」

「ありがとう……じゃなくて、君、もし良かったら──」

　コンコン──と、二人の会話を遮さえぎるように、店の入り口のガラス戸が叩たたかれる。

　見るとガラス戸の奥から、同じようにフードを被かぶり、その中から鋭い視線を見せる少女がこちらを見つめていた。目の前の少女の友人か何かだろうか。

「ごめんなさい。私、もう行かないと」

　そう言って、慌あわててキーホルダーをポケットにしまい込み、それ以上何も話すこともなく店を出て行った。

「またのご来店を……って、来るわきゃないか」

　所しよ詮せん、店員と客。飲食店で常連ならまだしも、こんな店、一度来て一分も見て回ったら充分だ。二回も三回も来るような店じゃない。ましてやあんな若い女の子が、父親に用事でもなければ一生立ち寄ることもなかっただろう。

「まぁでもそうか。親父おやじに用事があるなら、また来るかもしれないのか」

　そう独ひとりごちる。

「……この辺の子かな」

　カウンターから外を眺める。木の香りしかしなかった店内に、気のせいか別の香りが残っているような気がした。

　その時、透過は自分の中に期待のようなものがわき上がっていることに気づき、それを振り払うように頭を振った。

　キィ──と、扉の開く音がする。

　一いつ瞬しゆん、何かを期待して振り返る。しかし店に入ってきたのは、一人の男性だった。白いロングコートを着用しており、その体格はがっしりとしているのが服の上からでも見て取れる。

「やぁ、久しぶり。少しお邪じや魔まするよ」

　店に入ってきた長髪の男は、これ以上もないほどに爽さわやかな笑顔を浮かべた。

「邪魔するんなら帰れ」

「はいよっ……ってこらこらこらこら」

　その爽やかな男は見かけによらず、一いつ旦たん店を出かけて戻ってくるという見事なノリツッコミをしてみせた。男は軽快に笑い、

「相変わらず人をからかうね、透とう過かくんは。僕は毎回必死だよ」

「今日は何の用ですか、天てん城じよう寺じさん」

　天城寺正まさ嶺みね──国防軍でもトップの《八はち傀かい儡らい》と呼ばれる八人の実力者のうちの一人で、普段は映像でしか見られないような、超のつくほどの偉い人物である。

　軍が設立された当初、新兵器オートマタの披ひ露ろう式典に、対たい戦せん闘とう機き用オートマタを全身武装してテレビに出ていた人物の一人が、彼である。当時小さかった子供たちが総じてその姿に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送ったのが、彼のオートマタを着用して戦闘機と共に空を駆ける姿であった事は周知の事実だ。

　かくいう透過もまた、それに憧あこがれた。そしてその時、テレビの前には四し条じようもいた。透過は彼女のキラキラした眼差しを今でも憶おぼえている。それを見て、二人で誓い合ったのだ。共にこの国を救う人間となろう、と。

　その結果、四条は夢を叶かなえて警察の機き巧こう隊たいに配属され、一方透過は狭い作業場で木材に囲まれて暮らしている。夢を叶えた者と叶えられなかった者がきっぱりと分かれたのである。教訓として小学校の道徳の教科書にでも載せてくれれば少しは報われるのに、などと透過は自じ虐ぎやく的てきに考える。

　とにかく、この天城寺という男は現状この国において、最も実力と権威を兼ね備えた存在と言えるだろう。その甘いマスクでテレビなどにもよく出演しており、若者たちにとっては憧れの代名詞のような存在で、こんな時代錯誤のボロ屋敷にいること自体が違和感なのである。

　かつてのクーデターを牽けん引いんし、新たな時代を生み出した一人の男として、世間では彼を〝英雄〟とまで呼ぶ。

「いつも思うんですけど、こんなところに顔を出している暇あるんですか？」

「ん？　ああ、気にしないでくれ。ちょっくら退屈な会議を抜け出せば簡単なことだ」

「抜け出したらまずいでしょ」

「だって、つまらないんだ」

　言って天城寺は微笑ほほえんだ。

　こんな優やさ男おとこが、この国を守る組織のてっぺんにいるというのだから、世の中わからないものである。何も知らない人間が見れば、ただの近所のおじさんだ。

「ところで、今日はなんの用ですか？」

「ああ、十代目はいるかい？」

　十代目。それは父のことである。『人形屋　あやつり』十代目当主・絢あや吊つり有ゆう弦げん。父の友人である天てん城じよう寺じは父の事をいつも十代目と呼ぶ。

「少し話があってね」

「……そうですか」

　少しだけがっかりする自分がいることに気づく。

　天城寺なんて人物がこの店に来る理由は、友人である父しかありえない。ありえないのに、なのにどこか悔しい気持ちが生まれてしまう。

「親父おやじは今作業場ですよ」

「ああ、それはタイミングが悪かったね」

　透とう過かの一言で全すべてを察した天城寺は、店の奥に視線をやりながらそう言って肩をすくめた。

「少し待たせてもらうけど、いいかな？」

「図々しいですね」

　透過が笑って言い、天城寺に椅い子すを差し出す。透過が産まれた頃ころからこの店にある、背もたれもない丸椅子だ。軍のトップにいる人間にするおもてなしにしては、あまりにも無礼なものであったが、天城寺がそれを気にしないのを透過は知っている。むしろ特別扱いしないでくれと言う男だ。

　透過が店の奥から温かいお茶を差し出すと、天城寺はそれをすすり、

「ふぅ。やはりこの店は落ち着くねぇ」

　と、まどろんだように言った。

「今日そう言われたの三回目です」

「おや、そうかい。でも本当なんだから仕方がない。それより最近調子はどうだい？」

「相変わらずですよ。見ての通り閑かん古こ鳥どりが鳴いてます」

「店の事じゃない。透過くんのことさ。仕事には慣れたかい？」

「さすがに。半年も経たてば」

「そうかいそうかい。それは重ちよう畳じよう。直じき、透過くんが造った人形が店頭に並ぶ日が来るかもしれないね」

「いつになりますかね。未いまだ仕事のしの字も教えてもらってないですけど……」

「人形造りに限らず、職人への道というものは険しいからね。何年、何十年経ってようやく半人前の世界だ。そう簡単に作業道具は握らせてもらえないだろう」

「……それは、そうですけど」

　天城寺の正論に、言葉をフェードアウトさせる。

　確かにそうかもしれないが、しかしこんなお手伝いみたいなことばかりしていても、何も変りやしないのも事実だ。やるならやるで、早く技を仕込んで欲しい。

「おっ、そんなことより透とう過かくん。これは君が？」

　透過の機嫌を損なわないように、天てん城じよう寺じが話を変えて視線をやったのは、透過が造った動物や魚のキーホルダーだ。

「まぁ。暇な時に造った、ガラクタですけど。やっぱり、わかります？」

「ん、なんとなく……きめの細かさとか、手触りが十代目のとは少し違うかなと」

　やはりわかる人間にはわかるらしい。透過は心の中で嘆息した。

「何より十代目は、こういったものは造らないからね」

「よく知っていらっしゃる」

「伊だ達てに十年来の付き合いじゃないよ。よし、じゃあこれ一つ貰もらおうかな。フグのやつ」

「気を遣つかわなくていいですよ」

「いやいや。丁ちよう度ど探していたんだよ、娘の命日のお供えものに、何か良い物はないかと」

「ん、ああ……そっか。もうそんな日ですか」

「好きだったんだよ、魚が。水族館が好きで、何度も何度も付き合わされた。当時は仕事も忙しくなかなかしんどいものだったけれど、今思えばもっと連れて行ってあげるべきだったと後悔しているよ……っと暗い話になってしまったね」

　遠い目を一いつ瞬しゆんさせた天城寺は、すぐにそう言って笑い、

「なに、もう随ずい分ぶん前のことだ。すっかり傷も癒いえたよ。えっと、五百円だったね」

　言って天城寺は小銭をカウンターに差し出した。ごろり、と最近あまり使われなくなった五百円硬貨が音を奏でる。

「どうだいお客第一号は。ようやく五百円の稼ぎだ。一円の重みがわかるだろう」

「残念だけど、第二号です」

「え……なーんだつまらない。残念だな。第一号は誰だれだい？　まさか十代目？」

「まさか。あいつはこんなもん見もしなかったですよ。天城寺さんが来る直前に来た客です」

「ああ、さっきのフードの子かい？　随分若そうな子たちだったけど、何をしに？」

「さぁ。親父に用事があるみたいでしたけど」

「そうか……ちなみにその子は可愛かわいかったかい？」

「まぁそれなりに可愛──」

　と、言いかけて、透過は口をあんぐりと止める。

　どうやら天城寺の誘導尋問に引っかかっていたらしい。天城寺はしてやったりと笑み、

「はっはっはっ。なんだかんだで、透過くんも男だね。連絡先は交換したのかい？」

「俺、携帯電話持ってないですよ」

「そうだったね。本当僕の若い頃ころにタイムスリップしてきた気分だよこの家は」

「天城寺さんっていくつでしたっけ」

「今年で四十二だね」

「おっさんですね」

　目の前でクスクス笑う天てん城じよう寺じの顔立ちは、どう見ても二十代後半から三十代前半にしか見えない。それも齢よわい四十を越えているなんて……何か薬でもやっているんじゃないかと疑いたくなる。

「別に携帯電話じゃなくても、家の固定電話でいいじゃないか」

「昭和ですか」

「いいじゃないか。文通とか、今時逆にシャレオツだろう」

「今時シャレオツなんて言わないですよ」

「え、そうなのかい？　時代が変わるのも速いね、本当」

　ずずず、と再びお茶をすする天城寺。こうして話してみると、やはり彼は四十代なのだと窺うかがえる。縁えん側がわで浴衣を着てお茶をすすっている方が、彼には合いそうだった。

「そんなことより天城寺さん。時間があるなら、あれ、見せてもらっていいですか？」

「ああ、相変わらず好きだね、透とう過かくんは……いいよ、【Ⅰ】アインス」

　天城寺がそう呼ぶと、店の中に誰だれかが入ってきた。

　誰か──といっていいのだろうか。それは人の形はしているが、大の大人より少しばかり小さく、全身は柔やわ肌はだではなく白の金属に覆おおわれている。人の顔であるべき部分には口も鼻も耳もなく、ただ青い瞳ひとみが薄く光っている。

　それはそう、端たん的てきに言うならば、人ひと型がたロボットだ。

「【Ⅰ】アインス。挨あい拶さつをしなさい」

　天城寺の言葉に【Ⅰ】アインスと呼ばれたロボットは、キュピピ、と何かを起動させるかのような音を鳴らした後、

「オハヨウゴザイマス」

　と、そう機械音で言って、丁てい寧ねいに頭まで下げた。それらの動きは、人そのものと遜そん色しよくない。

「いつ見ても、凄すごいですね……」

「やれやれだよ。一人の天才によって人と変わらない動きを実現できても、知能の方は未いまだ前時代的だ。我が国の研究者はこの十年なにをやっていたのかと問いたくなるが……まぁ私も理系畑の人間ではないのでね。偉そうなことは言えないんだが。はははっ」

《人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ン》──それは十三年前に起こったクーデターの際に、突如として現れた、戦せん闘とう用よう人型オートマタの総称である。当時の技術としては、二足歩行のロボットを滑なめらかに動かすこと自体が困難とされていたのにも拘かかわらず、世界中の研究者を嘲あざ笑わらうかのように、当時の技術力を一足どころか三足飛ばしでもするかのように、それは一人の天才によって造り出された。人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンは全部で八体存在し、それらはたった八体で前政権を制圧、一夜にしてこの国を塗り替えたのだ。

　現在も、軍トップの《八はち傀かい儡らい》が一人一体ずつ専用機として所持している。

「充分凄すごいですよ。この人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンに用いられた機き巧こう技術によって、この国の技術革命が起こったんです。家電から乗り物まで、あらゆるものがオートマタ化されて……いつ見ても凄い。製作者は天才ですよ、ほんとに」

　透とう過かはそう言って、【Ⅰ】アインスをキラキラした目で見つめていた。

　それはまるで新しい玩具おもちやを見る子供のよう。

　一方【Ⅰ】アインスと愛らしい名前をつけられたそれは、ただ黙然とガラスケースに収められたからくり人形たちを見つめている。同じ人形同士、何か感じるところでもあるのだろうか。その様さまは僅わずかばかり愛くるしくもある。

「製作者は誰だれなんです？」

「ははは、何度も言うが、それは機密事項だよ」

「ですよね……」

　この質問をするのはもう何度目だろう。透過は残念そうに言って、

「でも不思議ですね。こんなものが、こんな時代が来るなんて」

「本当にね。こんなものが当たり前のように存在し、戦争にすら参加する時代が来るなんて、二十年前だったら映画の中の夢物語だったろうに……。技術の進化というものは計り知れないよ。もしかしたら、いずれオートマタが意志を持ち、この国を支配してしまうなんて時が来るかも知れないね」

　ははは、と天てん城じよう寺じは快かい活かつに笑った。

　しかし透過はそれがどうにも笑い話にならないような感じがして、苦笑いをする。

「それにしても透過くん。最近この店に怪しい人物なんか来たりしてないか？」

「……いえ、知りませんけど」

　透過は一いつ瞬しゆん、脳裏にあのフード姿の女を思い浮かべる。だが特段気になる程でもないため、そのことについて言及するのをやめた。

「最近起こってる伝統工芸の職人失しつ踪そう事件については知ってるかい？」

「職人の、失踪？」

「そう。この京きようの街で何代にも亘わたってその腕を振るってきた伝統工芸品の名職人たちが、今次々と姿を消している……まるで神かみ隠かくしのようにね」

「……まさか、誘ゆう拐かいですか？」

「おそらく、ね。【Ⅰ】アインス」

　天城寺は店の隅っこで突っ立っていた【Ⅰ】アインスの名を呼ぶ。

　近づいて来た【Ⅰ】アインスが、顔を上に向ける。すると彼の瞳ひとみの辺あたりから空中に向かって光が飛び出し、それは宙に投影されたスクリーンとなった。まるでプラネタリウムだ。

　凄い──と思ったのと同時。時代に取り残されたようなこの古風な店内で起こったこの近未来的な出来事に、違和感を憶おぼえる。

　空中スクリーンには、渋い顔をした男の顔写真や資料などが映し出されている。天てん城じよう寺じがそれに向かって手を動かすと、それに伴って空中の画像がスクロールされる。

「見てもらったらわかる通り、どの職人も確かな腕を持ってはいるが、決して裕福な生活を送っていたわけではない。こんな時代だからね。失しつ踪そうしてからも、家族に金銭の要求などは一切ない」

「……じゃあ、何のために？」

「わからない。ただこの失踪事件には、良からぬ輩やからが関かかわっていると思われる。いわゆるレジスタンスという奴やつだね」

「レジスタンス……反政府組織ってやつですよね」

　途端に不ふ穏おんな話になり、透とう過かはトーンを落として尋ねた。

「そう。軍事国家になった弊へい害がいだよ。光に対する闇やみのように、それらは自然とわき出てきた」

「そのレジスタンスってのが、職人を誘ゆう拐かいしていっていると？　なんのために？」

「わからない。全すべて推測の域を出ないんだ……とにかく、これ以上この国の大切な財産を失うわけにはいかないんだよ。職人というものは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは育たない。一いつ子し相そう伝でんのものだってある。この国の大切な文化をこんなところで途切れさせてはいけない……と、私は思う」

「私は？」

「まぁ、現政府としては、そこまで重要視していない事件なんだ。オートマタを過信し、伝統工芸を軽視している人たちばかりだからね。だが私としては放っておけないから、こうして十代目に忠告しにきたというわけさ。注意しているだけでも、随ずい分ぶんと違うだろう」

「あんな堅かた物ぶつ、誰だれが好んで誘拐するっていうんですか」

「そうは言っても透過くん。十代目は人形技師としては右に出るものはいないほどの名職人だ。犯人がその腕を求めて誘拐しているとすれば、十代目が狙ねらわれる可能性は高い。彼を失うということは、この国にとって大損害なんだよ」

「そんな、大げさな……」

　天城寺に父が称賛されていることが、少し引っかかってしまう。

　気に食わない。愚おろかにもそんな対抗心を燃やしてしまう。

「あの、天城寺さ──」

「何をしている」

　その時、和なごやかな雰ふん囲い気きを一いつ瞬しゆんにして地に落とすような、そんな低く重い声が響ひびく。

　透過が振り向くと、そこには二メートルはありそうな巨体が、家の奥から顔を覗のぞかせている。

　透過の父、絢あや吊つり有ゆう弦げんだ。

「やぁ、十代目、お邪じや魔ましているよ」

　天城寺が爽さわやかにそう手を上げ、有弦は店内にいる透過、天城寺を厳いかめしい瞳で見た後、

「喋しやべるのがお前の仕事か？　透過、作業場を綺き麗れいにしておけ」

　それだけを言い残し、天てん城じよう寺じを誘って店の奥へと消えていった。

「あ、あの、天城寺さん」

「すまないね透とう過かくん、また今度時間があれば話そう」

　呼び止めるも虚むなしく、天城寺はそう謝って店の奥へと消えていった。【Ⅰ】アインスもそれに続く。

　珍しく騒さわがしかった店内が、しんと静まりかえる。先までの雰ふん囲い気きが全すべて、噓うそだったかのように。

「どいつもこいつも、親父おやじ親父おやじ親父おやじ親父おやじ……」

　透過はガラスケースの前に立ち、父が造った和人形を見つめる。そしてその後、自分が造ったキーホルダーを見て、悔しそうに眉まゆ根ねを寄せ、

「くそっ」

　そう、小さくぼやいた。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　裏口を開けると、夕日が舞い込んできた。

「っん～」

　今日も一日が終わった、と透過は大きく伸びをする。手にはめていた手袋を脱ぎ、パンパンと壁に当てて汚れを落とす。木き屑くずが宙へと舞った。

　頭に巻いていたタオルを外し、傍そばにあったホースで水を流し濡ぬらす。それを顔に押し当てて、一日の疲れを癒いやす。まるで青春時代だ。側には友人も恋人もいはしないが。

　そのまま透過は歩き出し、途中の自販機で水を買い、少し歩いたところにある公園のベンチへと座り込んだ。するとそれを待っていたかのように、数匹の猫が寄り集まってくる。透過はポケットから持ってきたパンを取り出し、それを猫に振る舞った。

「働かざる者食うべからず。働け！」

　一人言って、透過はパン屑を投げる。猫たちはそれを追うように走った。餌えさを取り損ねた猫が、おらにも寄よ越こせと透過を見つめる。透過は再び餌を投げるフリをして、投げないなど、いやらしいフェイントを織り交ぜて餌を与える。『野良猫に餌を与えないでください』という立て看板の文字など、透過の目には入らない。

　その時、上空から微かすかな振動と共に音が響ひびいてきた。見上げると、汚らしい高層マンションの隙すき間まを、巨大な戦せん闘とう機きが横断した。その戦闘機は街で一際高いビルへと近づくと、そのフォルムを一瞬にして二足歩行型に変え、ビルの屋上へと着陸した。

「《ＡＭ８Ｇ３Ｋ──レグルス》」

　透過はすっと目を閉じ、その戦闘機の名称を呟つぶやく。

「《ＡＭ６Ｇ２６──キャンサー》」

　その後を追うように着陸した機体の名称も、その次の機体も、その次も……透とう過かはまるで悩むこともなく、次々と言い当てる。

　小さな頃ころから、ずっとずっと憧あこがれてきたものだ。戦せん闘とう機き図鑑をいくつも買い、何度も何度もすり切れるほどに読みあさっては、友人に自慢したものだ。毎日こうして同じ時間に上空を寸分の狂いもなく飛び交っているのを見て憶おぼえた。

　最も早はや、音で聞き分けられるくらいだ。

「……遠いな」

　透過は空に伸ばした手を、意味もなく握にぎりしめる。

　小さな頃思い描いていた自分なら、今頃あそこにいたのに。あの高い高い空から、自分を見上げる子供たちを、見下ろしていただろうに。

　透過は視線を下ろす。自分の生きている、生きていくべき世界へと。

　公園には、小さな子供たちがまだちらほらといる。彼らは最近流は行やっているという戦闘ヒーローの真ま似ね事ごとをして遊んでいる。その光景は透過が小さな頃と全く変わらない。だが彼らが持つのは可変機巧オートマタ化された武器。多彩なギミックで、武器が様々な形に変わる。

　もはやどこもかしこも、可変機巧オートマタだ。お面を被かぶっている幼稚園児も、木製バットを持っている小学生も、ボール遊びをしている中学生もいない。

　笑い声が聞こえた。すぐ隣のベンチで、高校生らしきカップルが肩を組んで座っている。話し声は聞き取れないが、見るからにピンク色なムードに、透過は気まずくなる。

　気まずさのあまり透過は視線をさらに下に下げた。すると今度は自身の身体からだが目に留まる。履はきつぶされたサンダル。あちこち破けたズボン。汗に塗まみれたＴシャツ。

　そしてぼろぼろになった自身の手と、その手に握られたパン屑くず。

「なにやってんだろなぁ、俺おれは……」




「それでいいの？」




　ふと、唐とう突とつな声。透き通る声。

　強く握りしめた拳こぶしから、視線を上げる。

　そこにいたのは、フードを深々と被かぶった、一人の少女だった。少女の周りには、何な故ぜか野良猫たちが媚こびるように集まっている。

「あんた……昼間の」

　少女が、ゆっくりとフードを外す。するとフードの中にすっぽりと収められていた漆しつ黒こくの髪が、ふわりと舞った。肩ほどまでのボブカット。瞳ひとみは紫がかっていて、その瞳を見ているだけで、吸い込まれそうなほどだ。

「どうした……悪いけど、返品は受け付けてないぞ。レシートも発行してないしな」

「違う。あれはお気にだからもう返さない」

「そりゃ、良かった……えーっと」

「クシナ」

「え？」

「クシナ。私の名前」

「クシナ……それで、今のはどういう意味だ」

「そのままの意味よ。絢あや吊つり透とう過か。君の人生は、これで満足なの？」

「っ！　どうして、そんなこと……」

　どうして自分の名前を……透過は警戒心をより強め、目を細める。

　いつの間にか夕日は彼方かなたへと消え、夜と昼との狭はざ間ま、マジックアワーが始まる。

「わかるよ。初めて君を見た時から感じてた。君は現状に不満を抱いてる。もっともっと違う自分を求めてる」

「急に現れて失礼な奴やつだ。知った風な事言うな」

「口では仕方が無いと割り切りながらも、君の心は現状を受け入れてはいない。勿もつ体たいないよ、君のその腕。確かにこの国の伝統を引き継ぐのは大切なこと。和人形やからくり人形が駄目だなんて言わない。あれはあれで素晴らしいもの。でも、それは君がやりたいこと？」

　それは、君がやるべきことなの？　──深い眼まな差ざしの少女は、そう言って小首を傾かしげる。

　透過は自身の奥から、何かが滲にじみ上がってくるのを確かに感じた。

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む。

「君はもっと凄すごいことができる。それこそこの国のために」

「この国の、ため……？」

「そう。絢吊透過。その腕を使って、一緒にこの国を救って欲しい」

「……は？」

　と、透過の口から自然とそんな声が漏もれた。

　ぽかんと口を開け、目の前の少女を見つめる。今自分の顔は、かつてないほどに眉まゆ根ねを寄せた厳いかつい顔をしているだろう。

「ま、待て待て。待ってくれ……お前は何を言っているんだ？　この国を救う？　誰だれから？」

「腐った皇おうと、その傀かい儡らいたちから」

「腐った皇？　その傀儡？　……現皇と、《八はち傀かい儡らい》のことか？　そいつらから何を救うってんだ？　まるでそいつらが悪人みたいな言い方じゃないか」

　透過は一層警戒心を強め、クシナを強く睨にらんだ。

「その通り。現皇権政府は間違っている。十三年前、クーデターを起こし、国を奪い取った。それは正しいこと？」

「……」

　確かにクーデターというものは、決して褒ほめられたものではない。現に幾人かの犠ぎ牲せい者しやも出ていて、一歩間違えればテロリズムと大差ない行為だ。

　だがしかし。

「でもそれは今の国民が望んでいたことだ。もっと国は強くあるべきだって……そしてそれを受け入れた。おかげでこの国は強くなり、発展してる」

「でも、その裏で多くの人が涙を、そして血を流してる……君だってそうでしょう？」

「俺おれが……？」

「本当に満足してる？　この時代で。君は満足していると、大きな声で言える？」

　言えない。言えやしない。

　もしこんな時代にならなければ、店はもっと繁はん盛じようしていただろう。オートマタを扱えはしなかったかもしれないが、しかし人形屋の一人息子として、もっとやり甲が斐いのある人生を送れていたかもしれない。

「……救うって、どうするつもりだ？」

「倒すの。皇おうを。そして、その操り人形である《八はち傀かい儡らい》を」

「っ!?　お前ら、まさか……！」

　ベンチから跳ねるように立ちあがって、透とう過かは構えた。しかし構えたところで、透過の手にはパンしか握にぎられていない。この緊迫した状況など知る由よしもない野良猫たちが、落ちてきたパン屑くずに群がる。

「お前たちだな。職人を誘ゆう拐かいしているっていう例のレジスタンスってのは」

「誤解。誘拐なんかしてない。協力を要請してるだけよ」

「都合の良い解釈だ……何のために誘拐する？」

「武器を得るため。そのため優れた技術者の力が必要なの。より強力なオートマタを造るためには、科学的な知識以上に、その繊せん細さいなギミックを扱える腕とデザインセンスを兼ね備えた職人技が必要」

「そこまでして、この国を変える必要があるか？　この国は上う手まく回っている」

「あるわ。絢あや吊つり透過。君が思っているほど、今のこの国は純然じゃない。地面に咲く花は美しくても、根っこは暗く汚く濁にごってる……そしてその黒い闇やみは、君のすぐ傍そばまで来ている」

「……俺、の？」

「そう。だからその穢けがれた根っこを抜き取って、新しい苗を植えるには、力が必要よ」

　ねぇ、とクシナと名乗る女は、さらに一歩透過に近づいた。

「オートマタに、興味はない？」

　その言葉に、ぴくり、と透過の耳が反応を見せてしまう。

「もし君がよければ、私たちの仲間になって欲しい……どうかな？」

「仲間……？　どうして俺が？」

「この国と戦うために、君の力を貸してほしい。オートマタを造り、そして戦って欲しい……君のその才能は、もっと世の中に認められるべきだわ」

　クシナの言葉が、透とう過かの心を刺激する。

　今まで押し殺していた感情が、魂が、打ち震ふるえる。

「俺おれの……才能……」

　そんなものが、あるのだろうか。

　いや、自信はある。まだまだ成長は必要だが、しかし自分には父に負けないセンスがある。あんなオートマタやこんなオートマタを、自分の手で造ってみたい。そしてそれを、自分で使ってみたい。押し殺していた感情が、抑えられずに湧わき出てくる。

　軍人になれず一度捨てた希望が、ふつふつと蘇よみがえってしまう。

「君ならきっと、国宝と呼ばれたお父様、絢あや吊つり有ゆう弦げんを超えられる」

「国宝？　どういう意味だ？」

「？　そう。やっぱり君は知らないんだね。絢吊透過」

　クシナは一呼吸置いた後、透過に告げた。

「人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを開発し、この国に技術革命を引き起こしたのは、絢吊有弦。そう、君のお父様なのよ」

「ッ!?」

　衝しよう撃げきの言葉に、透過は言葉を失い、ただそう言ったクシナの表情を見つめた。しかし彼女の顔は、噓うそをついてるそれではなかった。

「何言ってる……冗談だろ？」

「ううん。残念だけれど、本当。十三年前、絢吊有弦は代々引き継いできたからくり人形の製造技術の粋すいを集めて、【Ⅰ】アインスから【Ⅷアハト】までの八体の人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを造った。人と見み紛まがうほどになめらかに動き、自由自在にその形態を変化させる機き巧こう人にん形ぎよう。たった八体で当時の皇おう権政府を制圧し、皇を玉ぎよく座ざから引きずり下ろすほどの化物を……それは偏ひとえに、絢吊家が何百年もの間培ってきたからくり技術と、絢吊有弦の類たぐい希まれなる才能の賜たまもの」

　透過の脳裏に、天てん城じよう寺じが連れる【Ⅰ】アインスの姿が浮かび上がる。

「その功績により、君のお父様は、人間国宝と称されるようになった」

「あいつが、そんな……」

　馬鹿げている。そんな話、にわかに信じられるはずがない。

　あの木製人形にしか興味がない、木製人形に人生の全すべてをかけているような時代遅れの遺い物ぶつが、この国を変え、世界をあっと言わせた最先端技術の開発者？

　あまりにも馬ば鹿かげている。

　笑えるな。よし笑おう。これはきっとちょっと変わった小こ粋いきなギャグだ──そう結論付けようとした透過の決意を揺らがせるように、クシナが甘い言葉を吐く。

「でも私は、君が欲しい」

　端たん的てきで、ともすれば勘違いをしてしまいそうな、甘い甘い言葉。

　差し出された手に、透とう過かの思考は一いつ瞬しゆんにして止まった。

「お父様ではなく、君の才能を買いたい。遜そん色しよくない技術。熱意。将来性。そしてオートマタへの強い憧あこがれ……君はお父様を超こえられる。世界をあっと言わせることができる」

　親父おやじを超こえられる……？　世界をあっと言わせることができる……？

　こんな木き屑くずに塗まみれた人生じゃなく、誰だれからも羨せん望ぼうの眼まな差ざしを受ける、輝かがやかしい人生を歩めるのか？　俺おれみたいな人間が、そんな希望を抱いてしまっても、いいのか？

　こんな、見み窄すぼらしい人間が。

「このままでは君の才能が潰つぶされてしまう。それはあまりにも惜しいわ」

　クシナが言い、透過はフラッシュバックするように思い出した。

　以前、まだ透過が中学生だった頃ころ、可変機巧兵器オートマタの設計図を描いたことがあった。所しよ詮せん中学生が描いた〝僕の考えた最強のオートマタ〟だったのだが、それでも何ヶ月も掛け、ギミックをいろいろ加えて、憶おぼえたからくり技術を使って、なんとか設計図は完成させた。

　だがそれを父は強引に取り上げた。取り上げて、破り捨てた。

　その時初めて透過は父と大おお喧げん嘩かをした。父の行動が理解できなくて、殴り合いまで発展した。それ以来、透過は父と一切の口を利きかなくなった。思えばあの時から、透過の父への感情が忌き避ひや畏い怖ふではなく、憎悪になったのだと、そう思える。

「自分は好き放題やっといて、どうして俺だけ……」

　そう思えば思うほど、透過の中の怒りが増してくる。父が憎い。その抑えつけていた感情が爆ばく発はつしそうになる。

　俺は自分の才能を、父に押さえつけられている。

　自分には父を超えるだけの才能があるのではないか。

　だが──

「欺だまされてはいけないよ、透過くん」

　ザッ──公園の土を踏みしめるように、一人の男が介入してくる。

「て、天てん城じよう寺じさん」

　天城寺正まさ嶺みねはそのトレードマークである長髪と白い軍服を揺らしながら、近づいてくる。しかしその瞳ひとみにはいつも見せる優しさはなく、鋭く眼光を光らせている。

「間に合ってよかった。嫌な予感はしていたんだ。【Ⅰ】アインスにも警戒するように指示していた……案あんの定じよう、接触してきたね。君たちが連続誘ゆう拐かい事件を起こしているレジスタンスだね」

　天城寺は言いながら透過とクシナの間に割って入るように立ち止まり、クシナを睨にらみつける。クシナはじりじりと距きよ離りを開けるように後ずさった。

「君たちの目的は、誘拐した有能な職人による改造オートマタの製造、といったところかな。可変機巧オートマタは理系畑の人間だけでは造れない。その真しん髄ずいは精せい緻ちなデザインとギミックにある。からくりというこの国の伝統工芸から生まれた技術だからね」

「……」

「しかしそれは一朝一夕では養えない。既に確かな実績のある職人か、もしくはその才に溢あふれる透とう過かくんのような人間を青田買いするか……そのどちらかに絞られる」

「天てん城じよう寺じ、正まさ嶺みね……！」

　クシナは強く強く、表情を強こわばらせて、天城寺の名を呼んだ。その表情にはこれまでのような平淡な印象は一切ない。爆ばく発はつする直前の火山のようだ。

　するとその瞬しゆん間かん、パラパラと上空から何かが振ってきた。見上げると、上空高くを走っていた貨物列車が、真まっ逆さかさまに落ちてきているではないか。

「っ!?」

「【Ⅰ】アインス」

　驚きよう愕がくする透過とは裏腹に、天てん城じよう寺じが静かに言う。すると真っ逆さまに天城寺たちに向かっていたその貨物列車の前に、一瞬にして【Ⅰ】アインスが現れた。そしてその右手で貨物列車を押す。重力加速を存分に含んだその鉄の塊かたまりは、しかしまるで玩具おもちやのようにひしゃげて止まり、脇わきへと投げられる。凄すさまじいまでの轟ごう音おんが響ひびいた。

「な、な……」

　唐とう突とつに目の前で起こった出来事に、透過は口を啞あ然ぜんとさせるしかなかった。言葉が出てこない。場は一瞬にして騒そう然ぜんとし、全身に緊張を巡らせる。

　だがそれでも天城寺は、透過を安心させるように、変わらないその優しい声こわ色いろで言った。

「透過くん。わかっているよ。君のその気持ちは……わかっていたんだ」

　天城寺の声には、僅わずかに悔しさのようなものが滲にじみ出ている。

「若く才ある君がそれを活いかせず、やりたくもない仕事の中で埋もれていく……それは君にとっては酷ひどく不満だっただろう。端から見ていた私だって、辛つらかった。でもそれは絢あや吊つり家の問題で、私が口を出すことじゃないと思っていた」

　天城寺はそれが間違いだったと言わんばかりに首を横に振るった。端整な顔立ちに、目一杯の後悔を込めて。

「だがやはり、君はこんなところで収まる器じゃなかったんだね。君はもっともっと上へ行くべきだ。この国のために、その腕を振るうべきだ。それは国に反する者としてではなく、この国の正義として」

　強い、たくましい言葉だった。

　彼の言葉は、透過の心にまるで和紙を水に浸ひたしたかのように染しみ渡る。

「天城寺さん、親父おやじが可変機巧オートマタ技術を開発したって、本当なんですか？」

「……その話は、この件が落ち着いてからにしよう」

　言って天てん城じよう寺じは、再び前を向いた。その前には【Ⅰ】アインスがいて、それもまた敵を睨にらみつけている。あの愛らしい様子など微み塵じんも感じさせない。戦せん闘とう兵器としてのオーラ。

「【Ⅰ】アインス、ランスだ」

　天城寺がそう命令すると、【Ⅰ】アインスの身体からだに白い光のラインが浮かび上がった。そしてそこからカシャカシャと変形をしていく。そしてそれは瞬またたく間まに、天城寺の身長ほどもありそうな、巨大な一本の槍やりへとなった。槍の柄つかの部分には、六枚の機械羽が燐りん光こうをまき散らしながら浮かんでいる。
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「すごい……」

　あまりに美しいフォルムチェンジに、透とう過かは状況も忘れて、そんな言葉を漏もらす。

　これが、《八はち傀かい儡らい》天城寺正嶺の〝専用ワンズ〟オートマタ。

　これが、これこそが、透過の憧あこがれたもの。

　そして透過がなりたかったもの。

「透過くん、十代目が造り出した最強の兵器。この国を守る矛ほこの力を見ておきなさい」

　そう言って天城寺はその長い長いランスをクシナに向ける。

　すると、クシナの前に二人の人間が飛び込んできた。全員顔を不気味な仮面で隠かくし、その全身をローブで覆おおっている。彼らはクシナの身体を摑つかんで後ろへと引かせる。

　と、ドシンッ──と、巨大な鉄の塊かたまりが目の前に落ちてきた。

　それは全長三メートルはあろう、鉄の巨人だった。人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンとは違う、もっと無ぶ骨こつで前時代的な、重じゆう機きを思わせるロボット。それは無骨な動きで手に持った巨大銃を構え、そこからボウリングの玉はありそうな大きさの弾を放つ。その反動で身を後ろに下げた。

　ドゥン！　──と重々しい衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡る。しかし着弾したそれは、ランスの柄つかに付いていた三枚の羽によって防がれた。羽は激しく白い燐りん光こうをまき散らしながら、三角形の光の盾たてを形成している。もう半分あったはずの三枚の羽は、透とう過かを守るように浮いていた。

「街中で警告なしに発砲か。紛まがう事なき悪だね、遠慮なしにいかせてもらうよ」

　透過を守った羽が天てん城じよう寺じの元に戻る。天城寺はその正義の槍やりを、鉄の巨人に向かって突き出した。当然、鉄巨人はそれを防ごうと左手に付いた盾を差し出す──が、激しく回転するランスによって、それはまるで紙のように破られ、そのまま鉄巨人のボディへと突き刺さった。

「やれ、【Ⅰ】アインス」

　突き刺さった槍から白い光が送られ、鉄巨人の内側から激しく白い衝撃波が起こった。するとその巨体は遥はるか向こうへと吹き飛ぶ。鉄巨人は高架柱へと衝突し、その機能を停止した。

「……これが……」

　透過は寒気を憶おぼえた。

　戦せん闘とう機き並みの兵器を、戦闘機にも乗らない一個人が、あっという間に撃ち倒してしまう。

　そしてこれこそが、父が造り出した、兵器。

　震ふるえた。恐怖か何か、それはわからないけれど。透過は全身に電気が走ったように震えた。

　──と、その瞬しゆん間かん、透過の背後から、大きな爆ばく発はつ音おんが響き渡った。見ると背後から、どす黒い煙が、もくもくと空へと舞い上がっているのが目に入る。

「ッ!?　俺おれの家!?」

「……そうか、こちらは囮おとりだったか……元々十代目を狙ねらっていたのか。透過くん！」

　突然起こった様々な事についていけず、呆ぼう然ぜんとしていた透過は、天城寺の呼び声にはっと意識を覚かく醒せいさせる。

「ここは私が引き受けよう。君は今すぐ家に。十代目が危ない」

「え、でも……」

「急げ！　全部後で説明する！　だから今は協力してくれ！　十代目と一緒に、安全な場所まで逃げるんだ！」

　天城寺は最後に透過を振り返り笑みを浮かべ、

「この件が落ち着いたら、一緒に十代目に頼んであげよう。透過くんのやりたい事をやらしてあげてほしいと。だから──」

　今は逃げろ──天城寺が言い切るや否いなや、透過は踵きびすを返し、走り出した。

「なんだ。なんなんだよ急に……！」

　どうして、こんな事になってしまったんだ！　何が何だかわかんねぇよ！

　だが今は何を考えたって、意味はない。言われた通りにするしかない。

　そう判断して、透とう過かは一目散に家に向かって走った。

　家に着くと、ただでさえボロボロだった木造建築に、大きな穴が空いていた。まるで大砲でも打ち込まれたかのようだ。もはや玄関要らずである。

　周囲には野次馬たちがわらわらと集まっていて、距きよ離りを取って中の様子をうかがい見ている。

「どけ！　どいてくれ！」

　透過はその野次馬たちを押しのけて、家へと入った。

　店内。いくつもあったガラスケースは砕けて散らばり、中にあった和人形たちは死んだように床に落ちている。だが父親の姿はない。

「おい親父おやじ、どこに──っ」

　息が、止まった。

　言葉も、思考も、感情も、全すべてが一いつ瞬しゆん、固まった。

　何な故ぜなら、そこにはおびただしいまでの血だまりがあったから。

　赤く黒い、生命の源みなもとが。

「噓うそ、だろ……？」

　だがその血だまりの傍そばに人間はない。傍に刃が赤く染まった作業用ナイフが落ちているだけだ。しかし血だまりは引ひき摺ずられるように、店の奥へと続いている。自然と透過は導かれるようにその跡を追った。

　ずるずる。ずるずる。

　音が聞こえるかのような、生々しい跡。しかし透過の心臓は驚おどろくほどに沈黙を保っている。何故か冷静に、思考がフル回転している。

　見たくない。見たい。

　相あい反はんする感情が、透過を支配し、自然とその脚を運ばせる。

　血の跡は、家の地下倉庫へと続いていた。透過は血の跡を踏みながら、ゆっくりと階段を降りて行く。

　バッ──と、扉を開け放つ。

　だがそこには誰だれも待ち受けていない。ただただ、荒れ果てた物品があちこちに散らばっている。木箱は崩れ、書物は破れ、まるで熊でも暴れたかのように。

　視界の悪い地下倉庫を、透過はゆっくりと進んだ。血の跡は、そこの棚を曲がった先に続いている。そしてその奥は、行き止まりのはずだ。

「……親父……」

　それを見た時の透過の心は、驚くほどに穏おだやかだった。

　覚悟していたからか、はたまたただ悲しくもないからか。それは透過にもわからないが、透過は巨大な木製からくり簞だん笥すに寄りかかるようにして事切れている父親を見つけた。

「何してんだよ……お前」

　透とう過かの口から出たのは、状況に全くそぐわぬ言葉だった。しかし透過のその呆あきれたような物言いに、しかし父はだらりと首を下ろしたまま動かない。

　もう、動かない。

「死んでんじゃねぇよ……死んだら、何も聞けねぇじゃねぇか！」

　血だらけになった父の身体からだを摑つかんで揺らす。だがやはり父は、それは動かない。

「……俺おれをこんなことに巻き込んどいて、文句の一つも言わせろよ……！　全部説明してから死にやがれ！」

　透過は最後に力なく言って父から手を離はなし、壁を強く叩たたいた。

　すると、その衝しよう撃げきのせいか、キィ──と、扉が開く音がした。慌あわてて振り返る。誰だれもいない。

　しかし、透過の視界に一箇所、目に留とまった。

　それは、あの鎖で頑丈に封をなされていた、開かずの扉だ。生まれてこの方開いたところなど見た事もないあの扉が、開いている。

「誰か、いるのか？」

　返事はない。しかしこんな所に人がいたとすれば、すなわちそれは父親を殺した犯人だろう。

　透過はその扉へと近づいて行く。自然と恐怖はなかった。いっぱいいっぱいになった透過からは恐怖心が吹き飛んでいて、ただ真実を求めて扉へと歩み寄る。

　バッ、と不意打ちをするように扉の中を覗のぞくと、中は二畳ほどの空間が広がっていた。緊急用の避難路などなく、父を殺した犯人が隠かくれているわけでもない。

　ただ凍えるような冷たい空気だけが、充満している。

「なんなんだ、ここ……っ!?」

　緊張の糸が切れ、上を見上げた透過の視界に、何かが入り込んでくる。一いつ瞬しゆんそれが何かわからなかった。しかし、それがすぐに人だという事がわかり、小さな悲鳴を上げそうになった。

　天井に張り巡らされた糸に、絡からまるようにして人間がぶら下がっている。

　まるでマリオネットだ。

「違う……人形か？」

　透過がその吊つり上げられている人物を注視すると、それが生身の人間ではなく、人を模もした等身大の人形であることが見て取れた。それほどに精せい巧こうだったのだ。

　だがしかし、どうしてこんなものがここに？　その光景は、あまりにも異様だ。

　その時、ぷつん、とした音が連続して聞こえ、無数の糸が一瞬にして切れた。

　自然、そのぶら下がっていた等身大の人形が地面に向かって落ちてくる。

　反射的に二、三歩下がった透過だったが、しかしその等身大の人形は地面に打ち付けられることなく、その両足できちりと着地した。

　人形が、だ。




「お久しゅうございます。旦だん那な様さま」




　着地した目の前の白はく髪はつの人形が、平へい坦たんな声こわ色いろでそう言った。

　一いつ瞬しゆん、透とう過かは自分に言われているのかどうか、目の前のそれが発した言葉なのかどうかを考えた。

「久しぶり？　……何だ、お前は？」

　透過は言葉を返す。人形に向かって。

「代々人形技師である絢あや吊つり家が嫡ちゆく男なん、絢吊琴きん糸し郎ろうが作、《からくり人間》が一人、ミソギにございます。以後、お見知りおきを」

　こいつは、何を言っている？

　確かに、どこからどう見ても人間に見える。髪は白く顔の彫りは深い。まるで中世ヨーロッパのお姫様のような容姿で、ただただ美しいと唸うなりたくなる、そんなただの人間だ。

　しかし彼女は言った。自分は《からくり人間》である、と。

　からくり。つまり、造り物だと。

「お前が……お前が親父おやじを殺したのか？」

　透過は警戒心を込めてそう尋ねた。だがそのミソギと名乗った木製人形はその言葉を全く理解していない様子で、目をぱちくりとさせていた。

「なんだよ……なんか言えよ！　お──」

　と、透過がそのミソギと名乗る木製人形に迫ろうとした瞬間、どたどたと、地下倉庫に駆け込んでくるいくつもの足音が聞こえてきた。見ると黒いアサルトスーツを着込んだ男たちが三名、なだれ込んでくる。その手には、銃。

　透過もテレビで何度か見た事がある──機き巧こう隊たいだ。

「いたぞ！　動くな！」

「な、ちょっと待ってく──」

「動くな！」

　再度強く言われ、透過は渋々言葉を噤つぐむ。

　機巧隊の残り二人は周囲を警戒しながら進み、有ゆう弦げんの遺体を発見する。

「通報通りだ」

　それを見て何かを納得したのか、機巧隊は揃そろって透過に銃を向ける。

「絢吊有弦の息子、絢吊透過だな」

「あ、ああ」

「お前を絢吊有弦殺害事件の容疑者として、現行犯逮たい捕ほする」

「なっ……！」

　あまりに唐とう突とつなことに、透とう過かは啞あ然ぜんと口を固める。

「待てよ！　俺おれじゃない！　俺がここに来た時には、親父おやじはもう死んでた！」

「じゃあその血はなんだ」

　透過の手は父の遺体を摑つかんだせいで、真っ赤に染まっている。

「ち、違う！　これは──」

「旦だん那な様さま。ここは私が」

　必死に訴えかける透過の前に、木製人形が歩み出た。そしてなんと、その手のひらから、かこん、と木刀を抜き出した。それを見て、機き巧こう隊たいは警戒を強めるように、銃弾を一発威い嚇かく射撃した。それは透過の足元に着弾する。

「抵抗するな！　次は当てる！」

「ま、待て！　こいつは俺とは何の関係もないんだ！」

　タタタンッ！　と、有無も言わさず銃弾が発砲される。それは全すべて傍そばの壁に当たった。機巧隊はこちらの言い分など聞かず、透過を拘束する気なのだろう。

　おかしい。透過はそう思った。

　あまりにもタイミングが良すぎるではないか。普通、こちらの言い分も聞かず、一方的に逮たい捕ほをするか？　何の証拠もなく、ただ遺体を確認しただけで。それに通報通りと言っていた。誰だれが？　わざわざ絢あや吊つり透過が殺したと添えて、どこの誰が通報すると言うんだ。そんなの決まってる────真犯人だ。

　そして透過の脳裏には、クシナの顔が思い浮かぶ。

「嵌はめられた……！」

　透過がその答えに至った瞬しゆん間かんだった。

「ぐあっ！」

　透過に伸ばしてきた機巧隊員の腕が、木製人形によって弾かれた。機巧隊員は手から銃を取りこぼし、腕を押さえてしゃがみ込む。

「旦那様に容易たやすく触れようなどと、この私が許しません」

　木製人形はそう言って、木刀を高く構えた。

「その武器を下ろして、両手を上げろ！」

　機巧隊員は一歩下がって銃を構え、引き金に指をやる。

「旦那様」

「……なんだ？」

「ああ仰おつしやっていますが、いかが致しましょうか」

　ミソギと名乗る木製人形に問われ、透過は逡しゆん巡じゆんする。

　おそらくこのまま大人しく捕まったところで、相手の思うツボだろう。ここまで用意周到に透過を嵌めようとしたのだ、捕まったら最後、刑務所までまっしぐらだ。そう確信できる。

「くそ、くそっくそっくそっ!!　どうして俺おれが……！」

　どれだけ悔しがったところで、透とう過かが嵌はめられたことは最も早はや揺るぎない。

　だとすれば、相手の思い通りにさせないことが、最後の抵抗だ。

「……逃げる！」

　透過がそう苦渋の決断をすると、

「御ぎよ意い」

　ミソギはそう端たん的てきに答えて、木刀を機き巧こう隊たいに振り抜いた。




　こうして絢あや吊つり透過の逃走劇は始まったのだった──。













　　　　弐章　Search‐[image: サーチ]‐







「──それ故ゆえに、軍に志願することを認めてくれないその苛いら立だち故に、口論になり父親を殺した、と。そういうことですかね？」

　もっともらしい再現ＶＴＲが終わり、画面がスタジオへと戻ると、口火を切るようにセンターに座っていた眼鏡めがねのアナウンサーがそう言葉を発した。

「今のところ警察としてはそう判断しているようです。元々不仲であったことは周知の事実ですし、動機があるとすればそれしかないだろうという知人の証言も得ています」

　アナウンサーの質問に答えたのは、某ゴシップ雑誌の有名記者だ。メガネにひげ面づらの、いかにもな顔をしている。

「ただ、動機は今のところそれほど重要ではありません。容疑者は制止する女性機き巧こう隊たい員いんを暴行。その際、特殊警棒を奪い取っています。銃器ほどの危険性はありませんが、犯人がそれで人に危害を加える可能性は充分に考えられます。その暴行を受けた女性警官からは、共犯者がいて逮たい捕ほを阻はばんだという話も上がっています」

「共犯者と言うと？」

「反政府組織の人間です。どうやら絢あや吊つり透とう過かはそういった組織に毒されて仲間に入ったみたいですね。今回の事件も反政府組織の人間が手引きしたとして間違いないでしょう」

「オートマタを使ってみたいという絢吊透過の願望を利用して、上う手まく引き込まれたと？」

「そうです。最近は若者が面白半分でテロ組織に属することも多いですから。一種の悪のステータスのようなものです。本人たちはそれを悪と思っていないどころか正義と思っているからなお質たちが悪い。本当に、物騒な世の中になったもんです」

「なるほど。貴重なお話、どうもありがとうございました。それでは続いて──」







　プツン──と、テレビの音と映像が、消え失うせる。それと共に部屋は静寂に包まれた。

「くそっ、なんだよそれ……！」

　テレビを消し、リモコンを乱暴にベッドの上に投げたのは、絢吊透過だった。

　彼は傍そばにあったソファにどかりと座り込み、窓の外を見た。キラキラと光るネオン街。ただそれは温かい街の光ではなく、不愉快な色がちかちかと点滅する、ラブホテル街の光だった。

　都心からほんの少し南東に下ると、昔ながらの伝統ある町が存在する。

　深夜一時。絢吊透過はその町にいた。京の中心から放射状に伸びる高速道路、その脇わきにそびえ建つ寂さびれたホテル群の中にぽつりと存在する、潰つぶれたボウリング場、その事務室に。

　このあたりは以前から治安が悪かったが、最近の京きようの首都化に伴って京の治安の是正が始まり、そのせいで悪いものを押し込めておく吹きだまり場となってしまっていた。それ故ゆえにここに近づこうと言う物好きはあまりいないし、逆に怪しい人物ばかりで、警察もこの辺りの住人を変に刺激しないようにしている。そのためこの町は通称、暗黒街と呼ばれている。

　なんともチープな呼び名だ。透過も木を隠かくすなら森、と思い、この町に一時身を隠すことにした。冗談抜きに、現在この辺あたりには透過も逃げ出すほどの極悪非道な犯罪者がいてもおかしくはないのだ。

「俺おれがレジスタンスの一員？　指名手配って、噓うそだろ……？」

　透とう過かは苛いら立だち気味に窓ガラスを叩たたく。

　その後、透過は窓から事務室内に視線を戻す。事務室内に設置された簡易ベッドの上、そこに白はく髪はつの女が正座をして座っていた。まるで死んだように澄んだ目をしていて、顔は無表情に固められている。

　透過はベッドの上の白髪の女──ミソギに近づいていき、突とつ如じよ、ミソギの豊満なその胸を思い切り鷲わし摑づかみにした。しかしミソギは反応しない。ただ黙って無表情に透過を見上げている。

　透過が摑んだ彼女の胸は、若い女性としての柔らかいマシュマロのような感覚は一切なく、ただただ木製の茶ちや椀わんを裏から持っているような、そんな硬い感触だった。透過は今度は彼女の胸をノックするように軽く叩いた。コツコツ、と中が空洞のような音が響く。

「本当に、お前はからくり人形なんだな」

「いいえ、お言葉ですが、《からくり人間》です」

　ミソギは自信満々に胸を張った。ドヤ顔が勘に障さわる。

　透過は指をこめかみに当てて考えた。これからどうすればいいのか──ということではない。

　この動き話し戦う木製人形の事を、どう考えればいいのかということを。

「《からくり人間》ってのはなんだ。からくり人形と違うのか」

「からくり人形はあくまで人形。人を模もした玩具おもちやです。しかし私は玩具ではない、完全な人間を作り出そうと製作された、疑似人間なのです」

　彼女は淡々とした口調でそう言い切った。

　人間を製作。なんとも矛盾したような言葉だが、それでも今透過の目の前にいるのは、あくまでからくり、つまり木でできたなんちゃって人間、なのだそうだ。

　ただ彼女の言う通りこれが人形だとしても、どうしてその人形が言葉を話し、意志を持ち、自律駆動をしているのか。それが理解できない。不思議でしょうがない。そんな技術があるわけがない。父が造り出したという八体の人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンですら、意志も言葉も碌ろくに持ってすらいなかったのだ。まるでオーパーツを見せられている気分だ。

「お前はどうしてあんな地下倉庫にいたんだ？」

「それは、人間となるためです」

　ベッドの上にいるミソギは真剣な眼まな差ざしを透とう過かに向け、それを離はなさなかった。

「我々は、今は亡なき絢あや吊つり琴きん糸し郎ろう様によって製作され、この俗世に生を受けました」

「さっきから出るその琴糸郎って奴やつは、いつの時代の人間だ？　多分苗みよう字じから俺おれの先祖か親しん戚せきかなんかだと思うんだが」

「そうですね。語らせていただくのであれば、時は戦国。長い長い応おう仁にんの争いを終え、人々が新たな時代に向かって歩み始めたころ。琴糸郎様はお生まれになりました」

　戦国時代とはまた大層な話だ、と口を挿はさみたくなった透過だったが、それが何の意味もない話を伸ばすだけの行為だと自覚し、塞せき止とめた。

「琴糸郎様のお生まれになった絢吊家は、代々人形をお作りになる人形技師の家系で、当然琴糸郎様もそのように育てられました。絢吊家は公家や大名、ひいては一度陛へい下かにまでその人形を献けん上じようさせていただくほどの名家で、琴糸郎様の腕はその中でも歴代最高だと言われておりました。しかしその周囲の期待に反してか、琴糸郎様が大きくなられた頃ころには、ただの人形作りへの気持ちは廃すたれておいでだったのです」

　ミソギはそっと瞳ひとみを閉じた。深い深い記憶を思い出すように。

「世間は新しい時代を謳おう歌かし、巷ちまたでは西洋文化なるものが出入りしているというのに、どうしてこんなつまらないものを作り続けなければならない。そう何度も愚ぐ痴ちをこぼしていたそうです。そんな時、琴糸郎様は京きようの都みやこであるものを見かけました」

「それが、からくり人形か？」

　ミソギの言葉を奪うように透過が言うと、ミソギは目を開けて頷うなずいた。

「はい。自動で動く人形。これを目にした琴糸郎様は、自らもこれを作るのに人生を捧ささげようと、京の喧けん騒そうから離れた地で、黙々とからくり人形を作り続けました」

　少しだけ羨うらやましい、そう透過は思ってしまう。

　自分がしたいことを何の迷いもなく選び、それに人生を掛けてしまうのだから。

　自分とは真逆の人生だ。

「琴糸郎様のお造りになるからくり人形は、瞬またたく間まに世間に広まり、それまで高級玩がん具ぐだったからくり人形が、庶民にまで楽しめる身近な文化となったのです。しかしそれでも、琴糸郎様はただのからくり人形を作ることに疑問を抱いだき始めていました」

「……なんていうか、飽きっぽいんだな」

「はい。かなり飽きやすい性格です」

　その辺あたりは自分と似ている。と初めて先祖なのかもな、と感じた透過だった。

「琴糸郎様は次第にからくり作りをやめていき、次の目標を見いだしました。それが《からくり人間》です」

「ぶっ飛んでるな。普通、人間を作ろうと思うか？　しかもそんな時代に」

「琴きん糸し郎ろう様は西洋文化に異常なまでの憧あこがれを抱いていました。琴糸郎様曰いわく、理解できないことが一番面白い、と」

「天才、ってやつか」

「琴糸郎様は一度絵で見た西洋の妃きさき、というものに強く惹ひかれ、どうにかそれを人形で作れないか、と考えたのです。男はいつの時代も女に魅み了りようされ人生を狂わされるものだ、そう仰おつしやっていました」

「じゃあ何か、お前のその容姿もそのお姫様ってやつを真ま似ねてるのか」

「左さ様ようです。私の身体からだは西洋人を想像して作られた、記念すべき一作目となります」

　どうりで彫りの深い顔立ちをしているわけだ。白はく髪はつなのも、おそらく西洋をイメージしてなのだろう。服装は、おそらく当時の人間なりに西洋らしさを求めた結果、なのだろうか。斬ざん新しんではあるが、情報の少ないあの時代ならば仕方がないとも言える。

「そうして私はこの世に生を受け、琴糸郎様のお世話役を任せられました」

「へえ。しかしそれにしてもこんな大発明、現代人の俺おれですら理論はわからないが、当時なら大事件になっていてもおかしくないだろ。どうして今まで見つからずに済んだんだ？」

「それは、おそらく琴糸郎様が他人に自分の成果を見せることを好まなかったからだと思います。私は一度たりとて見み世せ物もの小屋に入れられたり、御お上かみに献けん上じようされたりしたことはありません。琴糸郎様は自分の作りたいものを完成させることで満足なのです」

「なんだそのいけ好かない精神は。才能に満ちあふれた人間らしい、嫌な奴やつだ……でも待てよ。それまでのからくり人形とかは売ってたんだろ？」

「それは主に琴糸郎様の作品をよく知る商人らが家まで尋ねてきて、勝手に買い取って行かれるからです。琴糸郎様は時に土地を買えるほどの大金で、時に二束三文で、その日の気分で人形を売っていきました。それはやはり、琴糸郎様にとって作品は完成させた時に興味が失うせるからです。高く売るのはその商人がなんとなく気にくわない時だそうで」

　なんだそのひねくれた奴は、と言いかけた透過だったが、他ひ人との事は言えないのか、と我に返った。なんというか、同族嫌悪というやつだろうか。

「じゃあ、なんでお前は売られなかった？　それこそ大たい枚まいはたいて欲しい商品だろ」

「私は、どうやらからくりだとは思われなかったのです。物好きな琴糸郎様の家に、西洋人が奉ほう公こうに来ているのだと、そう思われていたようで」

　それもそうか、と透とう過かは納得した。今の時代の自分でさえ、彼女を見て変な人間だとは思うが、作り物だとは夢にも思わない。現状、ミソギの証言すらも百パーセント信じられているわけではない。

　でもこのからくり人間は、確かに身体が木でできていて、腕から木刀を出し、地下倉庫で気の遠くなる年月を過ごしていたのだ。信じるのも難しいが、疑うにしては状況証拠が揃そろいすぎている。

「それでその人間になるためってのはどういう事だ？　あの地下倉庫で眠っていた理由は？」

「それは、琴きん糸し郎ろう様が仰おつしやられたからです。『お前を本物の人間にしてやる』、と」

　ミソギのその目は全く噓うそをついているようには見えなかった。至って真剣な眼まな差ざし。

「さらに琴糸郎様は仰いました。人間となるには数百年の長き眠りが必要だと。この世のどんなものにも、長い年月とともに魂が宿る。万ばん物ぶつ入にゆう魂こん。付つく喪もの神。それ故ゆえ、私は長い眠りへとつかされたのです。そうして今日、目を覚ますまで、私は眠っておりました」

「……それで、何百年も眠って人間になって、お前はどうするんだ？　お前の信頼した旦だん那な様さまとやらはもう死んでる。この時代にお前の存在する理由も、場所もないぞ」

「何を仰っているのですか、透とう過か様。今の私の旦那様は貴方あなた様さまでございます。姿形は変われど、透過様は琴糸郎様と同じ魂を持った『人』です。であれば、いつ何なん時どきであろうと、私は透過様をお世話して然しかるべきなのです」

「いらん。必要ない。余計なお世話だ」

「余計だとしても、お世話をするのが私の役目ですから」

「おあいにく様、俺はお前の慕したったご主人様とは似ても似つかない不出来な人間なんだよ。たいした腕もなく、才能もなく、だらだらと人生を消費して、挙げ句の果てに親殺しで指名手配犯だぞ？　琴糸郎とやらはそこまで程度の低い人間だったか？　違うだろ？　子孫ってのは枝分かれ式に増えていくもんだ。だから残念ながら、その天才人形技師の魂は俺には伝わっていない。俺を主人と呼ぼうなんて、御お門かど違ちがいにも程がある」

　透過がそう言い切ると、ミソギはふるふると首を何度か横に振った。

「大丈夫です。透過様。貴方様は紛まがう事なき琴糸郎様の魂を受け継ぎし御おん身みです。私の目はごまかされません」

「作り物の目のくせに」

　そう吐いて、透過は窓の外に目をやった。焦しよう燥そう感かんに満ちた心を、ネオンの光が安定させてくれる。でもその時、暗い窓に映った自身の顔が目に入って離れなかった。いつ見てもぶっきらぼうで、他人に好かれない嫌な顔をしている。自己嫌悪に陥る。

「もう何がなんだかわけがわかんねぇよ……」

　これまで起こったことを整理しようと頭を働かせる。しかし一気にたくさんの事が起こりすぎて、もはや収拾がつかなかった。

　どうして父が殺されたのか。誰だれに殺されたのか。どうして犯人は自分を嵌はめようとしたのか。父は本当にオートマタを開発した人間なのだろうか。天てん城じよう寺じはあの後どうなったのか。クシナは？　レジスタンスは？　──様々な疑問が浮かんでは消えていく。

「南なん蛮ばんですね」

　思考する透過の背中に、そんな平へい坦たんな声が飛んでくる。

「なんでしょうか、このぐいんぐいんする床は。これが南蛮人が好んで使うという『べっど』と言う寝具なのですか。これは……確かに気持ちいい。南なん蛮ばんとは、なんと恐ろしい人たちなのでしょうか」

　がちゃんがちゃんと、ベッドの上を跳ねるようなスプリングの音が響ひびいてくる。

「おい、ふざけてる場合か。静かにしてろ」

　耐えきれず透とう過かが振り返ってそうきつく言うと、ミソギはハッとして我に返り、事務室に置かれていたベッドの上に寝転んでいた体勢から、正座へと一いつ瞬しゆんにして体勢を戻した。その際、姿勢の良い正座の状態で再び何度かベッドの上を跳ねた。

「空気を読め、空気を」

　透過が呆あきれ気味に言うと、

「お言葉ですが。私はそのような高度な能力は備え付けられておりません。故ゆえに明日の天候がどうなるか、それは明日になってみないと……」

「誰だれが天候を読めって言った。お前は孔こう明めいか。お前には一いつ顧この礼もしねぇよ。雰ふん囲い気きを考えろって言ってんだ。馬ば鹿かか？」

「はい」

「肯定すんな！」

　透過は深く息を吐いた。彼女と出会ってから、終始こうだ。彼女のどこか抜けている様子に、透過はいい加減疲れていた。しかしそのせいか、透過の中の苛いら立だちも徐々に収まっていく。

　透過は一いつ端たん冷静になろうと再度大きく息を吐き、

「まずはこれからどうするか……だな」

「夕ゆう餉げですか？」

「何でこのタイミングで晩飯の献こん立だてに悩まなくちゃいけないんだ。俺おれは主婦か」

「透過様です」

「知ってる！　てか違う。俺は今父親殺しの濡ぬれ衣ぎぬを着せられてるんだ。あの時勢いで逃げたものの、結局真犯人を見つけ出さないことには、俺の無実は証明できない」

「では、どうして透過様は、あの時ご友人に『自分はやっていない』と訴え出なかったのですか？　ご友人ならば、助力いただけたかもしれません」

　ご友人。それが四し条じようを指しているのだと気づくのに、一瞬掛かる。

　透過はぶっきらぼうに目を逸そらし、

「……俺が静しず琉る華かに本気で頼れば、あいつは多分力になってくれる。でも、新米警官が友人を助けるためにと上の方針に意義を唱えれば、目を付けられるだろ。せっかく苦労して機き巧こう隊たいに入れたのに、俺のせいで台無しにできない」

「お優しいのですね」

「別にそういうんじゃない」

　透過はつんと言った。

「とにかく、クシナとかいうレジスタンスの女を捜さがそう。あいつが俺おれを嵌はめたんだ。あいつを、真犯人を連れていけば、俺の無実も証明される」

「そのクシナという輩やからはどこに？」

「わかったら苦労しない。まぁレジスタンスというくらいだから、それっぽいところ……たとえばこの暗黒街にいそうなもんだが」

「でしたら町に出て情報を集めてはどうでしょう。琴きん糸し郎ろう様は仰おつしやっていました。頭の中で悩んでいても仕方がない。町へ出て良い女でも見れば、自おのずと悩みは解決するものだ、と」

「なんだよそれ」

　透とう過かは、ミソギのその温かみの無い全く変わらない表情を避けるように視線を逸そらす。何度見ても、このじっと見つめる真まっ直すぐさが苦手だ。店に置いてあった人形と同じ目をしている。

　水でも浴びて一度頭をスッキリさせよう、と椅い子すから立ち上がり、上着を脱いでシャワールームへと足を運んだ。

　後ろ手に扉を閉めようとした時、その扉を何かによって止められる。振り向くと、案あんの定じよう、ミソギが同じようにシャワールームに入ろうとしてきていた。

「何処いずこへ？」

「シャワーだよ。あー風ふ呂ろだよ風呂」

　そう言って強引に扉を閉めようとするが、ミソギの力が予想以上に強く閉まらない。

「離はなせ」

「私が知っている風呂と、幾分か違いがあるのですが。本当でしょうか。逃げませんか？」

「逃げるかよ。いいから離せ！　水で濡ぬらして腐らせんぞ！」

「私、その程度では腐らないようにできてます故ゆえ、どうぞお構いなく。私がお背中をお流しいたしましょう。結構いい身体からだしてますよ」

「うるせえ！　人形に欲情するかよ！　俺はそこまで人間終わってねえんだよ！」

「はて。どうしてでしょうか。私は男性の興味をそそる最高の身体だと琴糸郎様は仰ってくださいましたが」

「最低だなそいつは！　やっぱり俺とは似てない！　そんなやつは先祖じゃない！」

　ぎりぎりと、それでも手を離さないミソギに、透過は我慢できずに叫んだ。

「わかった！　命令だ！　ベッドの上でじっとしてろ！　すぐ戻るから！」

「御ぎよ意い」

　ミソギはすっと手を扉から離した。透過はそれに対応できず、思い切り扉を引っ張って閉めてしまい、そのまま後ろ向きに倒れ込んだ。後頭部を打ち言葉にできない痛みに耐える。

「あの野郎、絶対いつか壊してやる……！」

　そう毒を吐いて、透過は服を脱ぎ捨てた。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　翌日、朝になって目が覚めると、横でミソギが正座して見下ろしていた。

　相変わらずの無表情で、透とう過かは部屋に置いてあった市いち松まつ人形が朝になって動いていたような恐怖を覚えた。

「何してる？」

「何、とは？」

「いや、どうしてそんなとこで正座して俺おれを見下ろしているんだと聞いている」

「と言われましても、私は眠るという行為は必要ありませんので、透過様の御おん身みに何かあってはいけないと、一晩中こうして見守っておりましたが」

「一晩中!?　気持ち悪っ！」

　まじかよ、と透過は顔を布団に押し付けた。どうりで嫌な夢を見た。

　立ち上がり、顔を洗おうと洗面所まで歩いていくが、はっと後ろを振り返り、案あんの定じよう、後ろを着いてきていたミソギに向かって、着いてくんな、と言った。

　事務室にシャワーとベッドが備え付けられていて助かった。と透過は顔を洗いすっきりした顔で洗面所から出る。ミソギは事務室の窓から物珍しげに階下のボウリング場を見ていた。それを見てなんとなく、この女は父を殺した犯人ではないだろうな、と思った。

　それは本当に直感めいたものでしかなかったが。この女が殺人犯なら、透過は世の中の全すべての人間が殺人犯だったとしてもおかしくないと、そう思うほどに邪じや気きを感じない。

　事務室に掛けてあったスタッフジャンバーに着替えて外に出ると、なんとも寂しい気配が漂っていた。人がいない。建物も汚らしいホテルばかりで、しかもこの辺りは観光地でも無いために人気がない。暗黒街と言っても、朝から悪さをする犯罪者もいない。見えるのは寂さびれた道路だけだ。

「静かですね。ここは、本当に京きようなのでしょうか」

　斜め後ろを歩くミソギが廃れた町を見渡しながら呟つぶやいた。

「多分お前の知ってる京じゃないけど……それでもちょっと前までここまで寂れてなかった。ちょっと治安が悪いってイメージはあったけど、普通に人が住んでた」

「ではどうして？」

「お前に説明しても意味ないだろうけど、京を新しい首都にするって決まってから、京周辺の地価が一気に上昇したんだよ。そのためにいろいろ黒いやりとりもあって、そこに住んでいた住人は他よ所そに追いやられた……すると同じように他所に追いやられた行き場の無い貧しい人間が、自然とここに集まってきた。そのせいで治安が極度に悪化して、ここらの開発計画も止まってしまった。……でも土地は買ったんだし、とりあえず何か建てとけってことで娯楽施設やら宿泊施設が多く建ったわけ。そのまま手もつけられず放置された土地も多いけどな」

「……南なん蛮ばんですか」

「やっぱわかってないな」

　この木製人形は理解できないものがあると、とりあえず南蛮だと思っている節がある。そもそも戦国時代後を生きたこの木製人形からすれば、この時代のものは全すべて南蛮染じみたものであることは間違いないのだが。

「透とう過か様」

「今度は何だ」

　苛いら立だち気味に透過が振り返ると、ミソギの視線は他よ所そを向いていた。その視線を追うと、左前方、ホテルを囲むレンガ式の外壁の側に、大柄の男が一人。その目の前には女がいる。

「女性が男に言い寄られていますよ」

「だな。見るからに揉もめてるな」

「……それだけですか？」

「他になにがある」

　透過はその様子にそれ以上目をやることなく、そそくさとその場を去って行こうとする。

　我関せずと言わんばかりだ。

「助けないのですか？」

「どうして助けるんだ」

「どうしてって、それはやはり、女性が襲おそわれているのですから、そこは武士として」

「俺おれがいつ武士になった……お前な、俺が追われてるってこと忘れてないか？　余計な事に首突っ込んでる場合か。早く犯人を見つけないと俺が捕まるんだぞ」

　透過の冷淡な言葉にも、それでもミソギは少し納得いかないような表情で透過を背後から見つめていた。透過はそれを感じ取り、足を止めて小さくため息をつく。

「あのな、ここは誰だれもが知ってる危険区域なんだよ。暗黒街！　わかるか？　周囲の住民は、産まれた子供にはまずここには近づくなって教えるくらいだ。そんな所に女が一人でいたら、襲ってくださいって言ってるようなもんだろ。自業自得だ」

「しかし、理由は何であれ、困っている女性を見捨てるのはいかがなものかと」

「そもそもあの女が被害者だって証拠はどこにある。あいつがあの男に喧嘩を売ったかもしれない。ただの痴ち話わ喧げん嘩かかもしれない。あの女に見えるのは女装した男かもしれない。ああいう野外プレーを楽しんでるのかもしれない。何の事情も知らない俺が首突っ込んで、それが藪やぶ蛇へびだったらどうする」

「考え方がひねくれています」

「やかましい。疑り深いんだよ」

　冷たく言い捨てて、透過は前を向き直って歩き出す。

　それで納得したのか、ミソギはそれ以上何も言う事なく黙って後ろをついてくる。だがその表情は納得いっていない様子で、じっと揉もめている男女を見つめていた。

「……ったく」

　透とう過かはそう大きくため息をついて、足元にあった小石を手に取った。

　そしてあろうことか、それを揉めている男女の方に向かって投げた。それは見事に大柄な男の背に当たり、地面を転がる。

　言い合う叫び声がぴたりと止まり、その背の高い男はゆるりとこちらを見た。

「おい、今のはお前か」

　これでもかというほどに目を厳いかつくさせ、男はこちらに近づいてくる。完全に頭に血が上り、こちらを敵と見なしている様子だ。

　そんな迫り来る巨きよ軀くに対し、透過は落ち着いた様子で言った。

「確かに余計な事に首を突っ込みたくはないが……それが自分に降りかかる火の粉こなら、払うしかないな」

「透過様！」

　透過の言葉に、ミソギは感心したように声を上げた。

「なにぶつぶつぶつぶつ言ってんのじゃ、このクソガキ！」

　目の前まできたその男の身長は、二メートル近くある巨体だ。腕は丸太のように太く、そこにはどこでつけたのだろうか、生傷がいくつも残っている。全身には呪のろいのようにタトゥーが入っており、その男が見るからに良心的な存在でないことを示していた。

「お前、今何したかわかってんのか、あぁッ？」

「悪い。まさか当たるとは思わなくてな。恨うらむならその無駄にでかい身体からだを恨めよ、木で偶くの坊ぼう」

　ピキッ──透過の躊躇ためらいなき罵ののしりに、男のこめかみに太く血管が浮かび上がった。

　それは今にも破裂しそうなほどに。

「お前、誰だれに喧けん嘩か売ってんのかわかってんのか」

「誰だよお前は。動物図鑑にでも載ってるのか？」

　引かない。透過に全くこの状況を恐れる様子はない。

　ただ息を吐くように、悪態をつく。病的だ。

「殺す！」

　ぶおん、と男の拳こぶしが振るわれる。だがその巨体のあまり、速度は速くない。透過は一歩下がってそれを避よける。

「透過様、ここは私が」

「うるさい。俺だってただ家に引きこもってたわけじゃねぇっ！」

　守ろうとするミソギの前に出て、透過は拳を作る。腕に力を入れる。

　透とう過かは駆け出し、男の返す横よこ薙なぎを、頭を低くして避よけた。そして懐ふところに入り思い切り下から顎あごめがけて拳こぶしを振り上げた。

「おおっ」

　感嘆の声を上げるミソギ。だが──

「は、なんだそりゃ！」

　もろに顎にアッパーを食らわせたはずが、全く効いていないようだった。むしろ殴った手の方が痛くて、透過は右手をぶらぶらと振る。

「ガキの喧けん嘩かだったら今のが効いたんだろうな……だが、お前はここがどこだかわかってないようだな」

「なに？」

「強者が跋ばつ扈こする暗黒街……ここじゃあただの腕力なんて、何の意味もねぇんだよ！」

　どすん、と男はしこを踏むように地面を大きく揺らし、胸にペンダントのように垂らしていた四つ穴の空いた何か──太く大きいナックルダスターをちぎり取って指にはめた。

　しかし指にはめたナックルダスターが、カシャカシャと音を立てて展開していく。そしてそれはあっという間に右腕全体を覆おおう厳いかつい鎧よろいとなった。

　その形はまるで、龍りゆうのようだ。

「こいつが俺おれの専用オートマタ【地獄へと誘う龍インフエルノドラゴン】！　この街でオートマタも持たずに強さを語るなんざぁ、銃も持たずに戦場に立つようなもんだぜ」

「インフェルノ……？　名前ダサいな」

　透過は飄ひよう々ひようと言い捨てる。それはこれ以上ない侮ぶ辱じよくだった。

　ピキキ──と、再度男は血管を浮かび上がらせる。男はその龍の右腕を大きく振り上げ、そしてその巨体を存分に使って透過に向かって振り落とす。その瞬しゆん間かん、龍の頭をした手てつ甲こう部分から火花のような物が噴ふき出す。ドゴォッ!!　──拳が地面に衝突し、地面はまるで手しゆ榴りゆう弾だんでも落とされたかのように爆ばく発はつした。小さくクレーターのように道路が削られる。

「なんと……」

　と、声を上げたのはミソギだった。

「どのようなまやかしでしょうか？　透過様」

「残念ながら、まやかしなんかじゃねぇよ……」

　たらり、とさすがの透過も額ひたいから汗が垂れる。

【トール】みたいな簡易武器オートマタならまだしも、よもや爆弾一つを抱えたようなものが出てくるとは。

「改造オートマタ、か」

　改造オートマタ──それは従来のオートマタを、違法に改造したものを言う。一般的に販売されているオートマタの大半は家電といった非兵器であり、このような武器兵器オートマタは販売されていない。あったとしても護身用の簡易な非殺傷武器ばかりだ。

　しかしそのオートマタ技術を流用して、違法に自ら武器兵器を作り出す輩やからが出てきた。それらはもはや玩具おもちやとは呼べない殺傷兵器となり、こういった違法者たちの間では高値で取引されている。

「なんだなんだ。まさか殺されるとまでは思ってなかったか？　はっ、甘いな。甘あめぇよお前」

　大男は言う。その右腕に装備した【地獄へと誘う龍インフエルノドラゴン】を恍こう惚こつとした目で見つめながら。

「この時代は弱肉強食だ！　常に安全で死とは縁遠く、何かあれば誰だれかが助けてくれる時代はもう終わったんだよ！　戦え！　殺し合え！　力を手に入れろ！　それができない奴やつが、しゃしゃり出てくるんじゃねぇ!!」

　男はライオンのように、高々と吠ほえた。それは閑散とした町に響ひびく。

「はっ」

　だが、透とう過かは鼻で笑う。

「あん？」

「何勝ち誇ってんだよ。当たってねぇだろ？　当ててから言え、木で偶くの坊ぼうが」

　ちょいちょい、と指で挑発を加える。

　ぶおん、と再び大きな拳こぶしが横よこ薙なぎに振るわれる。だがそれを間かん一いつ髪ぱつのところで、透過は避よけた──なのに、避けたはずの腕が、透過に食らいつくように方向転換し、伸びてくる。

　それはまるで生きている龍りゆうだ。透過を地獄へと誘う、黒き龍──。

　痛烈な爆ばく発はつ音おん。耳をつんざくような音と、身体からだをもがれるような衝しよう撃げき。

　死んだ──一いつ瞬しゆんそう横切るが、透過は生きていた。全身無事である。

「透過様、お言葉ですが、勝てもしない相手を挑発すべきではありません」

　透過の正面。彼を守るように、二本の白はく髪はつが揺れる小さな背中があった。

「なにっ……!?」

　驚おどろいたのは、タトゥーの男だ。

　自分の自慢の改造オートマタ【地獄へと誘う龍インフエルノドラゴン】。一度拳を振り下ろせば、敵の身体は原形のないほどに吹き飛び、その他の敵の戦意を喪失させる。

　今までこの右腕を前に、敵など一人もいなかった。数多あまたの敵を、屈服させてきた。

　最強無敵の武装兵器──なのに。

　それをただの女が、白い髪をした華きや奢しやな女が、その細い右腕一本で防いでいる。その死んだように澄んだ瞳ひとみが、自分を睨にらみつけている。

「余計なことすんな！」

　透過がそう眼光鋭く叫ぶと、ミソギはその視線を敵から外さず、静かに言った。

「透過様のお役目は戦うことではありません。それは透過様を守る私の役目。貴方あなた様さまはただ私の後ろから、ご指示くだされば良いのです」

　かこん、とミソギは左の手のひらから木刀を抜き出した。

　タトゥーの男は一いつ瞬しゆんそれに驚おどろいたように体をびくつかせたが、すぐに笑いだし、

「は……はっはっはっはっ！　まじかよ！　このご時世に、木刀だァ!?　木？　木ってお前、舐なめてんのか!?　チャンバラごっこでもするつもりかよ!?」

「琴きん糸し郎ろう様は仰おつしやっていました。たとえどんな時代が来ようとも、己の生き方を恥じるべからず──」

「何わけわかんねぇこと言ってやがる！　消し飛べやッ！」

　男は再度、その龍りゆうの右腕を振り上げる。今度は遠慮一つしない、全力の一撃を──。

「──もし、己を愚ぐ弄ろうするものあらば、全力で黙らせろ──と」

　ミソギはその拳こぶしを、こちらを喰くらい殺そうとする龍に向かって、振り抜いた。







　閑散とした暗黒街の舗ほ装そう道路の上で、全身タトゥーの男が、仰あお向むけに倒れている。口からは泡を噴ふき、目は白目を剝むいている。彼の右腕に装備されていた黒い龍は、無残にも粉々に砕け、辺あたり一面に散らばっている。

　それはあっという間の出来事だった。

　苛いら立だち任せに馬ば鹿かの一つ覚えのように拳を振り下ろしたタトゥー男に対し、ミソギはあろうことか自分の拳を、男の手てつ甲こうに正面からぶつけた。しかし爆ばく発はつと共に吹き飛んだのはミソギの細い腕ではなく、タトゥー男の自慢の右腕の方だった。

　凶悪な改造オートマタは、凹へこみ、砕け、飛び散った。

　男は一瞬、その出来事に啞あ然ぜんとしていた。だがそんな隙すきを、ミソギは許さない。

　ミソギは即座に、男の脇わきの下を思い切り木刀で突いた。人体の急所でもある脇の下を容よう赦しや無なく突かれ、男は激痛によろめく。よろめいて後ろに傾いたその巨体に、ミソギは飛びかかり、男の顔を手で摑つかんで、そのまま地面へと後頭部から叩たたき付けた。

　そして、男は泡を噴いて、気を失った。

　ここまでおよそ五秒ほど。

「おや、よもや本当に木で偶くの坊ぼうだったとは……さすがです透とう過か様！　戦う前から見抜いておられたのですね！」

「嫌味かよ」

　そんな気持ちなど毛頭ないことは承知だったが、しかしなんとなくむかつく。

　あれだけの衝しよう撃げきの前に、しかしミソギは瞳ひとみをぱちくりとさせているだけだった。やせ我慢など一切ない。

「……お前は、大丈夫なのか？」

「はい？　私ですか？　問題ありません。私、頑丈ですので」

　さよか、と透とう過かは言う。

「それにしても面めん妖ような。この男、拳こぶしで地面を砕きましたよ」

　ミソギは倒れた男を木刀でつついた。透過は飛び散った龍りゆうの一部を見つめ、

「完全な違法改造品だな。専用って言ってたから、量産されていない完全オーダーメイドだろう。誰だれかに高い金払って造ってもらったんだ。つーことは、この暗黒街にそういった輩やからがいる可能性は高いな……つまり、反政府組織がいてもおかしくない」

「ほう。どうしてそう？」

「クシナが言ってたんだよ。腕の良い職人を集めて、オートマタを造らせているって」

「なるほど。この時代にはこんなものが溢あふれているのですね。恐ろしい時代です」

「刀持ってうろついてた時代の人間に言われたかねぇよ。ていうかお前のその身体からだ、何でできてるんだ？　木でできてるんじゃないのか？」

　当然の疑問に、透過は視線をミソギに移した。

　彼女のその細い腕は、すらりと美しく健在である。

「私の身体は少し特別な木で造られていまして、《白はく神しん樹じゆ》という千年生きたとされる御ご神しん木ぼくが使われています」

「御神木って、神社とかにある神様が宿る木だろ？　そんなもん使って罰ばち当たんないのか？」

「神の罰より女の罰。神の罰など、女の怒りに比べれば微々たる物だ、と琴きん糸し郎ろう様はそう仰おつしやっていました。神など恐るるに足らず。さすがは琴糸郎様です」

「褒ほめるとこじゃないだろそれ」

「ちなみにその木は火事で全焼した神社の御神木でして、火事の中唯一生き残ったと言われています。かなり霊れい験げんあらたかな一本だと言えるでしょう」

「それ、本当に神様が宿ってるんじゃないのか？」

「さぁ？　しかし琴糸郎様は、御神木を大切に護まもっていた神社の人間が火事で死んだのだから、敬うことに意味はないだろうと笑って、勝手に御神木を切って持ち帰り、私を造ってくださったのです。その後一度家が火事に遭あい全焼しましたが」

「罰当たってんじゃねぇか！」

「誰も死んでないから問題ない、と琴糸郎様は笑っておりました」

「……俺おれはそいつのせいで罰を受けている気がするんだが」

　結構マジで。末代まで祟たたられているのではと、透過は半はん眼がんでミソギを睨にらむ。

　そしてミソギの腰に巻いてある赤い紐ひもが、注し連め縄なわだと理解する。どうやら彼女自身が御神木としての扱いを受けているらしい。

　なんとも面倒臭い存在に慕したわれてしまった。

「そんなことより透過様」

「そんなことよりで流してしまっていいのかどうかは甚はなはだ疑問だが、なんだ」

「助けた娘は、どうしましょうか」

　あ、忘れてた──と、透とう過かが振り返る。

　そういえば、一応男に絡からまれる女性を助けたのだ。じゃなければこんな面倒事を起こした理由がない。

　見るとその女は、今し方起こった出来事に腰を抜かしていたようで、壁に持たれるように地面にしゃがみ込んでいた。染めた色では決して出ない、透き通るようなブロンドの髪の女で、瞳ひとみは蒼あおい。おそらく欧米圏の血が入っているのだろう。ハーフか、はたまた純血かはわからないが。

「大丈夫か？」

「え、ああ、はい。すみません」

　透過が差し出した手を女は取って、立ち上がる。透過にしては珍しい気の遣い方だ。

　背の高さは透過と同じくらいだが、それは十センチほどの厚底靴を履はいている。今時厚底靴とは珍しい。年齢的には一つ二つ下くらいの高校生だろうか。淡い色のロングスカートが目立つ。

「こんなところで何してたんだ。危ないだろ」

「買い物に行くところをそこの大男に捕まりまして……ホテルの前でなんとか逃げ出したんですが……」

「そりゃ災難だったな。今度から気をつけろ」

「ええ、ありがとうございます」

　女はにこりと笑う。屈託のない美しい笑顔で、タトゥーの男が彼女に声を掛けた気持ちもわからなくもない。身なりから察するに、どこかの金持ちの箱入り娘だろうか。

「そこで一つ、お礼と言っちゃなんだが……頼まれごとをいいか？」

「ええ。もちろんなんでも言ってください。できる限りのお礼はしますから」

「そうか。だったら、クシナの居場所に連れて行ってはくれないか？」

　透過は言った──唐とう突とつに。

　目の前の、今し方知り合ったばかりの女に向かって。

　当然、女は「え？」と言った表情で顔を固めているはずだった。

　はず、なのに──厚底靴の女は動いた。透過と繫つないでいた手を無理矢理離はなそうとする。しかし透過は彼女の手をがっちり摑つかんで離さない。すると女は今度は脚を後ろに投げ出した。すぐ後ろにあった壁に足を付け、壁を蹴けるように三角飛びをして身体からだを宙で逆さかさまにさせる。

「なっ！」

　さすがにその動きは予想できなかった。

　透過の視界いっぱいにブロンドの髪と淡い色のスカートがひらひら舞う。

　そのまま彼女の身体は透過の頭上を通って透過の背後に回る。腕が変な方向に曲がりそうになり、透とう過かは手を離はなさざるをえなかった。手が離れると、女は透過の背を蹴けって距きよ離りを取った。

「ミソギ！」

「御ぎよ意い！」

　腕を痛めつつも透過はそうミソギに指示を出す。捕まえろ、と。

　しかし、前に立ちはだかったミソギに対し、女は地面に着地する前に、宙を蹴って更さらに上に跳ね上がった。

「なんと……！」

　まるで羽は虫むしの如ごとく、ミソギの手を逃れるブロンド女。彼女は大きくミソギを山なりに越えて地面に着地し、そのまま逃走するように走り出した。

「追うぞ！」

　透過はミソギに言って、走り出す。

　だが、今のアクロバットな動きから予測できるように、あの女の身体能力は相当なものらしく、男の透過の足を以もつてしてもその距離は全く縮まらない。むしろどんどん離される。

「はぁ……はぁ……くそっ！」

　透過は曲がった角で女の姿を見失い、脇わき腹ばらに手を当てて立ち止まった。上半身をだらりと下げ、ぜいはあと息をつく。汗がだらりと地面に落ちる。

「透過様、大丈夫ですか？」

「……ちょ、ちょっとタイム……。ていうかお前は体力無尽蔵なんだから……あの女追い続けろよ……」

「そうご指示頂ければそう致しましたが」

「お前は……命令されなきゃ何もできないのかよ」

「透過様の御おん身みに危険が及ばない限りは」

　もういい、と息を整えた透過は苛いら立だち任せにミソギを蹴った。

　だがしかし、千年生きた御ご神しん木ぼくとやらでできたミソギの身体からだは、鉄のようにただひたすら硬くて痛く、余計に腹が立っただけだった。

「しかし、透過様はあの南なん蛮ばん女おんなをご存じだったのですか？」

「……多分な」

「多分？」

「そ、鎌かまをかけたんだよ。あの女、クシナって女の仲間っぽかったから」

「ほう、どうしてそのように思ったのですか？」

「さっきしゃがんでた時に見えたあいつの下着、クシナって女のと同じ柄の色違いだったんだよ。仲間か知り合いの可能性はあるだろ」

「……はい？」

「……なんだよ」

「……いえ」

　ミソギは見つめる。何かを言いたそうな目で。

「だからなんだよ」

「いえ、さすがの観察眼だと関心致しまして」

「う、うるさいな！　見たくて見たんじゃねぇよ！　しょうがないだろ！　別にそれが可愛かわいい女子だろうがよぼよぼの婆ばあさんだろうが女装した男子だろうが、見えそうになってたら視線が動くのが男なんだよ！　しょうがないだろ!?」

「琴きん糸し郎ろう様は仰おつしやっていました。男とはなんとも悲しい生き物だ、と」

「悟った言い方すんな！　だったらはじめっからスカートなんて穿はくんじゃねえ！　俺おれは悪くない！」

「まぁまぁ、透とう過か様も年とし頃ごろの男の子ですから。恥ずかしいことではございません」

「諭さとすな！」

　ばこん、と透過はミソギの顔を殴る。今度は痛くないように、弱めに殴った。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　ひとまず、女が逃げた方向へと歩く透過。するとすぐに少し賑にぎわっている場所に出た。ようやく人ひと気けを確認できて、透過は少しほっとする。

　前方に大きな森林公園があり、そのモニュメントの前に、何も無い広めのスペースがあった。そしてそこに集中的に人が集まっており、何か賑わっている様子だった。透過は事務室から借りてきた帽子を被かぶって顔を隠かくしつつ、ゆっくりとその場所に近づいていった。

　そこではフリーマーケットが開かれていた。数十人規模の大きなマーケットで、それなりに人が集まっており、フリーマーケット以外にも怪しい移動式飲食店が立ち並んでいた。

　透過は一いつ瞬しゆん迷ったが、しかし気にしすぎても逆に変かと思い、立ち止まることなくそのままそのマーケットへの中を歩いて回った。衣服から雑貨、映画にゲーム、フィギュアなど様々なものに加え、刃物や見たこともない機械部品、そして見るからに近寄りがたい何かを売っている店があった。

　さすがに暗黒街だけあって、ただのフリーマーケットではなさそうだ。ジトっとした空気が辺りを支配しており、販売している人間の中には、顔に傷が入っていたりタトゥーを彫っていたりする、あからさまな悪人面づらも何人もいる。

「なんでしょうか、これは。物もの乞ごいでしょうか」

　背後からミソギが問う。

「フリーマーケット。いわゆるなんだ、不要品市場ってやつだ」

「市場ですか、なるほど。いつの時代も商人というのは精が出ますね。琴糸郎様は仰っていました。ものを作る人間がいなければ何も始まらないが、しかし商人がいなければ世界は回らないと」

「そんな大たい層そうな話じゃねえよ」

　間違ってはいないが、たかが数千円単位の不要品市場に、それは大げさすぎるだろう。世界を回せなくなった不要品が集まっているのだから。

「こちらはなんでしょうか」

　心なしか興奮気味のミソギの声に振り向くと、ミソギは一台のケータリングカーを見上げるようにして立ち止まっていた。それはイベントでよく見かけるケータリングカーだったが、透とう過かが知るような明るい雰ふん囲い気きなどなく、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの浅黒い外国人が怪しく待ち構えている。

　ミソギはカウンター脇わきでくるくると回転してローストされる肉の塊かたまりを無表情に見つめていた。

「なんとむごたらしい……どんな罪を犯せば、あんな処刑をされるのでしょうか……」

「人肉じゃねえよ」

　すこーん、と透過は無表情で絶句するミソギの頭をはたいた。中が空洞で良い音がする。

「では何の肉だと？」

「さぁな。とりあえず、口にしない方が良さそうだ」

　じーっと、ミソギは回転する肉の塊から目を離はなさない。おそらく肉が勝手に回転しているのが珍しいのだろう。周りから見ればお前の方が珍しいのだが、と透過は思った。

　二人の会話に店員が懐かい疑ぎ的てきな視線を向けてくる。透過は顔を見られないようにしながら、変に目立たないようにしようと、「一つ下さい」と、ぶっきらぼうに言った。

　浅黒い顔の外国人の店員は、慣れた言葉で返事をする。そして手慣れた手つきで肉を削そぎ、パンにサラダ、削いだ肉、そして謎なぞの緑のソースをかけていった。そうして差し出された包み紙を手に取り、代金を置いて足早にその場を去った。少なくとも、今の店員が自分を今ニュースでやっている殺人犯だと疑っている様子は微み塵じんもない様子だった。

　透過は人ひと気けの少ない少し離はなれた場所にあったベンチに腰をかけ、包み紙をミソギに渡した。

「つい流れで買っちまった。お前のせいだぞ、食え」

「良いのですか？」

「こんな謎物体を食えるか」

「では、お言葉に甘えて」

　ミソギは包み紙を受け取り、それを開いて謎の料理を口に運んだ。透過はそれをじっと見ながら、この人形は味覚があるのだろうかという素朴な疑問に至った。

「美う味まいのか？」

「いと美う味まし、です」

「なんじゃそりゃ。お前、味覚あったのか？　……ところでお前、それをどこで消化してるんだ？」

「消化はいたしません。人で言えば喉のどの部分にある回転刃で細かく砕き、それを胃の部分で高熱処理で溶かしています。消化ではなく、昇華ですね。ふふっ」

「しょうかしょうか」

「え？」

「何でもねぇ……つか怖いな、お前の腹の中」

　見えない部分でも恐ろしく高機能だと知り、このからくり人間がどれだけ凄すごいものなのかと思い知らされる。本当にこんなものを、何百年も前の先祖が造り出したと言うのだろうか。

　透とう過かはすくりと立ち上がった。

「とりあえず、俺おれはもうちょっと見てくる。あのブロンドの女は見つからなくても、何かレジスタンスの情報を聞けるかもしれない。お前はここでそれ食って待ってろ」

「いえ、私もお供いたします。危険です」

「口にソースつけながら言われてもな。とにかく、お前がいる方が目立つんだよ。白い髪におかしな服装。女と二人の方がカップルっぽくて目立たないかと思ったけど、お前はちょっと異質すぎだ。少なくともその服装は変えた方がいいな。服も変じゃないようなの買ってくるから、そこで待ってろ。命令だ」

「お断りします」

　透過が行こうとすると、ミソギは立ち上がり付いてくる。

　透過は苛いら立だち気味に振り返って何かを言おうとしたが、ミソギは『絶対付いて行きます』とさも書いてあるような顔をしていたため、その言葉を飲んだ。確かに、この暗黒街ではいざという時のためにミソギがいてくれると助かるが……。

　透過は小さく息を吐いて前に向き直り、先ほど通り抜けたフリーマーケットに戻った。

　周囲は特に自分を怪しむ様子は無く、そこまで強く意識し過ぎる必要もないのか、と少しだけ気持ちを落ち着かせた。何せ透過は指名手配犯である。しかし現実、自分の身の回りに殺人犯がいるなどと露つゆほどにも思っていない人間が、ニュース番組の犯人の顔をしっかりと見覚えているとは思えない。しかもニュースで放映されている透過の顔写真は、高校入学時に撮った髪の短い垢あか抜ぬけていない写真である。あれから二年で随ずい分ぶん雰ふん囲い気きも変わった。髪は伸びたし、人相もそれなりに悪くなった。おそらくあの写真から今の透過はなかなか結びつかないだろう。

　と、ぶらぶらと様子を見るように歩いていると、透過の視界にとあるお店が飛び込んできた。そこは女性モノの服が置いてあり、ミソギの見た目年齢的に、丁ちよう度ど良い感じの服を購入できそうだった。透過はその店の前で立ち止まり、しゃがみ込んだ。

「女の子に服をプレゼントしたいんだけど、良い感じのはないですか？」

　透過が慣れない敬語で親しげに話しかけると、日傘を差したその店員は透過を見上げ、

「えーっと、ご予算は？」

　大きな瞳ひとみでジッと顔を見られ、透過は口元を隠かくすようにした。

「三千円以内」

「安っ！　……さすがに三千円だと彼女に怒られるんじゃないですか？」

「彼女じゃない」

　透とう過かはすぐに店選びを間違えたと後悔した。どうにもこの馴なれ馴なれしい感じにイライラさせられる。こういった場では人と人との触れ合いが大事なのは理解できるが、人付き合いの苦手な透過は、さっさと事務的な作業だけをしてくれと急せかしたくなる。

　こんな町で珍しく若い女だと思い、安心して声を掛けてしまったのが間違いだった。

「三千円だとトップス一枚くらいしか買えないですよ」

「なんだよトップスって」

「え？　上着のことですよ。知らないんですか？」

「なんだシャツか。そう言え。三千円だぞ？　シャツなんて五百円くらいだろ、あんなもん」

　透過の言葉に、日傘の女は驚おどろくように、というより若じやつ干かん引いたように透過を見る。

「お兄さん、女性と付き合ったことは？」

「ない」

「……はぁ」

　やれやれ、と女は首を振る。どうやらかなり呆あきれられているようだ。

「女子の服は、男子のものより高いんですよ。三千円なんて、ジャージくらいしか買えません」

「そうなのか……」

　透過は取り出した財布の中身を確認し、

「……とりあえず着られるなら何でもいい。それらしいものをくれ」

「とりあえず着替えって、逃亡犯みたいですね？　あははっ」

「……なんでそうなる」

　一いつ瞬しゆん、誰だれも気づかない程度に透過は身体からだをびくつかせた。

　しかし即座に取り繕つくろおうと、自然な返しを口から発した。それが本当に自然だったかどうか、透過の不安は拭ぬぐえない。ただ彼女が自然に笑っているのを見るに、本当に冗談で言ったのだろう。とりあえず透過はほっと胸を撫なで下ろす。

「じゃあこれなんかどうです？　これなら多少小さくても気にならないですし」

　女が掲かかげたのはニット素材のワンピースだ。身体のラインが出るタイプで、ミソギが着ればかなり丈が短くなってしまうが、しかしこの際そこはいいだろう。

「ミソギ、これ着られるか？」

「ほう、これはまた変わった洋服ですね。少々お待ちを」

　と言い出して、なんとミソギはその場で胸元をがばっと開いた。木で出来た身体とはいえ、豊ほう満まんで扇せん情じよう的てきな胸元が露あらわになる。
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　透とう過かは慌あわてて彼女を制止する。透過はいぶかしむ女性店員に聞こえない声で、

「なにしてんだよお前は！」

「はて？　着替えるのですが」

「なんでここで着替えるんだよ、馬ば鹿かか!?」

「琴きん糸し郎ろう様は仰おつしやっていました。着替えるなら常に俺おれの前で着替えろ、と」

「クソ先祖！」

　とにかく脱ぎかけた衣服を着直させ、透過は目を細める女店員に振り返る。

　だが慌てて動いたせいで、透過の深く被かぶった帽子が外れかける。

「……あれ？　お兄さんどこかで……？」

　顔が露あらわになりそうになり、透過は慌てて帽子を深く被り直した。

「じゃあ、これでいい。早く売ってくれ」

　これ以上怪しまれても困ると、透過はぶっきらぼうにそう言った。

「はーい。じゃあソックスのおまけ付きで五千円です」

「マジかよ……」

　納得いかない。しかし今更買わないとも言いにくいし、どうせどこ行っても同じ事を言われるのだろう。であれば、ここは断腸の思いでなけなしのお金を払うしかない。

「まいどありありでっす」

　天てん真しん爛らん漫まんに笑う少女から半ば強引に紙袋を受け取る。

「ところであんた。こんな高い買い物してやったんだ、一つだけ聞いて良いか？」

「どうしてそんなに恩着せがましいのかわからないですけど、いいですよ」

「ここら辺で、ブロンドの髪をした厚底靴履はいた女を見なかったか？」

「厚底靴ぅ？　あははっ、今時そんなの履いている女子いないですよ。ブロンド髪の女性なら、この時代、この国にはたくさんいますからね。よく見るとしか言えないです」

「……そうか、悪い。じゃあ、ありがとな。ぼったくり」

「ぼ、ぼったくり言うな！」

　営業妨害だー！　と叫ぶ女の声を後ろに、透とう過かはその場を立ち去った。







　透過は購入した伊だ達て眼鏡めがねを掛けて変装している。両手にはいっぱいに袋を抱えていた。

　あの後いろいろと必要な物を買い集めていたら、いつのまにか一時間近く経たっていた。

「それにしてもほんとに何でもあるな、ここは」

　フリーマーケットと言えば、古着や中古映像作品など、それこそ気まぐれでしか欲しいと思わないようなものばかりだと思っていたが、ここは随ずい分ぶんと品しな揃ぞろえが豊富だ。いかにも怪しい連中ではあったが、金さえ払えば何も文句は言わず物を売ってくれる。透過にとってはむしろ扱いやすい相手だった。おかげでサイフの中身はすっからかんだが。

「……ミソギ？」

　気がつけばミソギがおらず、振り返ると、彼女は何かの店の前で立ち止まっていた。

「見てください。簪かんざしですよ。簪」

　興奮気味に言うミソギにつられて見ると、確かにそこには手製のアクセサリーの他ほかに、簪がいくつか並べられてあった。〝髪かみ挿さし〟とも言うその装身具は、女性が結った髪を留めるために使う。この時代、ほとんど見なくなった、透過の和人形と同じ伝統工芸品だ。値段を見てみてもそれなりに高く、出来も良さそうだ。

「こういうの好きなのかお前」

「ええ。以前琴きん糸し郎ろう様と町へ出た際に、女は美しくあるべきだと、簪を頂きました」

　ミソギのツインテールの根元に付いている簪が揺れる。随分と高価そうなものだとは思っていたが、どうやらご先祖様からの贈り物らしい。

「素晴らしい出来です、この代しろ物ものは。なかなかの職人の技と見ました」

「おー、お姉ちゃん良くわかってんね」

　透過とミソギの会話に割って入るように、店員の男が言った。

　いかにも露ろ店てんでアクセサリーを売っていそうな、チャラついた若い男だった。くねくねした黒髪が特徴的で、ヘッドフォンを首から下げている。

　その男は軽薄そうな笑顔で、

「これは今は潰つぶれてしまった京きようの名店職人が残した遺作の数々！　もう二度と新しいものは出ないからね。貴重だよー」

「なんとそうでしたか」

　うさんくさい売り文句に、わかりやすく欺だまされ感動するミソギ。

「噓うそに決まってんだろ。行くぞ」

「よっし！　熱々のお二人のために、今ならなんと、たった千円！　買うっしょ？」

　男が言って、ぱん、と手を叩たたいた。どこぞの怪しい物売りにしか見えない。

「せんえんとは、いかほどの価値なのでしょうか、透とう過かさ──」

　透過はそっとミソギの口を塞ふさいだ。もがもがと話す彼女を無視して、透過は、

「悪いな。俺おれたち急いでるんだ。行くぞ」

　そう店員の男に投げ捨てるように言って、その場を慌あわてて去って行く。ようやく透過の手を離はなしてもらい、ミソギが疑問符を浮かべる。

「透過様、どうかなさいましたか？」

「黙ってろ。いいから行くぞ」

　透過はそう足早にその場を離れた。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　怪しい二人が立ち去り、残されたアクセサリー屋の店員は、その二人の姿を見つめながら、

「透過様、ね……」

　男はそう呟つぶやいて、くすりと笑った。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　絢あや吊つり透過は潰れたボウリング場に戻ってきていた。その二階事務室。

　ミソギは透過に買ってもらったニット素材のワンピースに着替え、昨夜と同じようにベッドの上で正座をして、窓まど際ぎわの椅い子すに座る透過を見ていた。透過はフリーマーケットで買ったＴシャツとジーパンに着替えて、伊だ達て眼鏡めがねを掛けている。

　不機嫌そうな透過に、ミソギはふと口を開いた。

「透過様。私、何か透過様を怒らせてしまうことをしたでしょうか」

　ここに戻ってきて以降、透過は終始いつも以上にぶっきらぼうで、鈍感なミソギにも透過がはっきりと憤ふん慨がいしているのだと感じて取れた。

　透とう過かは動かしていた手元を止め、テーブルの上のリモコンを手に取って、一世代前のテレビを付けた。ミソギの背後から音と光が突如として飛び出し、ミソギは驚おどろいたように飛んで振り向き、かこん、と左の手のひらから飛び出した木刀の先端をテレビに向けた。

「……貴き様さま、南なん蛮ばんか！」

「うるせぇよ」

　透過は待っていましたと言わんばかりに、リモコンをミソギの後頭部目がけて投げ当てた。

「テレビだよ。別に襲おそってきやしない。昨日も見たろ」

「なんと……かくも便利な時代になりましたか」

「あんまりわかってないだろお前」

　やれやれと透過は再び手元を動かし始める。

「ほら、今そこでニュースがやってるだろ。ニュースってのは……だからつまり俺おれが指名手配されてる事件に関して、いろいろ話してるだろ。俺の顔写真と名前、そんで白はく髪はつの女の共犯者っていうお前の事、それはこのテレビを通じて世間に周知の事実だ」

「なるほど、瓦かわら版ばんのようなものですね」

「あーそれだ。つまり俺の名前は世界中の人に知られているわけだ」

　そこまで言うと、ミソギはハッとして透過を振り返り、その場で両手を前に添えた。

「恥ずかしながらこのミソギ、ようやく透過様のお怒りの理由を理解することができました」

「やっとわかったか」

「私はなんと愚おろかだったのでしょう。他人の口車に乗せられ、不必要な物に気を取られて透過様への注意を怠おこたるとは……このミソギ、一生の不覚！　私、腹を切って詫わびましょう！　あ、切れない」

「違ちげぇよ！」

　今度はリモコンではなく、持っていたナイフを投げた。

　それは勢いよくミソギに当たったが、ミソギの身体からだは硬く、突き刺さることはなかった。

「あ、切れないってなんだよ……てか、んなこと怒ってねぇんだよ。お前が不用意に人前で俺の名前を呼んだから怒ってんだよ」

「ああ、なるほど」とミソギはぽん、と手を打った。黙ることで怒りを表現しようとした透過だったが、そんな遠回しな表現はこの木製人形には無駄だと理解した。

　古く発色の悪いテレビに視線をやる。

　昨日と同じように、テレビからは透過の父、絢あや吊つり有ゆう弦げん殺人事件についてこぞって取り上げていた。何な故ぜたった一人の肉親を殺したのか。そこまでさせた壮絶な親子の過去とは。そういった内容をさもドラマチックにおどろおどろしく語っていた。

　透過はどや顔で知った風な口をきく犯罪心理学者の顔に耐えられず、テレビを切ろうとした。しかしその時、ミソギが透過の名前を呼んだ。

「ずっとお聞きしたかったのですが、おーとまた、とはなんでしょうか」

「いまさらかよ」

　透とう過かは呆あきれたように息を吐く。

「まァ端たん的てきに言えば、凄すごいギミックの凝こった、可変アイテム、かな」

「ほほう、なるほど」

　わかっているのかいないのか、ミソギはそんな相づちを打つ。

「オートマタでよく言われるのが、その安全性と安価で造れること、そして使用の簡易化だ。でもそれは所しよ詮せんオートマタの副次的な効果に過ぎない。オートマタ技術で最も特徴的なのが、〝格納フオールド〟と〝展開アンフオールド〟だ。オートマタは〝可か変へん機き巧こう〟とも訳されていて、内部に複雑な機巧が施ほどこされていて、その形態を二つに変化させることができる。例えば静しず琉る華かから奪ったこの【トール】なんかは、格納時には十センチほどのペンライトや簡易電源として使えて、展開時には伸びて最大五十センチ近くまで長くなり特殊警棒になる」

　シャキン、と透過は【トール】のボタンを押して使用時の長さに伸ばしてみせた。

「有名な人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンなんかだと、【Ⅰ】アインスは格納時には人ひと型がたの形態で、展開時にはランス形態に様変わりする……これら二つの形を持てる事こそが、オートマタが革新的技術たる由ゆ縁えんだ」

　透過は子供の頃ころにテレビの前で釘くぎ付づけになっていたシーンを思い起こす。白い軍服を着た男が全身を覆おおうオートマタを武装し、それ一つでまるで鷹たかのように空を動き回る。それを見た瞬しゆん間かん、透過の中で何かが燃え上がった。自分もこうなりたい、と初めて夢を抱いだいた。

　その男が天てん城じよう寺じだと言うことを、透過は後から知った。

　そしてそのオートマタを造り出したのが父であるということも。

「好きなのですね、〝おーとまた〟とやらが」

「……小さい頃ころの憧あこがれだ。軍人になりたかったけど、親父おやじに許してもらえなかった」

「許す……？　しかし透過様。お父上の反対を押し切ってまで自我を通す勇気もなく、ただ流れのままに無為に人生を過ごすことを選んだのは透過様ではありませんか？」

「……うるせぇよ……」

　ただ、そう言われても、透過は特に苛いら立だちはしなかった。

　言葉にされて、ちゃんと指摘されて、結局どれだけ恨みがましい事を言ってみても、自分がやったことはただの言い訳なんだと、そう理解しただけだった。

　自分がやっていることは責任転嫁以外の何ものでもない。

「先ほどからそれは、何をなさっているのでしょうか」

　透過がフリマで購入した工具を取り出し、机の上で【トール】を弄いじっているのを見て、ミソギは尋ねた。透過は戻ってきてからずっと作業をしている。

「改良だ。このオートマタの機械性をいじくることはさすがに俺おれにはできないけど、外部にオプションを取り付けたりすることはできる。幸い、あのフリーマーケットで丈夫なワイヤーとか必要な物資を買うこともできたからな。目の前にある素材でできうる限りの改良を加えてみたくなった」

「さすがは絢あや吊つり家次期当主です」

「さすがに人形屋はもう廃業だ」

『人形屋　あやつり』は、十代目・絢吊有ゆう弦げんを以もつてして、終しゆう焉えんを迎えた。

　透とう過かは短い工作用ナイフを取り出して、今度は傍そばに置いてあった革のグローブを触りだした。

「透過様」

「なんだよ。今忙しいん──」

　振り返ると、ミソギが人差し指を立て、口元に当てている。

　それを見て透過はすぐに悟り、耳を澄ませた。事務室への階段を上がってくる音がする。そしてそれは、丁ちよう度ど事務室の扉の前で止まった。

　透過は目でミソギに合図を送り、【トール】を構え、ミソギはかこん、と木刀を取り出す。

　二人はゆっくりと扉に近づいて行き、その両端の壁に息を潜ひそめるように立った。

　コンコン、とノックをする音がする。そしてこちらの返答も待たずに、扉がゆっくりと開いた。事務室に足を踏み入れてきた人間に向かって、武器を振り下ろす。

　だが、完全に不意を突いたはずの透過の攻撃が、腕を摑つかんで止められる。

　さらに敵は、その隙すきを突いたミソギの木刀による一撃も、透過の腕を引っ張って【トール】で防いだ。その無駄のない動きに驚おどろく間もなく、透過の体がミソギに向かって投げつけられ、ミソギは透過の体を受け止めるように後方に後ずさる。

　だがそこから即座に態勢を直し、ミソギは木刀を敵に向かって突きつける。それとほぼ同時に、敵も懐ふところから抜き出した銃をミソギに突きつけた。二人は武器を向け合い静止する。

　それはほとんど息をつく暇もない一いつ瞬しゆんの出来事。

　ようやく、遅れてミソギの長い白はく髪はつが下にはらりと落ちる。

「貴方あなたは……何者です？」

　現れた敵を只ただ者ものでないと判断したのか、ミソギは珍しく低い声こわ音ねでそう尋ねる。彼女がそのまま木刀を突き出さないのは、この状況が拮きつ抗こうしていることを理解しているからに他ほかならない。

　透過は顔を上げ、ようやくその敵を睨にらみつける。薄暗い部屋。一瞬それが誰だれがわからなかったが、次第にその顔がはっきりと見えてくる。

　その端整な顔立ちをした、白い軍服の男は──

「天てん城じよう寺じさん……？」




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




「透過くん」

　鋭い表情を一転、顔を満面に明るくさせて、天てん城じよう寺じ正まさ嶺みねが言った。

　彼は一いつ瞬しゆんにしてその緊張を解き、ミソギに向けていた銃を下ろした。

「ど、どうして天城寺さんがここに？　俺おれがいるってわかったんですか？」

「この辺りで君の目撃情報が出ていてね。【Ⅰ】アインスに調べてもらったら、この潰つぶれたボウリング場で電気と水が使用された形跡があったんだ。だからきっとここにと──」

　ぶおん──振るわれた木刀を天城寺は避さける。木刀はメリ、と壁に突き刺さった。

「な……」

　かろうじてそれを避けた天城寺は、引きつった笑いを見せる。

「ミソギ、やめろ！」

「御ぎよ意い」

　命令されてミソギはようやく木刀を下ろした。そういえばミソギが天城寺と対面するのは初めてだったと思い出す。敵だと勘違いしていたのだろうか。

「え、えーっと……か、彼女は？」

「すいません。こいつはその……」

　透とう過かはそう言いにくそうに切り出して、ミソギに関して天城寺に説明をした。だがそれはあまりに荒こう唐とう無む稽けいな話で、透過は天城寺に一笑に付ふされるかと覚悟していた。

　しかし話を聞き終えた天城寺の表情は予想外に、真ま面じ目めに固められていく。

「なるほど、そうか。彼女は、絢あや吊つり家が造り出したという自動で戦う《からくり人間》、か。興味深いね」

「え……信じてくれるんですか？」

「噓うそなのかい？」

「……いえ、本当ですけど……」

「だったら信じるさ。絢吊家というものは、それをも信じさせてしまうほどの技術力を持ち合わせているのだからね」

　さも当然のように言って、天城寺は傍そばに置いてあったパイプ椅い子すを取り出して座り込んだ。

　天城寺の顔を見た途と端たん、透過の中で何かが落ち着いた。ほっとしてしまう。

　天城寺に遅れて、何かが部屋に入ってくる。【Ⅰ】アインスだ。それは天城寺の傍まで歩いて行くと、その横で立ち止まった。

「透過様……あの面めん妖ような生き物はなんですか？」

「お前が言うな」

　そう言われてミソギは渋々黙り込んだが、それでも【Ⅰ】アインスを不思議そうな目で見つめている。人形同士、何か引きつけ合うものがあるのかもしれない。

「さて、ひとまず落ち着いたところで、本題に入ろうかな、透過くん」

　そう言って天城寺は状況を仕切り直す。透過は尋ねた。

「あの後、どうなったんですか。クシナ……その、レジスタンスの奴やつと戦って」

「ん、ああ。透とう過かくんが逃げた後、すぐに逃げて行ったよ。どうやら逃げ道だけはきちんと確保していたらしい」

　ははは、と笑っている天てん城じよう寺じの右腕に、包帯が巻いてあるのがちらりと見えた。本人は決して口にしないが、怪け我がを負っていたようだ。自分を助けるために……。

「状況としては最悪だよ。君は、絢あや吊つり有ゆう弦げん殺害事件の容疑者として、指名手配されている。現場に残されていた足跡や、遺体のすぐ傍に落ちていた凶器の作業用ナイフにも君の指紋がべったりと付いていたり、証拠は充分に揃そろってしまっている」

「そんな……」

「でも作業用ナイフは普段絢吊家で使われていたものだし、透過くんの足跡があの家にあるのも当然だ……それで犯人とするにはあまりにも暴論すぎる。が、通報があった後、現場に透過くんがいて、しかも逃げ出したのが決め手になった。どうして逃げたんだい？　逃げずに無実を訴えれば、私もそれを証明できた」

　咎とがめるような視線に、透過は視線を斜め下に落とす。

「誰だれかに嵌はめられた……そう思いました。だとすれば、捕まれば相手の思うツボです。そう思ってつい……」

　透過が正直にそう言うと、天城寺はふむ、と鼻を鳴らし、

「確かに。透過くんが犯人だという証拠が丁てい寧ねいに揃えられていたからね。僕でも無実を証明するのに苦労しただろう……」

　そう言って透過の言葉に同意を示した。

「念のため聞くが透過くん、気を悪くしないでほしい。君は十代目を殺していないんだね？」

　天城寺が改まった様子で尋ねる。

　こくり、と透過は天城寺の目をしかと見据えて頷うなずいた。

「良かった。それが聞けて満足だよ」

　天城寺はにこりと笑う。

「……ということはやはり、あのレジスタンスの仕し業わざと考えるのが自然だろうね。公園で透過くんに声を掛けて僕を引きつけておいて、その隙すきに犯行に及んだんだ」

「どうして天城寺さんを？」

「それは僕が十代目を護まもっていたからさ」

「護る……？」

「そう。十代目は知る人ぞ知る、天才職人だ。今はその現場から離はなれていたとはいえ、国の宝である十代目を我々政府としても放っておけない。透過くんには黙っていたが、常時誰かがあの家を見張っていたんだ。僕も含めてね」

　それを聞いて、なるほど、と透過は合が点てんがいく。

　だから天てん城じよう寺じなんて超がつくほど偉い人間が、あの店に出入りしていたのか。友人などいない人嫌いの父が、唯一天城寺を店の奥に引き入れて長時間話しているのも、そういう理由があったからなのだ。

「だから僕を十代目から引き離したかったんだろう。そのために透とう過かくんを狙ねらったフリをした。案あんの定じよう、事を終えたら、奴やつらはすぐに退散したしね」

　国防軍において、最も強つわ者ものとされる《八はち傀かい儡らい》の内の一人、天城寺正まさ嶺みね。人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ン【Ⅰ】アインスを持つ彼を相手にするということ、それはつまり、国防軍そのものを敵に回すに等しい。

　それは透過も先の戦いで見て確信した。

　この男は、透過の知るただの優やさ男おとこなどではない。国防軍を率いる、軍人なのだ。

　そう改めて思うと、目の前の当たり前に会話している人物が、大きく見えてくる。自分が酷ひどく小さく見えてくる。

「しかも透過くんの心の闇やみを利用して、あわよくば君を仲間に引き入れようとでも思っていたんだろう」

「……そう、ですよね」

　あの時の甘い甘い、心を揺さぶる言葉も全すべて、透過の心を引き付け、天城寺の意識をそらすための、芝居だったのだ。

　あんな安い言葉に心を揺らがされたなんて。透過は無む性しように悔しくなった。

「奴やつらの、レジスタンスの狙ねらいは何なんですか？　あいつらは優秀な職人を誘ゆう拐かいしてるんですよね？　どうして……どうして、親父おやじは殺されなきゃいけなかったんですか？」

「……」

　答えにくそうに、天城寺は押し黙る。

　何か透過の知らない重要な話なのだろう。透過は覚悟するように生なま唾つばを飲みこむ。

「《機き巧こう操そう華か伝でん》──彼らの狙いはそれだろう」

「きこう……そうか、でん……？」

　透過が初めて聞いた単語を確かめるように復唱すると、透過の前にミソギが割って入った。そして案あんの定じよう、木刀を取り出す。

「何してんだミソギ──」

「貴方あなたは、どうしてその名を知っているのですか？」

　透過の声を無視して、彼女は天城寺に質問を投げかけた。

　問われた天城寺は、しっかりとミソギの目を見据えて答える。

「……ミソギくん、だったね。その様子を見るに、やはり君は知っているんだね。その存在と価値を……」

「《機き巧こう操そう華か伝でん》……それは代々、絢あや吊つり家に伝わる秘伝の書の名です」

「そう。絢吊家がこれまで培つちかってきた人形造りの技術の全すべてが、その書物に記してある。唯一にして無二のからくり指南書……」

「そして、それは一いつ子し相そう伝でん、門外不出のものです。その存在を知るものは絢あや吊つり家の歴代当主以外誰だれもいないはず……して、どうしてその門外不出の秘伝の書の存在を、貴方あなたのような他よ所そ者ものが知っているのですか？　事と次第によっては、私は貴方を斬きらねばなりません」

　その質問に確かな威圧を込めて、ミソギは尋ねた。天てん城じよう寺じもそれに気づいたのか、一いつ端たん深く考えるように時間を溜ためる。

　透とう過かはその場のピリリと張りつめた空気を感じ取り、その状況を見ていることしかできない。

「それは十代目が僕に頼んだからだよ……透過くん。君のことをね」

「……親父おやじが？」

「そう。十代目はこんな日がいつか来ると、そう確信していた。だからこそ唯一任せられるであろう僕に、透過くんの事を託したんだ。必然、僕はその時どうして十代目の命が狙ねらわれるのかを聞き、その際に《機き巧こう操そう華か伝でん》の存在について聞かされた……と、こういえば信じてもらえるかな、ミソギくん」

　訝いぶかしむように睨にらみ、その後ミソギは木刀を静かに下ろした。だがあくまで警戒する素そ振ぶりはやめない。

　そんな彼女を横目に、透過は一歩前に出て急せかすように尋ねた。

「教えてください。なんで親父は死んだんですか？」

「それは《機き巧こう操そう華か伝でん》が、この世界の常識を覆くつがえすほどの兵器になるからさ」







《機き巧こう操そう華か伝でん》──それは絢吊家当主が代々引き継いできた、一子相伝のからくり指南書である。そこにはこれまで絢吊家が造ってきたからくり人形の全すべてが記されており、それはつまり絢吊家の全てであると言ってもいい。先祖はこれを門外不出とし、店を継ぐ者だけがその存在と内容を知ることができる──ミソギは透過にそう教えてくれた。

「十代目が造り出した人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンは、そのからくり技術の粋すいを集めて開発されたと言っていい。常人では思いもつかないような複雑なギミックを、十代目は人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンの中に詰め込み、まるで本物の人と遜そん色しよくない物に仕上げた……言い換えれば《機き巧こう操そう華か伝でん》には、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンの全てが書かれていると言っていい」

　天城寺はそう続けた。

「透過くんも見ただろう。人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンはそれ一つで小さな都市なら容易たやすく制圧する。八つ集まれば、一つの国を落とせてしまうほどだ……これが味方である事は非常に頼もしいことだが、当然、敵にとっては最も厄介な存在となる」

　そこまで静かに聞いていた透過が、何かに気づいたように意識をはっとさせる。

「つまり、その書物があれば、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを倒せる、と……？」

「その通り。だからこそあのレジスタンスに限らず、この国に息を潜ひそめる無数の反政府組織に加え、我らの技術を疎うとましく思う諸外国は、その書物が喉のどから手が出るほどに欲しかった……それを十代目は理解していたからこそ、命の危険を感じ取っていた」

　透とう過かは天てん城じよう寺じの傍そばで静かに佇たたずむ【Ⅰ】アインスに視線をやった。

「十代目の編み出した可変機巧オートマタ技術は、当然世界を震しん撼かんさせた。しかしその技術を模倣できる者はいなかった。できて、家電製品などに使われている人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンの技術の一部を流用して、似たようなものを造るだけ。今現在流出している技術で造られているオートマタなど、十代目からすれば、小学生の工作に過ぎない。これがどれほど人間離ばなれしたことかわかるかい？　君のお父さんは、それだけ凄すごい人間なんだよ」

「親父おやじが……」

　机に向かう父の巨大で寡か黙もくな背中を思い起こす。

　受け入れたくない事実だ。だがしかし、有ゆう弦げんに反発する気持ちと同じくらい、ことモノ作りに置いては有弦という人間の凄さも認めているのが本音である。

　しかしそれが国宝だとか、天才だとか言われると、まだ信じかねる。

　むず痒がゆくて、笑いそうになる。

「して、貴方あなたはその《機き巧こう操そう華か伝でん》を、どこにやったのです？」

　痺しびれを切らしたように、ミソギが尋ねた。彼女は未いまだ天城寺を味方と信用していないようだ。

「それを教えて、どうするというんだい？」

「今すぐ返していただきたい。それは次期当主、透過様が引き継ぐべきもの」

「しかしこれは我が国としても、最重要機密扱いとなるべき代しろ物ものだ。一個人が所有するにはあまりにも危険すぎる。だから渡せない……と言ったら？」

「力ずくでも奪い取るまでです」

　再び一触即発の雰ふん囲い気きが流れる。

　だが天城寺はそれを受け流すように笑った。

「何がおかしい」

「いやいや。なんというか君は本当に透過くんが大事なんだと思ってね。実は君が木製人形を装ったレジスタンスの人間ではないかなど、疑っていたんだが、その心配はなさそうだ」

「……失敬な」

　つん、と言ってミソギは発していた警戒心を解といた。おそらくミソギもまた、天城寺の雰囲気から、彼が敵ではないとようやく理解したのだろう。

「凄いね、本当……どうして十代目はこいつらにも心を入れてくれなかったんだろうね……」

　天城寺は【Ⅰ】アインスを見て小さく独ひとり言ごとのように言った。【Ⅰ】アインスはいつものように黙然と立ち尽くしているだけだ。心のない、ただのロボットのように。

「天城寺さん……？」

「ああ、いや、試して悪かったね。真実を話すよ。《機き巧こう操そう華か伝でん》を僕は持っていない。それはおそらく、十代目を殺したレジスタンスに奪われた」

「そんな危険なものを、あいつは家に持ってたんですか？」

「君もよく知っていると思うが、十代目は酷ひどく頑固者でね。《機き巧こう操そう華か伝でん》を国で管理したいと願い出ても、決して首を縦に振らなかった。そもそも誰だれにも見せてすらくれない」

　透とう過かには、父が拒絶する様子が目に浮かぶようだった。

　あれは病的に頑固者で、透過も何度も困り果てたものだ。生前、母も父の頑固さには苦笑していたのを思い出す。

「しかしレジスタンスもその存在を知っていたのだろう。どこかで噂うわさを聞いたか、そういうものがあるはずだと予想していただけなのかはわからないけれど……とにかく、あの日、レジスタンスから協力を求められ、おそらく十代目はいつものように拒否したのだろう。それがレジスタンス相手だろうと、命を脅おびやかされていようと、有ゆう弦げんさんは首を縦に振る男ではない」

　だから、殺した。天てん城じよう寺じは少しだけ透過に気き遣づかうように、そう言った。

　瞬しゆん間かん、父の遺体がフラッシュバックされる。だらりと首を下げ、もはや物言わぬ肉にく塊かいとなった、父の姿が。

「十代目の遺体の後ろに簞たん笥すがあったろう。おそらくあそこに隠かくしてあったんじゃないかな。からくり簞笥と聞いていたから、隠し場所には持ってこいだ」

「そこにはもう、なかったんですか？」

「残念ながら。鍵かぎの掛かっていた引き出しも全すべて強引に開けられていた。いくらからくり簞笥だろうが、物理的に強引に開けられては為なす術すべもないよ。残念だけどね」

　それはかつて母もしようとしていたことだ。からくりなどといっても、所しよ詮せん小細工。強引な力の前では、些さ細さいなギミックなど意味をなさない。

「どれだけ馬ば鹿かなんだ……殺されるくらいなら、渡せば良かったじゃねぇか……」

　何な故ぜか、透過の手に強い憤いきどおりの力が溢あふれた。

　その感情が何なのか。どうしてなのか。それは透過にはわからない。

「ただ、気分を悪くしないでほしいんだが、おそらくレジスタンスとしては、この国を変えるきっかけとなった人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ン、それを造り出した十代目が憎かったんだと思う。レジスタンスという輩やからは、現体制を良く思っていない人間たちだからね。だから十代目を見せしめのように殺し、その息子である透過くんも……」

「殺したい。そういうことか」

　天城寺が言いづらそうに濁にごした部分を、透過はあえて自分で付け足した。

「殺したいというより、苦しめたいんだろうね。だからこそ十代目を殺し、君に罪を被かぶせようとした」

「でも、でもそこまでわかってるなら、国はどうしてレジスタンスを見つけ出さないんですか？　天てん城じよう寺じさんなら、そう言って軍を動かせるんじゃないんですか？」

「残酷なようだが、それは無理だよ。まずレジスタンスが犯行を行ったという証拠がない。そしてそのレジスタンスが、どこにいて、そもそも存在するのかどうかもわからないのに、軍は動かせない……となれば、目の前にはっきりとわかりやすい標的として存在する透過くんを追う他ほかない」

「そんな……でも、天城寺さんもレジスタンスと戦ったじゃないですか」

「どこの誰だれともわからない存在、とね。あれが実際にレジスタンスなのか証明はできないし、実質的に犯行を行ったと証明できない相手をレジスタンスと決めつけて処分は下せない。軍隊は何も無条件の暴力装置ではないよ」

「でも……！」

「透とう過か様」

　憤いきどおるように天城寺を追及する透過を止めたのは、天城寺ではなくミソギだった。彼女は身体からだを前のめりにする透過を制止するように、その手を差し出す。

　透過は自分が天城寺を困らせていると気づき、視線を落として黙り込んだ。

「なんなんだよ……こんな大事なこと、一つも言わないで。自分だけ好きなことをして、俺おれには古くさい人形作りなんてものを強制させて……ふざけんな！」

　透過から、乾いた愚ぐ痴ちがこぼれる。

　軍人になることを止めたくせに、その兵器を自分で造っていたのだ。納得いくものではない。

「それはきっと、透過くんを余計なことに巻き込みたくなかったからじゃないかな。十代目が造り出した兵器は、おそらく十代目本人も想像できなかったほどに、強大なものになった。手に余るものを造り出してしまった十代目はほどなくして研究所を辞めていった……それは君と、そして当時はまだ健在だった奥さんの身を案じてのことだと思う」

「……そんな事、信じられません……」

　今いま更さら良い人間だったのだろうと言われたところで、透過の心には響ひびかない。

　むしろ恩着せがましい父に、憤りすら覚える。

　殺されて当然じゃないか──そんな考えまで浮かんでしまう。

「話が長くなってしまったね。すまないが僕の方も時間がない。大事な会議を抜けて来ているからね」

「……またですか」

「いいんだよ。僕は根っからの現場タイプだから。椅い子すに座って資料と睨にらめっこは性しように合ってないんだ」

　ここまでの重苦しい話題など吹き飛ばすように、天城寺はへらへらと笑う。

　毒どく気けを抜かれ、透過も強こわばらせた肩の力を抜く。弱くではあるが、笑顔もこぼれる。

「透過くん。できれば君の無実を訴え出たいところだが、事ここに至ってはそうもいかなくてね。もちろん真犯人に白状させて、警察に突き出せればそれが一番いいが、レジスタンスなんて名乗る輩やからが、そんなことをすると思うかい？」

　思わない。透とう過かは心の中で答える。

「そう。だからここで大人の事情だ。政府としては、何としてでも《機き巧こう操そう華か伝でん》を取り返したい。それは先の説明でわかるね？　今も会議で議題に上がっているのは、そのことだ。奪われた指南書をどうするか。万一を考え、レジスタンスに対し対策も練られている」

「……？　軍としてはレジスタンスが犯人だと思っているということですか？」

「いいや。軍としては、絢あや吊つり透過がレジスタンスの一員だと考えているからね」

「そうか……そういえばそんなことになってましたね」

「そこで《機き巧こう操そう華か伝でん》だ。もしそれを奪い返した上で、無実を訴え出れば、政府としても君の言葉に耳を傾ける他ほかない。何な故ぜならそれには、この国の未来がかかっているんだからね。そこまでできれば、面倒な捜査などを飛ばして、君の無実を政府として認めさせることもできる」

「それが大人の事情、ですか」

「そうだね。とにもかくにも、まずはレジスタンスの居場所を見つけ出さなければならない。できそうかい？」

「俺おれ一人で、ですか？」

「ミソギくんもいるだろう？」

　言われて透過がミソギを見ると、彼女は小さく頷うなずいて返した。

　確かに頼りになる存在ではある。こと、戦せん闘とうに関しては。

「もちろんできうる限り僕も協力する。レジスタンスの居場所と、《機き巧こう操そう華か伝でん》の在処ありかさえ確定できれば、僕も公に動くことができる。透過くんにはそこまで頑張って欲しい……どうかな？　もし無実が証明できれば、君にはぜひ、今後のこの国の発展のために助力してもらいたい。つまるところ、十代目が途中で辞めたオートマタ研究の後を継いでもらいたい」

「俺おれが……？」

　一いつ瞬しゆん、返答を躊躇ためらう。

　だってそれは、茨いばらの道だろうから。下へ手たをすれば殺される。仮にうまくいったとして、透過に父の仕事の後を継ぐことなどできるのだろうか。不安ばかりだ。

　でもしかし、と透過は思う。

「わかりました。やってみます」

　彼は言った。難しく考えることはやめた。

　だってすぐそこに、透過の目指した未来があるのだから。

「そうか！　よし、それじゃあこれを……」

　言って、天てん城じよう寺じは内ポケットから何かを取り出した。透過は見たことのないその小さな機械に目を細める。

「これは僕が学生の頃ころに流通していた、かなり旧式の携帯電話なんだけどね。これなら電波探知に引っかからずに、僕と連絡が取れるようにしてある。持っていてくれ」

　透とう過かはそれを受け取り、珍しそうにボタンを押す。物理キーがあるというのが珍しい。今時どれもタッチスクリーンか音声認識だ。

「じゃあ、そろそろ行くよ」

　そう言って、天てん城じよう寺は立ち上がって扉へと近づいていく。それに反応して【Ⅰ】アインスも天城寺の後ろを付いて歩き出した。ミソギがそれを気味の悪そうな目で見つめる。

「それじゃあ透過くん、絶対に無理だけはしないように。困ったことがあったら、遠慮なく電話をくれ」

「はい」

　そうして天城寺はにこりと微笑ほほえみ、事務室を出て行った。部屋は一気に薄暗さを取り戻し、沈黙がその場を支配する。

　すると透過を、激しい眠気が襲おそってきた。ここまでずっと緊張しっぱなしだったからだろう。その上、耳を疑うような事実を聞かされて、頭の中がいっぱいだった。

　透過はベッドへと飛び込んだ。すると透過のまぶたが自然と閉じていく。気がつけば透過はそのまま深い眠りについていた。
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　夢を見た。それは透過が幼稚園の頃だ。

　かつて透過は工作の時間にからくり人形を作ったことがある。ネジを巻けば、猫がちょこちょこと動き出す、とても簡単なからくり人形だった。しかし年とし端はもいかない幼児が、そんなものを作り出してしまうことはとても衝しよう撃げき的てきだったらしく、その作品は地方新聞に紹介され賞を取った。でも賞を取ったことよりも、そして母が褒ほめてくれた事よりも、透過にとって一番嬉うれしかったのは、父が喜んでいたことだった。

　決して笑っていたわけではない。だが、父はその猫のからくりをきらきらした目で眺め、何度もネジを回しては動かして、それを見つめていた。透過は父にからくりの作り方を教えてもらったわけではなく、父の仕事をいつも横から見て、それを盗み取ったのだ。

　おそらく父にとって、自身の仕事を尊敬して真似てくれた息子が嬉しくてしょうがなかったのだろう。それはどんな父親だってそうだ。子供が自分のやっていることを尊敬し、自分もそうなりたいと言われれば、嬉しくてしょうがないだろう。しかもそれが天才的であるなら、なおさら自慢の息子だ。

　透過にとって、それはまだ人生が楽しくてしょうがなかった、そんな幸せな時期の思い出である。まだ笑顔で、無む邪じや気きに笑い、父を尊敬していた時の。

　その後、時代は変わり、透とう過かの興味はからくり人形からオートマタへと移り、そうして次第に父への尊敬の念も失われていった。

　かつて天才だと持もて囃はやされたその少年の才能も、すぐに陰かげりを見せ始め、透過はただの人間となった。

　何の取り柄もない、ただのひねくれ男へと……。

「透過様」

　ぷつん──と、懐なつかしい夢の景色が途切れ、意識が覚かく醒せいする。

「ん……なんだ」

　ミソギの声だろう。透過は眠ねむ気け眼まなこをこすりながら起き上った。辺あたりは未いまだ暗く、透過が眠ってからそう時間は経たっていないことを示していた。

　ミソギを見る。彼女は事務室に設置された窓の傍そばに寄り、そこから下のボーリング場を見下ろしている。手には木刀。

　どうやら芳かんばしくない状況だと理解した透過が、ゆるりとミソギに近づいていく。ミソギは透過が近くまで来たのを確認すると、視線で窓の外を見るように合図した。

　透過はゆっくりと二階事務室の小窓からボーリング場内を見下ろす。真っ暗なその場所に、二つほど光があった。

　黒いアサルトスーツに、手には先端にライトの付いた銃──機き巧こう隊たいだ。

「昨日の黒ずくめどもですね」

「バレたのか……早いな」

　しかし天てん城じよう寺じも、透過らしき目撃情報からここを捜さがし出したと言っていたから、機巧隊に見つかるのも時間の問題だったろう。場所を変えなかった自分のミスだ。

「助かった。お前が眠れない人形で良かったよ……よし、支し度たくして逃げるぞ」

「……」

「……どうした？」

　ミソギがその目をぱちくりさせて自分を見つめていたので、透過がそう尋ねる。

「いえ。初めてお褒ほめいただいたので」

「……そうだっけか？　てか急にハズいこと言い出すなよ。いいから行くぞ」

「御ぎよ意い」

　平へい坦たんなミソギの声こわ色いろが、少しだけ跳ねた。

　透過はすぐにフリマでそろえた衣服に着替えて伊だ達て眼鏡めがねを掛け、荷物を全すべてリュックに詰め込んでそれを背負った。改造を施ほどこした革のグローブを手に嵌はめ、腰には【トール】を携たずさえる。準備は万端だ。

　再度窓から下を確認すると、機巧隊の二人は銃を右へ左へ動かし、静かにボウリング場内を探索している。互いに手で指示を与えながら、こちらへと近づいてくる。

　──と瞬しゆん間かん、光が大きく動き、二階の事務室に向けられる。

　透とう過かは反射的にしゃがみ、陰に隠れこんだ。

　見られたか、見られてないか。どちらにせよ、急いでここから逃げなければ。

　だが事務室から出ようとしたところで、透過はその扉の取っ手を摑つかむ手を止める。ごく静かではあるが、機き巧こう隊たいが階段を上がってきている音がする。今このドアを開ければ鉢はち合あわせだ。

　どうする？　と透過は寝起きの頭をフル回転させる。

　ここで待ち構えて機巧隊を不意を打って返り討ちにすることは可能かもしれない。だが懸念すべきは仲間の存在だ。機巧隊は基本少数では行動しない。三・四人の小隊が五つほど集まって、一つの隊を成す。とすれば、ここで二人を返り討ちにしても、外にいる仲間を警戒させるだけだろう。

「透過様？」

　ミソギが急せかす。

　それは機巧隊の足音が、すぐそこまで近づいてきているからだ。

　もはや悩んでいる時間などない。

「……ミソギ」

　透過は思考の末、苦肉の策を持ち出した。







　すたん。とまるで漫画のキャラクターのように、ミソギは二階の窓から外へと着地した。

　多少衝しよう撃げきはあったものの、ミソギの両腕にお姫様抱っこされた透過は無事だ。何の支障もない。ただ一つ、精神的なダメージを除いて。

「もういい。下ろせ」

　とにかく下りよう。何な故ぜか偉そうに言って、透過はミソギの両腕から地面に下りる。

　これこそが、絢あや吊つり透過の苦肉の策だ。秘技、逆お姫様抱っこ。ミソギは人形故ゆえ、透過一人くらいなら軽々持ち上げられる。持ち上げられるどころか、走って飛び回れる。絵的にはなんとも言い難い光景だが、逃走する透過にとってはこれ以上ない逃走スタイルである。

　実は透過、京きようの街を脱出する際もこの方法で警察の追跡を振り切ったのだ。

　ただしこれを使うのは、ここぞという時だけだ。

　だって恥ずかしいから。

　とにかく誰だれにも見られてはいないようで、透過はほっと胸を撫なで下ろし、すぐさま物音ひとつしない暗く汚らしい路地を走りだした。

　──と、小さな羽は音おとがする。視界の上に、何かが浮いている。蜂はちだ。無ぶ骨こつな機械の蜂が、透過を見下ろしている。それは国防軍、及び警察が使う、無人探索機──。

「しまっ──」

　慌あわてて身体からだを翻ひるがえすも、蜂はち型がた探索機はそのお尻しりから出るスタンニードルを音もなく射出する。

　だがその針を、ミソギが摑つかんで止める。常人にはできない芸当だ。無人探索機は激しく電流を流しているようだが、ミソギに電流は効かない。ミソギはその機械蜂を摑み、

「なんと。この時代は昆虫も随ずい分ぶんと大きいのですね」

「馬ば鹿か、さっさと壊こわせ！」

「こっちだ！」

　と、通りの奥から、機き巧こう隊たいの人間がぞろぞろと現れる。無人探索機が透過を見つけた時点で信号を飛ばしていたのだろう。

「くそっ！」

「透とう過か、待て！」

　聞き覚えのある声がして、透過は足を止める。振り向くと、先ほど透過が出てきたボウリング場二階の事務室窓から、機巧隊の一人がこちらを見下ろしている。

　その人物は顔に付けた小さな暗視スコープを取り外した。その顔は透過のよく知る幼おさな馴な染じみ、四し条じよう静しず琉る華かだ。

「逃げるな透過！　きちんと罪を償つぐなうんだ！」

「犯してもない罪を償えるかよ……！」

「なに？　どういう意味だ？」

「……俺おれは……」

　パァンッ！　──と、二人の会話を遮さえぎるように、弾丸が透過の足元に着弾する。透過は慌あわてて身を屈かがめ、近くの建物の陰へと隠かくれた。撃ったのはもちろん機巧隊だ。彼らにとっては四条と透過の会話などどうでもいいらしい。気がつけば外にいた機巧隊が横一列に並んで銃撃の態勢を整えている。

　機巧隊が構えているオートマタ銃【インパクト】は、相手を殺さないように衝しよう撃げき弾だんを採用している非殺傷武器だ。当たっても人体を貫通せず破裂し、人体に痛烈な衝撃を与える。

　つまり、その銃弾に当たれば、即行動不能。

　パァンッ──と、【インパクト】から放たれた衝撃弾が破裂する。透過は強く目を瞑つむるが、それが当たったのはミソギが摑む無人探索機だった。ミソギが透過へ放たれた銃弾を、その手を伸ばして止めたのだ。無人探索機はその衝撃に呆あつ気けなく沈黙する。

「な!?」

　撃った機巧隊員たちがざわついた。通常の銃弾よりも射出速度が遅いとはいえ、腐っても銃だ。加えて今は夜。人間の目でそれを捕らえ、止めることなど不可能。

　ただし、人間の目では、だ。

「透過様。今凄すごい音が鳴りましたよっ、見ましたか？」

　からくり人間ことミソギは、しかしその凄すごさなど自覚していないようで、たった今起こった破裂音を不思議がっているようだった。むしろ楽しそうだ。

「ええい！　撃て撃て撃てぇい！」

　機き巧こう隊たいが横一列に銃を構え、容よう赦しやなく衝しよう撃げき弾だんを打ち込む。パパパパパァンッ！　と連続した破裂音が響ひびき、透とう過かは耳を押さえてぐっとその場にしゃがみ込んだ。しかしそれはミソギの全身至る所にヒットし破裂するものの、ミソギの身体からだには傷一つ付かない。

「おお……なんという美しい調べでしょうか。この音、癖になりますね」

「楽しんでる場合か馬ば鹿か！」

「……なんと……」

　機巧隊と向き合うミソギが、呆ぼう然ぜんとそんな声を漏もらして少し上を見上げている。何事かと思い透過が物陰から顔を出すと──

「おいおい……噓うそだろ？」

　愕がく然ぜんとした。

　機き巧こう戦せん闘とう車しや両りよう【ガルム】。巨大で機動性の低い戦車よりも、より市街地での戦闘を意識した造りの軽戦闘車両である。対戦闘車よりも、対人に重きを置いており、【ガルム】が投入された戦場では、歩兵は皆等しく屍しかばねになると言われている。まさにこの国の番犬と言えよう。

　だが、今透過の目の前にいるそれは、戦闘車両であるはずなのに、車の形をしていない。

　それもやはりオートマタなのだ。

　戦闘車両型から展開されたそれは、巨大な二足歩行兵器へと変化を遂げた。戦闘ロボット、というほどに大きくはないが、それでも三メートル程の高さがあり、至る所から無ぶ骨こつな丸い砲口が飛び出している。それは数多あまたの歩兵を一いつ瞬しゆんにして蜂はちの巣にし、決して背後に通さない。

「あんなもん、図鑑でしか見た事ないぞ……」

　ズドドドドドッ!!　──無数に飛び出る砲口から、弾が無数に射出される。それはミソギが立っていたその場所を容赦なく吹き飛ばした。

「ミソギ！」

「なんでしょう」

　予想外の方向から声がする。高く上を見上げると、傍そばにあった街灯の上にミソギがいる。

　やはりというか、透過とは裏腹に、特段今の状況に焦あせりを感じていないようだ。彼女はじっと【ガルム】を睨にらみ付けながら、

「少しばかり骨が折れそうです。透過様は先にお逃げください」

「逃げるって……一人でやれんのか。あんなもん相手に」

「できるできないではございません。私には透過様を守るという選択肢しかございませんので」

　透過はじわりと額ひたいに汗を滲にじませながら、機巧隊と【ガルム】……そして、ミソギを再度見て、

「絶対に死ぬなよ」

「……そのお言葉だけで、感極まる思いでございます。では……！」

　かこん、とミソギが木刀を抜き、街灯を蹴けって建物の壁に飛び移る。それに対応して、【ガルム】から無数の銃弾が容よう赦しやなく浴びせられ、その銃弾の雨を浴びた建物が無残にも崩壊していく。それでもミソギはそれを華麗に避よけながら、壁を蹴り【ガルム】へと襲おそいかかった。

　そこまで見届けて、透とう過かは反対方向に向かって走り出した。

　銃撃音が次第に遠くなっていく。工事途中で止まっている建物が多くある暗黒街では、身を隠かくすことは容易たやすい。透過は右へ左へ蛇行しながら、できるだけ距きよ離りを取る。

「はァ……はァ……」

　完全に音が聞こえなくなったところで、透過は大きく息をつく。最近はずっと走りっぱなしだ。しかも逃げるというのは、普通に走る以上に精神力を使う。

「駄目だな、やっぱり持久力はきちんとつけとかないと……」

　その時、工事現場に張られた防音シートの向こうを、複数人の足音が駆け抜けていく。この独特の重く短い足音は、先ほど聞いた機き巧こう隊たいのそれと同じだ。

　ミソギがやられた？　と一いつ瞬しゆん考えるも、ミソギが機巧隊を全員引きつけられるわけがないと思い至る。おそらくミソギを相手する部隊と、透過を追跡する部隊が分かれたのだろう。そしてそれはすぐ傍そばまで来ている。

　周囲を見渡し、透過は誰だれも住まなくなり朽くちた果てた灰色のマンションへと足を踏み入れる。

　錆さびた自転車や擦すれたビニール傘などを横目に、階段を上がっていく。

　──と、透過が五階へ足を踏み入れようとした瞬しゆん間かんだった。

　ピンッ、と小さく何かが弾ける音がした。それとほぼ同時に、強烈な爆ばく発はつ音おん。透過の視界は一瞬にして白光に覆おおわれる。透過の身体からだは爆発に押されるように地面に転がった。頭を振り、顔を上げる。

「──な──だ──」

　声が、途切れる。

　いや、耳が聞こえないのか。

　とにかく地面に転がった透過は、今自分が足に引っかけたワイヤートラップにより、爆殺されようとしていたことを理解する。直前の一瞬で気づいてなんとか大きく前に転がったから良かったものの、気づかずに引っかかっていれば、そのまま透過の身体はいくつかに分裂していただろう。透過が購入し気に入っていた伊だ達て眼鏡めがねが、粉々に砕け散っている。

　これは誰かが仕掛けたのだ──透過の逃走を待ち受けて──殺すために。

　激しく頭を振る。少しずつではあるが視覚と聴覚が元に戻っていくのを感じる。

　と、そこに人の気配を感じて、透過は顔を上げる。廊下の向こう、そこには奇妙な仮面を被かぶった女が一人、こちらを黙って見据えている。プロポーションから察するに女であろうその人間は、全身をぴちっとしたＶラインのウェットスーツのようなものを着ていて、十センチほどの厚底靴を履はいている。長い足が余計に長く見える。

　さらに反対にも一人、日傘を差した小さな女がいる。

「その気持ち悪い仮面……お前ら、あの時の……？」

　ゆらりと立ち上がり、透とう過かがそう問う。それはあの事件の日、クシナを守るように飛び出てきた人間と同じ仮面だ。

　だが彼らは話すつもりはないらしい。沈黙を返してくる。

「……その面には話す口もないってか？」

　その時、仮面の女の履いていた厚底靴が、淡くライン状に黄色く光ってその形を変えていく。それを合図に、反対側の女が差していた傘も青い光を伴って変化していく。

　展開アンフオールド──それは特殊な可変機巧オートマタがその形を変形させる際の光。

　厚底靴はその分厚い靴底を両りよう脇わきに開いて上に伸び、膝ひざ下した全体を覆おおうグリーヴへと。

　日傘はその身を大きく開き、骨組みが外れてプロペラに。

　それぞれが、それぞれの形を形成していく。

　初めに動いたのは、グリーヴの女だ。その長い足を覆うグリーヴから激しい風のようなものが噴ふき出し、一足飛びで十メートルほどあった透過との距離を縮めてくる。

「……丁ちよう度ど良かった。俺おれもお前たちに聞きたいことがあったんだよ！」

　シュキン──透過は腰に携たずさえていた特殊警棒を抜いた。そしてそれを跳んでくる女に向かって振るう。

　だが、ブオッ、と激しいまでの音と風圧が女の足の底から吹き出て、女の身体からだを宙で方向転換させる。まるで見えない地面を蹴けって、もう一度跳ねたかのように。透過の特殊警棒はあっけなく宙を殴る。

　女は啞あ然ぜんとする透過の上空を弧を描いて越え、その背後に移る。そして着地する前に、そのまましなるような足を振り下ろすように蹴りをかましてくる。シュッ、と風を噴き出して勢いを加えてだ。

　かまいたちのように襲おそいかかるその攻撃を、透過はそのまま前に転がることで避ける。

　ドガァッ!!──と強烈な音がして、床が大きくヒビ割れた。今のをまともに受けていれば、透過は軽くひしゃげたであろう。

「問答無用で殺す気かよ！」

　確認するまでもない。態勢を直して苦し紛まぎれに特殊警棒を振るう。

　しかし女は地面にしゃがみ込んだ不安定な体勢から、再びグリーヴから風を噴き出して、そのまま地面をスライドするかのように大きく距離を取る。まるでエアホッケーだ。

　おそらく女のグリーヴ型は、風を操るのだろう。グリーヴの所々に空いた風穴から強く風を噴き出し、それにより筋肉の動きに関係なく足を動かせる。より強く風を噴き出せば、その風圧で空中でも方向転換できるというわけだ。

　間違いなく、違法改造オートマタと言えよう。

「ちッ！」

　透とう過かはこの場は不利だと判断し、階段を駆け上がって屋上へと出る。丸い月が透過を出迎えた。振り返る。屋上を上がってきたところを、警棒で返り討ちにする。

　などと透過が思考していたその瞬しゆん間かん。背後から、プロペラ型のオートマタを扱うその小さな女が、巨大な竹とんぼのようになった日傘に捕まるようにして空を飛んで現れた。

　そして女はそのプロペラを、透過に向かって振り下ろす。

　ズガガガガッ!!　──それはまるで掘くつ削さく機きのように地面をえぐる。透過の足は地面に突き刺さるプロペラのギリギリにあった。

　たらり、と透過に冷や汗が垂れた。

　襲おそいかかる。容よう赦しやない殺意。

　ここにはミソギも天てん城じよう寺じも、自分を護まもってくれる警察もいない。

　誰だれも、いない。

　背後の階段から、グリーヴ型オートマタの女が屋上へと踏み入る。再び挟はさまれた。

「……どうして俺を狙ねらう？　クシナはどこだ？　お前らが親父おやじを殺したのか!?」

「……」

　透過の焦あせりを嘲あざ笑わらうかのように、彼女は言葉を発しない。沈黙を保つ。

　ジリ……透過は僅わずかばかり身体からだを後ずさる。

「背はい水すいの陣だな、絢あや吊つり透過ちゃ～ん」

　と、向かいの建物の屋上から、声が聞こえた。

　向かいのマンションの屋上に、同じように仮面を被かぶる男が一人、屋上の縁ふちに足をぶらつかせながら座っている。

　そのヘッドホンを付けた男を見て透過は、

「お前、昼間会った、アクセサリー屋の男……だな？」

　そう尋ねた。

「……ははっ」

　仮面の顔の奥で、男は笑う。

　すると男はゆっくりと仮面を外した。そこからは案あんの定じよう、昼間のアクセサリー屋のくねくね髪の男の顔が出てくる。男は相変わらずな軽薄な様子で、

「いやいや、まさか気づかれていたとは。この特徴的な髪は隠かくしていたんだけどなー」

　しゅるりと、髪を包んでいたフードを取り、出てきた髪をくしゃくしゃと弄いじる。

「お前のくねくねとひん曲がった天パなんぞ鼻っから興味ねぇよ」

「酷ひどいなぁ、評判いいのに。じゃあどうやって見抜いたの……声を憶おぼえられるほど喋しやべった記憶もないんだけど」

「首のホクロだよ。それが一緒だ」

「……へぇ」

　驚おどろき、自身の首元のホクロを撫なでながら、男は目を細めた。

「すさまじい観察眼だ。さすが、国宝・絢あや吊つり有ゆう弦げんの息子、といったところだ。それとも当てずっぽか？」

「そっちのグリーヴ女は今朝助けたブロンド髪の女。日傘女は、俺おれがミソギの服を買った店の女だろ？　見た時から気づいてたさ」

　透とう過かが事もなげに言うと、二人の女も同じようにその仮面を外した。その奥からは、やはり見知った顔が二つ出てくる。

「グリーヴを付けたブロンドの彼女がソヨ。日傘のそっちがアイ。そして俺おれがセンリだ。自己紹介、まだだったよね？」

「必要ない。犯罪者の名前なんて憶おぼえたくもない」

「だったら君の名前も覚える必要もないね」

　くねくね髪の男──センリという軽薄そうな男が言って、透過はギッと目を鋭くする。

　センリは肩をすくめて挑発するように笑う。

「くだらない挑発はいい。答えろ。クシナはどこだ？」
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「地球のどこかにいるよ」

「どうして俺おれを襲おそう？　前は仲間になれと言われたはずだが？」

「あんなもの、君を欺だますための方便だ。まさか本気にしちゃったのかな？　はははっ」

　センリは真ま面じ目めに答える気がないのか、そう透過を挑発する。

　暴発しそうになる怒りを抑え、透とう過かは一度大きく息を整えて、尋ねた。

「……てめぇらが、親父おやじを殺したのか？」

「だったらどうする？　んん？」

　返答とほぼ同時、透過はセンリに向かって駆け出した。

　当然、その道を阻むようにグリーヴを装着したソヨが飛び出てくる。その長い脚を振り上げて透過を狙ねらう。

　だが透過は持っていた【トール】を格納フオールド状態にし、ペンライトを点つけた。

「……！」

　突然発した眩まばゆい光に、ソヨは顔を覆おそう。その隙すきを突いて透過は彼女の身体からだを摑つかむ。そして同時に透過の道を阻はばんできた日傘のアイへとその身を投げるつける。少女二人は互いに絡からみ合うように転んだ。

　透過はそれを見届けることなく、そのまま一直線にセンリへと駆ける。格納した【トール】を再度展開して特殊警棒にする。もはや阻むものはない。

　しかし──透過は足を止めた。止めざるを得なかった。何な故ぜならそこは、屋上の縁ふちだったから。それ以上先に、透過の踏むべき地面はない。

「ははっ。どうしたの、俺を殴りたいんじゃないのっかな～っと？」

　挑発するようにセンリは唄うたう。

　センリが座る向かいの建物の屋上まで、目測で三メートル。そう遠くはないが、しかしこの高さだ。踏み切るには少々勇気がいる。

　そう躊躇ためらっているうちに、ソヨとアイが体勢を立て直し、透過の背後を埋める。

「やだねぇ、根性なしは。やっぱり男は思いきりでしょ。ああそうか、温室育ちで内うち弁べん慶けいの絢あや吊つり透過ちゃんは、根性まで鍛きたえてもらってないのかな」

　ケラケラと、不愉快に笑う。それは透過がこちらまで来ないと、そう踏んだ上での挑発だ。

　だが──

「はっ、男のくせに女に戦わせて見物かよ。だせぇな」

「……あ？」

　センリが挑発したその男は、毒を吐かせれば右に出るものなどいない、ひねくれ男だ。

「そんなとこで縮こまってないでお前がかかってこいよ、天パ野郎。相手してやるよ」

　透過はそう挑発を返す。

　センリは苛いら立だちに一いつ瞬しゆん顔をひくつかせながらも、

「わかってねぇな。俺おれが相手しなくてもお前は後ろの二人に負けるっての。俺はそれを見てるのが楽しいんじゃないか」

「そうかそうか。女の後ろに隠かくれて高みの見物か。だったら一生隠れてろ、根性なし」

　女の後ろに──人のことは言えないな。と透とう過かは自分で思いながらもそう言い捨てて、反転する。もはやお前に用はない、と言わんばかりに。

　するとずっと座っていたセンリがすくりと立ち上がり、その弛ゆるんだ顔を怒りに染めていく。

「おいおいおい……あんま舐なめてくれんなよ、おい！」

「……」

「無視してんじゃねぇよ！　絢あや吊つり透過ッ！」

　激げつ昂こうしたような声に透過が振り返ると、センリが腰に差した刀を抜いた。距きよ離りはある。和刀は届かない。なのに、どうして、センリの抜刀した刀は、幾いく重えにも分裂して伸びる。そしてまるで鞭むちのように、透過に襲おそいかかる──

　──瞬間、月が陰った。

　屋上に立つセンリのさらに頭上を越えるように、何かが舞い降りてくる。そしてそれはそのまま透過の後ろに降り立ち、迫り来る和刀をはじき返した。

「ご無事でしたか、透過様」

「……遅おせぇよ、アホ人形」

　そう言って透過は笑った。




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




「お待ちください。私は人間です。何度もそう申し上げています」

　透過の辛しん辣らつな感謝の言葉に、ミソギが振り返ってそう抗議した。

「あーわかったわかった。いいから前向け」

「本当ですか？　本当にわかってくれていますか？」

「しつこいなお前。空気読めよ」

「ですから、私にはそのような能力は備えられておりませんと以前に申しましたが」

　緊張感ある空気を一いつ瞬しゆんにして台無しにするミソギ。その変わらない様子を見て透過は、

「……無事だったんだな」

「勿もち論ろんです。あのようなデカブツ、私の敵ではありません」

「おいおいおい、君たち囲まれてるってことを理解しろよな！」

　二人の会話を遮さえぎるように、センリが叫ぶ。右手に持った和刀は、ゴムで引っ張られるかのように普通の和刀の形状に戻っっていった。どうやら瞬間展開型のようだ。

「ミソギ、後ろの二人を頼む」

「透とう過か様……？」

　透過がそう言ってミソギの横を通り過ぎ、屋上の縁ふちから────跳んだ。

　今度は躊躇ためらいなくジャンプした透過の足は、なんとか向かいのマンションへと到達する。

「俺おれはこっちの天パの相手をする。お前はそっちの二人を倒せ」

「しかし、透過様……」

「お前に守られてばっかいられるかよ。俺を舐なめんな」

「……御ぎよ意い」

　ミソギは透過から視線を外し、反転した。

　ミソギはソヨとアイの二人と、そして透過はセンリと──互いに睨にらみ合う。

「かっこつけて落ちたら面白かったのになぁ」

　センリが挑発気味に言う。

「お前が来ないから来てやったんだろ？　感謝しろよ、天パ」

「天パ天パ言わないでくれるかな。一応美容院でパーマを掛けてるんだ。高いんだよ、これ」

「知るかよ、天パ。そろそろ女の後ろで縮こまるのは終わりにしようぜ。互いにな」

「いいねぇ……いちいちムカツクんだよなお前！」

　センリが和刀を振るい、それを透過が【トール】で受ける。







　背後から響ひびく激しい金属音に、ミソギは意識を持って行かれる。

　だが、前方で何かが動いたのを感じてすぐさま視線を戻す。ソヨが一足飛びでミソギに向かって跳ちよう躍やくしてきていた。

　ミソギはタイミングを合わせて木刀を振るうが、ソヨの身体は宙で跳ねてミソギの攻撃をさらりと避よける。以前と同じだ。宙で身体を捻ひねって回転し、その勢いを持ってして足をミソギに振り抜く。当然、激しく風を噴ふき出して勢いを加えている。

「え……！」

　地面をも砕くその可か憐れんな一撃を、しかしミソギは手で止めた。

　あっさりと、簡単に、足を摑つかんでいる。

　そのままソヨの身を振り回して、屋上の外に向かって投げ捨てる。しかしソヨは空中で体勢を立て直し、まるで丸く曲がった壁を滑すべるように空を横に滑かつ空くうして、再び宙を蹴けってミソギに特攻する。

「なんと……。空をも駆けるとは、おーとまたには驚おどろかされます」

　あっけらかんと言い、ミソギもソヨに向かって走り出す。急接近してきたミソギに驚きつつも、ソヨが回転蹴りを振るうと、ミソギは大きく足を開いて体勢を地面ギリギリまで落として避け、そのまま滑るようにソヨの下を通って反対側に出て立ち上がった。

「う、そ……！」

　人間とは到底思えないその動きに、ソヨが慌あわてて距きよ離りを取ろうとする。だが彼女のグリーヴ型オートマタからは風が噴出されない。理解できず着地を失敗し、ソヨは不細工に地面に転がった。見ると、自分の自慢のグリーヴ型オートマタが、大きく凹へこんでいる。どうやらすれ違いざまに木刀で斬きりつけられたらしい。

　壊され機能しなくなったオートマタは、もはや重い足あし枷かせでしかない。

「一人」

　ミソギがカウントするように言う。

　と、ミソギの背後上空から、アイが隙すきを突いて攻撃を仕掛けてくる。プロペラ型のオートマタを激しく回転させ、振り下ろす。

　ズガガガッ!!　地面が削られる。だがそこにミソギはいない。

　ミソギは着地したアイの上にいた。

「……そんな……！」

　驚いている暇もなく、アイがプロペラを上に向けてミソギの攻撃を防ごうとする。激しく回転するそれは、強力な武器であると共に、強力な盾たてにもなる──だが。

　中心。回転する羽を束ねるその中心部分に向かって、ミソギは木刀を振り下ろした。すると激しく回転していたそれは、呆あつ気けなく動きを止める。アイは小さな悲鳴を上げて、後ろに倒れた。羽はあちこちにひん曲がり、もはや使い物にならない。

　唯一の武器でもあったオートマタを破壊され戦せん闘とう不能になったソヨとアイ。そんな二人に向かって、ミソギは木刀を向ける。

「王手です。これ以上無駄な抵抗のなきようお願いします」







　ガキィン！　ガキィン！　ガキィィィン！

　隣の建物の屋上。

　そこからは幾度となく金属音が響き渡る。それは透とう過かとセンリによる攻防だ。

「あのタトゥーの大男。お前たちの差し金だろ？　どうして、あんな遠回しに俺おれを狙ねらった？」

「ん～？　できればこっちの手を汚すことなく、勝手に死んで欲しかったんだけどね。まさかあんなかわい子ちゃんがいて、しかもめちゃ強いとは思ってもみなかったんだよ」

「どうして俺を殺す？」

「邪じや魔ま、だからだよん！」
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　再び大きな金属音がして、透過がよろける。見るからに押されているのは透過と言えよう。

「おいおい。なんだそれ。君、それで俺に喧けん嘩か売ったの？　弱っ」

　トントン、と肩で和刀を叩たたくセンリの表情には、透過と違い余裕がある。

「一応銃とかもあるのに、君と同じ条件で戦ってあげてるんだけどなぁ」

「言ってる割に一回も当たってねぇぞ」

「ったく。口だけは立派だなぁ……モテないでしょ君」

「おあいにく様。そんなもんで人間の優劣を測はかるほど、低次元で生きてないんだよ」

「はっはっはっ。いるよねぇ、そういう奴やつ。彼女なんて面倒だから作らないとか言っちゃって、作れないの間違いでしょ？　ほんと実力の伴わない見栄っ張りの男ほど、見てて恥ずかしいものはないよね」

　ケラケラ、とセンリは天てん城じよう寺じとはまた違う不快な笑い声を上げる。

「おらおらおら！　どうしたんよ！　ははははっ！」

　彼は嘲あざ笑わらいながら刀を振り回す。透とう過かはかろうじてそれを弾くことしかできない。決して攻撃が速いわけではない。激烈ではない。むしろ透過が防げるギリギリで攻撃をしてくれているかのようだ。

「君は新世代孤児って知ってるか？」

「新世代、孤児……？」

「そう。皇おうが代わり時代が変わって、この世の中は大規模な取捨選択を迫られた。かつての人が刀を捨て、銃を手にしたように。木製を捨て、機械を扱ったように。伝統を捨て、革新を選んだように。時代が変われば、全すべては変化を余よ儀ぎなくされる！」

　そうして元々あった、必要とされていたはずの仕事を失い、路頭に迷う人間が多く出た。少し前まで温あたたかい家庭で、何不自由なく暮らしていたのに。気がつけば家を失い、ゴミ箱を漁あさっていた。

　何が悪かったわけではない。別に怠たい惰だでも怠慢であったわけでもない。

　何一つとして糾きゆう弾だんすべきところなどなかったのに。

　なのに。

　ただ必要ないと言うだけで、新時代に置いてけぼりを喰くらった人間が大勢いた。

　それは透とう過かの店がそうだったように。

「それが俺おれたちだ！　時代に取り残され、親に捨てられた！　だから俺たちはこの国を正す！」

　一緒にこの国を救ってほしい──クシナのその言葉が思い起こされる。

　彼女もまた、新世代孤児の一員なのだろうか。それならば、この国を恨うらむ理由もある。

「俺たちは同じ境遇で固い絆きずなで結ばれている！　それなのに、どうしてお前みたいな親に捨てられていない、裕福な環境で育った奴やつを、仲間に入れなければいけない!?」

「……仲間、に？」

　次第に強くなる攻勢から逃れるように、透過は距きよ離りを取る。

「お前たちは、俺を殺したいんじゃないのか？」

「俺は、ね」

「どういう意味だ？」

「勝てたら教えてあげんよ！」

「うっ──！」

　刀の攻撃に気を取られていたら、足が飛んできてそれをボディにもろに食らう。

　透過は腹を押さえて後ろに二、三歩後ずさった。

「透過様！」

「来んな！」

　隣の屋上から飛んできたミソギの声に、透過は拒絶の言葉を返す。

「お前はしっかりそいつら抑えとけ」

「しかし……」

「はっ、お前にばっかいいとこ取られてたまるかよ」

　透過は正面のセンリを睨にらみ付けて笑う。それはあからさまな強がりだった。

　するとそれを聞いたセンリが、腹を抱えて笑い出した。それも大声で。

「君めちゃくちゃ面白いね。ははっ！　強がってんなよ絢あや吊つり透過ァ！　可愛かわいい可愛い彼女に、たちゅけてーって言えばいいだろ？」

「彼女じゃない」

「やれやれ……ほんっと頑固だよね、君たち親子って」

「なに？」

　親子──父──そう連想させる言葉に、透とう過かは自然とその目を鋭くさせる。

「だーかーらー。いちいち無駄に頑固になんなよなって言ってんの！　めんどくさいなぁ。臨機応変に周りにヘコヘコしてりゃあ、死なずにすんだのに」

「……っ」

「なぁ絢あや吊つり透過。父親の遺体を見た気分はどうだった？」

　そう、センリは続ける。その顔には気味の悪い笑みがこぼれていて、透過の感情をぐずりと刺激した。

「教えてくれよ。気持ち悪かったか？　悲しかったか？　それとも……スカッとしたか？」

　ヒュッ！　──透過の攻撃を、センリは容易たやすく避よける。

「はっはっはっ！　そうかい、スカッとしたか!?　そりゃあ良かった！　クソみたいな親をよぉ、殺すってのは俺おれの悲願なんだよ！　あいつらムカツクだろ？　たいして何もできないくせに、偉そうにしてよ……お前もムカついてたんだよな、絢吊透過。お前の父親ってのは、どんな糞くそ野郎だったんだ？　教えてくれよ。酒か？　ギャンブルか？　虐ぎやく待たいか？　それとも子供も守れない頭の弱い馬ば鹿かか？　その話を聞きながらよ、俺は酒を飲みたいんだ。最高の肴さかなじゃないか！」

「……」

「俺が親に捨てられたのは、七歳の頃ころだった。元々うちは刀かたな鍛か冶じの家系でね。この刀も元々うちのもんだ……まぁ最近は包丁とか実用的なものを造っていたんだけど、それでも──」

「ああ、別にいい」

　流りゆう暢ちように語り出したセンリの言葉を、透過は止める。

「……あ？」

「だから、お前のしょうもない過去話なんて、誰だれも興味ないんだよ。さっさとくたばって、クシナの居場所を教えろ、天パ野郎」

　センリの顔が大きく歪ゆがみ、頭に太く血管が浮かび上がる。

　ぶちぶちぶちィ──と、繊せん維いが切れるような音がする。

「あーあーあー！　どうしてクシナはこんな奴やつを気に入ったのかなァ！　ぬるい環境で育った奴に、組織の仕事が勤まるはずがない！　クシナは間違ってる！　それを証明して、クシナの目を覚まさせてや──！」

　ヒュッ──透過の警棒が、センリの髪をかすめる。

　一いつ瞬しゆん冷や汗を流したセンリに、透過は鼻で笑った後、

「悪い。電気が髪に流れてチリチリになっちまったな……っと、天パは元々か」

「お前ぇ……！　そんなに死にたいなら殺してやんよッ!!」

　センリは力いっぱい刀を振るった。するとそれは展開アンフオールドされて、再び刀とう身しんを伸ばし、幾つにも分裂させて伸びる。

　それを【トール】で受けるも、透とう過かは固く持っていた【トール】を弾き飛ばされた。

　痛烈な一撃に透過が腕を押さえると、センリは透過の腹部を思い切り蹴けり抜いた。透過の体は後ろ向きに地面に転がった。その体に馬乗りになるように、センリが乗りかかり、元に戻った刀を透過の頭の横に突き立てる。つーっと、透過の額ひたいが薄く切れた。

【トール】はカランコロンと音を立てて転がっていき、屋上から下に落ちていってしまった。

「透過さ──」

　限界だ。とミソギは透過を助けようとした。しかし彼女は、倒れた透過の目を見てその足を止める。ボロボロにやられたというのに、透過の目は少しも怯ひるんでなどいなかった。

　その目は、敵を強く睨にらみ付けている。

　ミソギはその透過に近づくことを、躊躇ためらってしまう。

「どうだい。父親と同じようにめった刺しで殺される前の気分は。最高かー？」

　しかしそれに対し何も言わず、透過はセンリを睨み続けている。その顔には恐怖も嫌悪もない。あるとすればそれは──

「ビビッて声も出ないか？　口が達者なのも、ビビリを隠かくすためだったみたいだな！」

「──い──がくせ──」

「あ？」

　透過が独ひとり言ごとのように何かを言った。ただあまりに小さくセンリはそれを聞き取れなかった。

「なんだよ、もっかい言ってくれよん。冥めい土どのお土産みやげに訊きいてやるぜ？」

「息が臭くせえっつってんだよ」

　瞬しゆん間かん、センリの全身が電気が走ったように震ふるえた。彼の視界がちかちかと黒を映し出す。そのまま固まったままセンリの身体からだはがくがくと震え、横向きに倒れた。透過は自分に乗っかる重みがなくなり、身体の汚れを払いながら立ち上がった。

「あ、あ……」

　センリから虚むなしく言葉が漏もれる。何かを言いたいが、痺しびれて何も言えないように。

　透過はその手に【トール】を持っていた。落としたはずの武器を。それでセンリにスタンガンを使用したのだ。

「フリマで買ったグローブに、小さいリールを取り付けて、そこからワイヤーを引いて【トール】の尻しりとくっつけた。ちょっとした工作だ。急造にしてはよくできてるだろ？」

　透過は右手に着けたグローブに視線をやりながら言う。確かにグローブの手首部分にリールが取り付けてあり、そこからワイヤーが出て【トール】の底と繫つながっている。巻き尺のように、ボタンを押せばリールがワイヤーを巻き取る仕組みになっている。

　透過は軽く首を鳴らした後、痺れ動けないセンリを害虫のように見下ろし、

「おかしいな。【トール】なら一瞬で気絶するはずなのにまだ意識がある……落とした拍子に少し壊れたか。それとも充電してないから電池が切れかかってんのか」

　そう言いながら、透とう過かは【トール】を二、三度その場で振った。その後、仰あお向むけに寝転がるにセンリの顔に、特殊警棒の先端を向ける。

「や……やめ……」

　少し動くようになった口でセンリはそう請うた。自分が何をされるのか、理解したからだ。だらだらと汗を流しながら、必死に懇こん願がんするセンリを、透過はいつにない目つきで見下ろす。

　そこには確かに怒りが込められていた──。




「一つだけ言っておく。あいつの悪口を言っていいのは俺おれだけだ！」




「やめっ──ッ！」

　透過は【トール】を思い切り振り上げ、それを容よう赦しやなく振り下ろした。

　ゴギィッ！　と、鈍い音が夜空に響ひびき渡る。

「……ソヨ、だったか？」

　静かになった屋上で、透過は冷えたような声でソヨの名を呼ぶ。ソヨも透過の雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、張り詰めた面おも持もちで応じる。

「……何……？」

　すると透過は、転がっていた刀を手に取り、それを気絶するセンリの首に押し当てる。

「俺おれをクシナのところに連れて行け」

「……っ！　……脅おどす気……？」

　透過は何も答えなかったが、しかし彼の目は返答によってはその刀を喉のど元に突き立てると言っていた。そこに躊躇ためらいはなさそうだった。

「わかった……クシナの居場所まで、案内する」

　ソヨは少し考えた後、観念したようにそう言った。

　透過は刀を首から外し、投げ捨てる。

　ソヨは動かなくなったグリーヴ型オートマタを脱ぎ捨て、立ち上がって歩き出した。アイもそれに続く。ミソギがセンリを肩に担かつぎ、透過たちはついていく。

「……俺を軽けい蔑べつするか？」

　下まで降りて合流し、少し歩いたところで、透過は前を見据えたままミソギに問うた。

　ミソギは透過の声に、いつもの強さがないことを感じ取りつつ、答える。

「いえ。礼節には礼節を。無礼には無礼を。琴きん糸し郎ろう様はそう仰おつしやっていました。透過様の行いを誰だれも非難などしないでしょう」

「そりゃ、よかった」

　透過は乾かわいた笑いを見せる。その表情はこれまでと変わらない。

　しかしミソギは見逃さなかった。

　透とう過かがその拳こぶしに、強く強く憤いきどおりを滲にじませていたのを。













　　　　参章　Murder‐[image: マーダー]‐







　稲荷いなり神社という、京きようにおける由ゆい緒しよ正しき神社がある。

　かつては外国人観光客などで埋め尽くされていたほどの観光名所で、京でも特別価値のある場所だった。

　──だった。そう。過去形である。

　あれだけ人を引き付け魅み了りようしたこの場所に、今、人はまばらほどにしかいない。それはもちろん、京の首都化に伴い観光客が激減したことに起因する。

　が、同時に皇おう権けん交代後のこの国において、神社仏ぶつ閣かくといった神仏信仰に対する価値観が軽視されはじめたからに他ほかならない。

　神などいない。今の国の若者は、口を揃そろえてそう言う。

　これら二つの要因が重なり、あれほどに有名で賑にぎやかだった稲荷神社は、廃すたれていった。

　透とう過かはその稲荷神社にいた。その本ほん殿でんの前に。

「懐なつかしいです」

　時は早朝。赤く彩られた本殿を見上げながら、ミソギが呟つぶやいた。

「知ってるのか？」

「もちろんです。以前にも何度か足を運びました。だいぶ、様子は違っていますが」

　ここは透過にとっても懐かしい場所だ。以前、まだ母が生きていた頃ころに来たことがあった。数少ない楽しい思い出の一つである。

「な、なんですかこれは……」

　懐かしそうに周囲を眺めていたミソギが、この神社の名物である千せん本ぽん鳥とり居いを目の前にして、啞あ然ぜんと固まった。

「千本鳥居だよ。この神社の名物だろ。知ってたんじゃないのか？」

　目の前には、発売日に新型ゲーム機を買いに並ぶマニアたちのように、ぎゅうぎゅう詰めでオレンジ色の鳥居がずらりと並べられていた。それは延々と山の方に続いている。

「以前はこんなに鳥居はありませんでした。というより、こんな鳥居を連続して建てて、何の意味があるのか理解できません」

　そうなのか、と透過は感心した。大昔からこういったものが売りだったと思っていたからだ。とすれば、鳥居奉ほう納のうは最近できた文化なのだろうか。

　そんなことを思いながらソヨたちの後ろを付いて行くと、ちょこん、と目の前に小さなキツネが座っていた。キツネにしては随ずい分ぶんと小さい。

　キツネが反転し走り出し、それを追うように進むと、そこには五人ほどの幼児たちがいた。

「クシナ……」

　その子供たちの中心に、赤い巫み女こ袴ばかまを着た同年代くらいの女性が立っていた。朝あさ陽ひに照らされた彼女の袴姿はどこか神こう々ごうしい。それは透とう過かが彼女の姿を追い求めていたからかもしれない。

　彼女の肩に先ほどのキツネ。首輪には、透過があげた猫の人形が付いている。

「あ、透過」

　見間違いではない。彼女の名を呼ぶと、クシナはさして驚おどろいた様子もなく、おっとりと外れた調子で返してくる。これが、あの時の女と同じなのか。それほどに様子が違い、調子が狂う。
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　幼児たちは見知らぬ人間に恐怖したのか、クシナの後ろに隠かくれてしまう。

「やっと連れてきてくれたのね。ありがとう、ソヨちゃん、アイちゃん」

　クシナはソヨ、アイ、そしてミソギに担かつがれるセンリを順番に見る。

　それに対し、ソヨとアイは気まずそうに視線を下げた。

「……何か、私が知らない事があったみたいね……とにかく透過、会えて嬉うれしいわ」

「俺おれも嬉しいよ。ようやく辿たどり着いた──」

　──真犯人に。

　透過はより一層視線を鋭くして、クシナを睨にらみ付ける。

　父を殺し、自分を嵌はめた、悪魔のような女に。

「こっちには人質もいる。話を聞かせてもらうぞ」

「……うん、もちろん。私も透とう過かに言わなければならないことがたくさんある」

　クシナはそう言って、纏まとわりつく幼児たちの頭を撫なでた後、神社の奥に向かって歩き始める。

「付いてきて。奥で話をしよ」

「そう言って引き込んで、取り囲むんじゃないだろうな？」

　透過が当然の警戒を見せると、クシナは少し沈黙した後、

「取り囲むというか、もう取り囲んでるというか」

「え？」

　慌あわてて周囲を見渡す。確かに木々の陰から、こちらを見ている人間が何人も確認できる。

　そして彼らの手には、日常では見ることのない武器が握にぎられている。

「大丈夫。安心して。透過たちが暴れなければ、彼らも動かない」

「……ミソギ、お前気づいてなかったのか？」

「いえ、気づいていましたが」

「言えよ！」

　バシッ、と透過はミソギの尻しりを蹴ける。やはり痛い。

「大丈夫です透過様。今のところ殺意は感じませんし、何よりこの程度、私一人で切り抜けられます故ゆえ」

「そら頼もしいこって」

　はん、と鼻を鳴らして透過はクシナの後ろを歩き出した。







　稲荷いなり神社の奥にある稲荷山を一番上まで登ると、お塚と呼ばれる小さなほこらが無数に並べられている。今にもゾンビが出てきそうな不気味な雰ふん囲い気きに緊張感を煽あおられる。

　まだ陽ひが次第に登り始めた頃ころ、この時間帯にここには人はいないはずだった。

　しかしそこら一帯に若い高校生から大学生くらいの若者たちがたむろっており、クシナに連れられて歩く透過とムクの二人を怪しむような目で見つめていた。

「ようこそ、《アンティキティラの歯車》へ」

　クシナは透過を振り返った。赤い袴はかまがひらりと揺れる。

「《アンティキティラの歯車》？」

「私たちのチーム名。かっこいいでしょ。私が考えたのよ」

「いや、ダサイ」

　透過が嫌味ではなく率直な意見を述べると、クシナは何とも言えないショックそうな顔を浮かべる。

「レジスタンスという割には、子供しか見かけないな。大人はいないのか？」

「大人は協力してくれる職人の人たちだけ。その人たちも今は研究所に入ってもらってるから、ここにはいないわ」

「誘ゆう拐かいした人たちか」

「勧誘した人たち。ところで、そろそろセンリくんを解放してくれると嬉うれしいんだけれど」

「……ミソギ」

　透とう過かの指示に、ミソギはセンリの身体からだを地面に下ろした。しかし、縛しばり紐ひもを解ほどいて解放するのではなく、その頭に木刀を押し付けた。

「どういう、ことかしら？」

「はいごめんなさいって、大人しく解放すると思うか？　敵に囲まれてるんだ。無事に戻れるまで人質は解放しない。残念ながら、俺おれは少年マンガの主人公じゃないんでね。努力、友情、勝利？　そんなもん、クソ食らえだ」

「うーん。まぁそうだよね、普通。私透過のそういうところ、好きよ」

「……何を言い出すんだ急に」

　当然、ラブの好きではないにしろ、この状況で敵に向かって言う台詞せりふとは思えない。透過はやはり彼女が読めないでいた。

「でもこれじゃあどっちが悪者かわからないね」

「どっちも悪者だろ」

「んん。確かに」

　クシナは人差し指を下唇に当てて小さく笑う。

「そういえば、ごめんね。さっきソヨたちから聞いたわ。私は透過を見つけたら、仲間になるよう説得して連れてきてほしいと言ったんだけれど」

「俺おれを仲間に？」

「そう。でもセンリくんたちはどうも納得がいっていなかったみたい」

「腑ふに落ちないな。どうして俺を仲間にしたがる？　お前達の目的は、俺の親父おやじを殺した時点で終わっているはずだろう」

「それは前にも言った通りよ、透過。私は君の才能が欲しいの。絢あや吊つり有ゆう弦げんの息子としてではなく、絢吊透過として……」

　甘い、甘い言葉だ。

　もう欺だまされはしない。もう揺るがされはしない。

「……《機き巧こう操そう華か伝でん》はどこだ……」

　透過はこれ以上の会話は無駄だと、そう本題に入る。

「持っていないわ」

　だがクシナは、そう言って首を横に振るう。

「……噓うそをつくな……！　だったら何のために親父を殺した!?」

「透とう過か。一つ誤解を解かせてほしい。確かに私はあの日、有ゆう弦げん様にお会いしに行ったけれど、でも結局有弦様にはお会いできていないし、《機き巧こう操そう華か伝でん》も奪ってはいない」

「……なに……？」

「透過。有弦様を殺したのは、私たちじゃない。信じてほしい」

　早朝の肌寒い風が吹き抜けた。

　その風に揺れ動くクシナの黒髪はいやに美しく、同時に彼女の瞳ひとみは偽いつわりない色を見せていた。

「……じゃあ、あの日親父おやじが殺されたのが、たまたま偶然だったって言うつもりか？　お前が店に来たたった一度のタイミングで、あんなことが起こるってのか!?」

「いいえ。偶然じゃない。おそらく私たちは、利用された」

「利用された……？　誰だれに利用されたって言うんだ？」

「そんなの決まってる。政府よ」

　クシナはそう断言した。

「教えたでしょ、透過。透過が思っているほど、今のこの国は純然じゃない。地面に咲く花は美しくても、根っこは暗く汚く濁にごってる……」

　まるであの日のあの瞬しゆん間かんをリピートするようだ。

「政府が……俺おれの親父を殺したって言いたいのか？」

「そう」

「はっ！　何のために？　そんなことをする理由がない！」

「ある。《機き巧こう操そう華か伝でん》……政府もまた、それを欲していたから」

　先祖が残した、絢あや吊つり家秘伝のからくり指南書。昔ながらのからくり人形から人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンまで、全すべてが書かれているというその書物を、政府が欲しがっていた。そうクシナは言う。

「何を言ってる？　政府はその指南書を守る側だ。奪う必要がどこに──」

　そこまで言って、透過は気づいた。

「そう。《機き巧こう操そう華か伝でん》は、一いつ子し相そう伝でんの門外不出の書。それは政府であっても、皇おうであっても例外ではない。たとえ人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを所持する側だとしても、それは人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを所持しているだけで、オートマタ技術の全てを理解しているわけではないわ」

　だからこそ、政府もそれを欲していた。国家機密クラスのその秘伝の書を。

「その存在を知った政府はおそらくずっとそれを奪う機会を狙ねらっていたはず。そんな時に、私たちがあの店に行ってしまった。これをチャンスだと考えた政府は、私たちに全ての罪を押し付けて、有弦様を殺して指南書を奪い去った……」

　透過の頭には、天てん城じよう寺じの顔が浮かぶ。

「そんな……！」

「おかしいと思わなかった？　透過が有弦様のご遺体を発見した後、機き巧こう隊たいが捕まえにきたこと。普通、ただの殺人事件程度では、機巧隊は出動しないわ。まるで透過を犯人としてさっさと処理してしまいたかったかのよう」

　そう言われれば、思い当たる違和感はある。

　昨夜、透とう過かたちを襲おそってきた機き巧こう隊たいは、機き巧こう戦せん闘とう車しや両りよう【ガルム】まで持ち出し、透過を殺さんとばかりに襲ってきていた。クシナが透過を嵌はめたとしても、特務隊である機巧隊まで出動させることはできはしないだろう。

　だとすれば誰だれがあんな指示を？

「私たちだって《機き巧こう操そう華か伝でん》は欲しかった。だからこそあの日有ゆう弦げん様に会いに行ったのだけど……残念ながら先を越された」

「じゃあどうしてお前はその書物の存在を知ってる!?　その存在は誰だれも知らないはずだ！」

　そうだ。それを知っているというだけで、怪しい。

　決して彼女たちの疑いが晴れたわけじゃない。政府が怪しいからと言って、クシナたちが怪しくないわけではない。むしろ立場を考えれば、クシナたちの方がよっぽど怪しまれるべきだ。

　透過の質問に、クシナは少しだけ躊躇ためらうように間まを置き、言った。

　耳を疑うような事実を。

「それは私の父が、有弦様と親しい仲だったからよ。絢あや吊つり家とは何代も続く、古くからの付き合いだから」

「……聞いた事がないな。あいつにそんな親しい友人はいないはずだ」

　唯一、天てん城じよう寺じはその仲ではあったが、しかし何代も続くような古くからの付き合いではない。

「それはそうよ。だって、その名を語る事は、今のこの国ではタブーだから」

「……タブー…？」

「そう、私の父の名は、神じん堂どう院いん芦あし長なが。十三年前のクーデターで命を落とした、前ぜん皇おうよ」
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「お前が……前皇の、娘……？」

「うん。神堂院櫛くし名な。それが私の本当の名前」

　彼女は事もなげに言って、その髪をさらりと撫なでた。

「十三年前に皇が代わるまで、神堂院家は何代にも続いてこの国を守ってきた……絢吊家とは半世紀に亘わたる付き合いで、父と有ゆう弦げん様も随ずい分ぶん親しかったの。当然、父は絢吊家に代々引き継がれる指南書の存在も知っていたわ」

「待てよ。急にそんな話を信じられると思うか？」

「透過様、おそらく真実でございます」

　透過の問いに答えたのは、ミソギだった。透過は半はん身みを返して後ろを見る。

「その漆しつ黒こくの髪。そして紫がかった瞳ひとみ……最初に見た時から、既視感はあったのですが、そうです。私が以前、琴きん糸し郎ろう様に連れられてお会いした皇おう家けの姫君に瓜うり二ふたつです」

　ミソギの記憶は確かだ。半世紀前のことだろうと、彼女は憶おぼえている。そして決して透とう過かに噓うそをつくような存在ではない。

　彼女の言葉は真実だ。

「でも、前皇家は健在で、今は東京で隠居しているはずだ」

「それを透過は見たの？」

「それは……」

「私は見たわ。目の前で、お父様とお母様が殺されるところを」

　クシナは、やはり事もなげに言う。それはまるで映画のワンシーンを話すかのように。

「父と母は、まだ幼かった私だけは生かそうと逃がしてくれた。そして私はこの町で力尽き倒れた……でも私には生きたいという気持ちがあった。生きて父と母の仇かたきを取る。それだけを考えて、私は泥水をすすってでも生きる術すべを憶えた。そうして次第にこの地に捨てられた孤児たちと出会った。私たちは皆、この間違った国を正すというその意志だけを頼りに、今日まで生き延びてきたわ」

　クシナは強くその目を瞑つむった。まるでその苦しみを思い起こすように。

　両親を殺された恨みを、思い出すように。

「でも政府はそれを伝えない。こうして孤児がたくさん捨てられ苦しんでいることも、前皇を殺していることも。世界は綺き麗れいで美しく、正義と平和を愛するんだと、そうのたまう」

　ねぇ透過。そんな今の政府を、信じられる？　──クシナはトドメと言わんばかりに透過に問うた。

　それに対し、透過は何も返せない。俺おれは信じているんだなんて、言えやしない。

「有ゆう弦げん様は決してクーデターを起こすために人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを、オートマタ技術を生み出したわけじゃないわ。ましてや実力を見せびらかすためでもない……有弦様は、父に頼まれて兵器開発に協力してくれていたの」

「親父おやじが……？」

「そう。父は戦うことを恐れた臆おく病びよう者ものだと、今の歴史は笑う。確かに父は争い事を嫌った。軍隊を持つことを悪とした……でも、それでも父だってこの国を守りたかった。だからこそ、万一のためにと、新兵器の開発に取り組んでいた。それに協力してくれていたのが有弦様」

　有弦の持つ、からくり技術を何か新しい技術として活いかせないか。そう思った前皇が有弦に頼み、有弦はそれを快く受け入れた。

　そして有弦は、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを生み出した──生み出してしまった。

「有弦様が生み出したそれを使って、現皇がクーデターを起こし、時代は変わった。おそらく有弦様はそれを罪と感じ、兵器開発をお辞めになった。透過の知る有弦様は、その後の彼」

　だからこそ、父はオートマタを毛嫌いし、透過が軍人となることを許さなかった。

　自分が生み出した技術なのに。

　有ゆう弦げんはそれらを、罪の意識としてしか感じ取れなくなっていた。そういうことか。

「なんだよ、それ……」

　話してくれなきゃ、わかんねぇよ。

「透とう過か」

　何とも言えぬ感情に苛さいなまれていた透過を、そっと包み込むようにクシナが透過の手を握にぎった。白くて長い指。冷たいが、温かい。

「有弦様の無念を晴らすため。一緒にこの国を救ってほしい」

「……俺おれは親父おやじじゃない。親父の代わりにはなれない」

「違うわ。私は君が欲しいの。絢あや吊つり透過が欲しい……見て」

　クシナは肩に乗る子こ狐ぎつねの首輪から垂れたものを見せる。それは、あの日彼女にあげた、透過の手作りの猫の人形だ。

「これを見た時、感じたの。有弦様とは違うけれど、でも温かい、ぽかぽかした気分。これを造った人はきっと素晴らしい人。透過は間違いなく天才の血を受け継いでる。それは有弦様と言う意味ではなく、絢吊家の血」

「そんな工作人形をか？　相手は人ひと型がたロボットだぞ？　そんな木の人形でどう立ち向かう？　俺に土産みやげ屋やにでもなれってか？」

　透過は呆あきれるようにそう言った。

　だがクシナは、そんな透過をも包み込むように小さく微笑ほほえみ、

「君のしたいことをすればいいんだよ」

　そう言った。

　甘い、甘すぎる言葉だ。

　虫歯になってしまいそうなほどに、甘ったるい言葉。

　だがそれを、拒絶できない自分がいることに透過は気づく。

　その甘さに、どっぷり嵌はまってしまいたくなる自分がいる。

「……っ！」

　すっと、透過はその手を引いてクシナから距きよ離りを取る。

「透過？」

「悪いな。俺はただ、自分の無実が証明したいだけなんだ……別にこの国を変えたいなんて大層な大義を持っているわけじゃない」

　そうだ。上う手まく口車に乗せられて、まるで自分の目的を見失うところだった。

　透過は頭を振って、邪じや念ねんをかき消す。

「それに、一つ勘違いしているようだから言っておくが、俺はこの国はより正しい方向へ進んでいるとそう思ってる。俺の家が新時代のせいで追い詰められたとしたら、それは国のせいじゃなくうちの親父おやじの融ゆう通ずうのきかなさが原因だ。いくらでもやりようがあったのに、あいつは頑として自分を変えようとはしなかった。だから他人を恨むのは御お門かど違ちがいだ」

「でもこの国は──」

「間違ってるってか？　それはあんたらにとってだ。今この時代に救われている人だっている。それらを見ない振りして、一方的に相手を悪と決めつけ受け入れないと駄だ々だを捏こねるなんてのは、それこそ勝手な考えだろう」

「……そう、かもしれないね……でも政府が透とう過かを欺だましている限り、透過の無実は永遠に証明されないんだよ？　それでもいいの？」

「お前の弁が正しければ、な。そもそもお前たちレジスタンスの言葉を素直に信じられるわけがない。お前が前ぜん皇おうの娘だという証拠もないし、全すべて創つくられた噓うそだという可能性もある」

「疑り深いんだね」

「慎重なんだよ」

　とにかく、と透過は仕切り直し、

「お前たちが《機き巧こう操そう華か伝でん》を持っていないってのも、親父を殺していないっていう言い分もわかった。信じるかどうかはさておき、信じなかったところで出せと言って出すわけがないのも事実だ。これ以上何をしたって進展はしない」

「できれば、信じてくれれば嬉うれしいな、なんて」

「何にしたって、一いつ端たんここは引かせてもらう。考える事ができた」

「……いいわ。気が向いたらまた来て。待ってる……」

　最後の最後まで、そんな甘い誘惑の言葉を吐くクシナに、透過は警戒するようにその場を後にしようとした──と、しかしその時、

「あ、ちょっと待って」

　クシナは赤い巫み女こ袴ばかまを揺らして近くの社やしろに駆けていく。そしておみくじと書かれた窓口に足を浮かせて体を乗せる。袴の裾すそが引っ張られて上がり、小さなお尻しりがゆらゆらと揺れる。

　ようやく取れたのか、クシナは何かを手に持ってこちらに戻ってきた。彼女の手に握にぎられていたのは、八角形ほどの木の筒だ。揺らすと中からじゃらじゃらと音がする。

「はい」

　クシナはそれを透過に差し出した。

「神社に来たら、おみくじ、やるでしょ？」

「……は？」

　こいつは何を企たくらんでやがる、と透過は訝いぶかしげにそのおみくじ筒とクシナの顔を交互に見る。

「これからの運勢を神様に尋ねてみようよ」

「どうしてそんなこと……」

「やらないの？　えっと、じゃああなた、お名前は？」

　クシナはそう、透とう過かの背後で待機していたミソギに話を振った。

「私ですか？　私は、ミソギと申します。以後お見知りおきを」

「ミソギちゃん？　可愛かわいい名前ね。ミソギちゃんはおみくじしない？」

「ふむ。御み籤くじですか。懐なつかしいですね。やりましょう」

　センリに木刀を向けたまま、ミソギはもう一方の手で木筒を受け取る。そしてそれをミソギはシャカシャカと振り、中から一本の木の棒を抜き出した。七十七番と書かれている。それを見たクシナが再度小さな社やしろに行き、その窓口から首と手を突っ込んで、おみくじを取り出す。またもやいやらしい体勢に、透過は少し視線を外した。

「あ、すごーい！　大吉よ大吉！」

「お前が見んなよ」

　人のおみくじを先に開いて見て喜ぶクシナに、透過は小さくツッコんだ。

「ほう。大吉ですか。それはどれほどすごいのですか？」

「知らないの？　一番よ一番。ナンバーワン」

「なんばーわん？　何語でしょうか」

「英語よ」

「ほう。南なん蛮ばんですか」

「んん？　なんばん？　四番、サード？」

「貴方あなたは何を言っているのですか？」

「さあ」

　黒いボブヘアを大きく揺らしクシナは首を傾かしげる。

　どうやらこの二人は、混ぜるな危険、の二人のようだ。先ほどまでのシリアスなムードを返して欲しい。透過は切実に思った。

　するとクシナは木筒を再度透過に向け、

「はい」

　そう上うわ目め遣づかいに差し出してくる。

　はぁ、と小さくため息をつき、にこにこと毒どく気けのない笑顔を見せるクシナから木筒を取って、木の棒を抜き出す。四十二番。シニ。なんとも縁えん起ぎが悪い。

「わー！　大凶だよ大凶！」

「だからお前が先見んなよ！」

　叫んでクシナからおみくじを奪い取る透過。本当に大凶と書かれている。

　透過はやっぱりな、と妙に納得した気分だった。思い出せば、以前引いた時も大凶だったと思い出す。それで悔しくてもう一枚引きたいと言ったら、母親に駄目だと言われたのだった。

「お気になさらずに。旦だん那な様さま。所しよ詮せん戯たわむれです。枝に結んでおきましょう」

「わかってるよ。慰なぐさめられた方が虚むなしいわ」

「ミソギちゃん。こういう時はね、ざまあ、って言うんだよ」

「ほう。そうなのですか。透とう過か様。ざまあ」

　かこーん、と透過は思い切りミソギを叩たたいた。いつになく容よう赦しやのない叩き方だった。

「だ、大丈夫、ミソギちゃん？」

「ええ、全く大丈夫ですが。何かお気に召さない事を申し上げたでしょうか」

　全く殴られた意味をわかっていないミソギ。

　だがそんな面倒な説明はしていられないと、透過はため息をついてその場を後にした。
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　念のため、背後から襲おそわれないとも限らないので、透過はセンリを人質に取ったまま稲荷いなり山やまを降りた。

「どうぞどうぞ」

　と、センリの身を全く案じないクシナに、目を覚ましたセンリがモガモガと抗議していた。

　下まで降り、なんとなくこのまま大人しく解放するのも癪しやくだったので、透過はセンリを神社名物である千せん本ぼん鳥とり居いの一つにぶら下げてきた。ついでにムカデを捕まえて、あのくねくねパーマの中に突っ込んできた。

　少しだけすっきりした透過は、泣き喚わめくセンリの悲鳴を背に、追いつかれないように稲荷神社を出て落ち着ける場所まで距きよ離りを取る。

「透過様。お言葉ですが、あの娘は間違いなく神じん堂どう院いん家の者でしょう。私の目に狂いはありません」

「だから造り物の目のくせに何を言ってんだ」

　そう言いながらも、透過は内心でわかっている、と呟つぶやいた。

　透過だって一目で他人がどんな人間か見極める力はあるつもりだ。透過を含め、大半の人間がその瞳ひとみの奥に汚い部分を隠かくし持っている。

　だがクシナは違った。

　あれは四し条じようや天てん城じよう寺じと言った、透過が心を許せる数少ない人間と同じ瞳をしていた。だからこそ、彼女が噓うそをついていないであろうことも、なんとなくではあるが理解していた。

　透過はポケットから携帯電話を取り出す。天城寺から預かった、旧式の携帯電話だ。

　ピ、ポ、パ、と透過は不慣れな物理キーを操作しながら電話帳を開き、解像度の汚いディスプレイに、『まさくん』という名前を見つける。

「まさくんて……これだよな？　他にないし」

　天城寺正まさ嶺みね。故ゆえにまさくん。

　おそらくこの携帯を落とした時のことを考えて、誰だれかわからないように装っているのだろうが、もう少し何かなかったのだろうか。

　とりあえずその名前の人物に電話を掛ける。すると３コールした後に電話が繫つながった。

『もしもし？』

「天てん城じよう寺じさん、ですか？」

　恐る恐る透とう過かが尋ねると、電話口の相手はしばらくの間黙り込んだ。どうやら移動しているようだ。

『すまないね。少々場所を変えさせてもらった』

　ようやく聞こえて来た声は、やはり天城寺のもので、透過はほっとする。

『透過くん、どうかしたかい？　ああもしかして、寂しかったとか？』

「電話折っていいですか？」

『ああ、ごめんごめん！　それだけはやめてくれ。それには僕の青春が詰まっているんだ……』

　慌あわてる天城寺に、透過は大きくため息をついた後、

「例のレジスタンスに接触できました」

『……なんと、それで、君は大丈夫なのかい？』

　成果を尋ねるのではなく、まず透過の身を案ずるあたりが天城寺らしい。

「問題ないです。それより話した感じですと、レジスタンスは親父おやじを殺してもいないし、《機き巧こう操そう華か伝でん》も持っていないみたいです」

『そう言っているだけという可能性は？』

「それはなんとも……でも、噓うそじゃない気もします」

『そうかい。うん、透過くんが言うのなら、そうなのだろうね。僕もそう信じるよ』

　透過のなんとなくの言葉にも、天城寺は透過を信頼してそう言ってくれる。

「それで、一つ質問なんですが」

『なんだい？』

「本当に、敵は外にいるんですか？」

　透過の思い切った質問に、軽快だった電話の向こうからは、沈黙が返ってきた。

　その返答を緊張して待っていると、

『そうか。その答えに辿たどり着くか……』

　と、天城寺はトーンを少し落として言った。

「どういう、意味です？」

『透過くんの考える通り、確かに有ゆう弦げんさんの存在を疎うとましく思っていた人間は少なくない。オートマタという次世代技術を開発したことを称賛こそすれど、有弦さんの頑固さに不快感を示していた者も多い。当国民であるならば、御お上かみに従順であるべきだ、とね』

「だから、政府がその親父から指南書を奪ってしまおうと考えた可能性は？」

『有り得る』

　天てん城じよう寺じは迷わず言った。何の躊躇ためらいもなかった。

『実は私もその点に関してはずっと疑ってはいた。透とう過かくんへの対応があまりにも強引だからね。誰だれかがこの事件を早く終わらせたいという意志が垣かい間ま見える……』

「誰かって？」

『それはまだわからない。それらしい目星はついているが、確固たる証拠もない。しかし政府全体として、それを指示しているとは思えない。我らもそこまで腐っちゃいないさ。きちりとした正義感を持っている者ばかりだからね。だから十代目を《機き巧こう操そう華か伝でん》を奪うために殺し、透過くんに罪を着せるなんて非人道的な事を許すわけがない……私然しかりね』

「それは……それは信じていいんですか？」

　父の開発した兵器を使い、クーデターを起こした相手を。

　自分を嵌はめようとしているかもしれない相手を。

『政府が信じられないなら、信じなくていい。レジスタンスに何を吹き込まれたかは知らないが、確かに政府だって一枚岩じゃない。危険な思想を持った輩やからだっているだろう。でも、僕だけは信じてほしい』

「……天城寺さんを？」

『そう。十代目が透過くんを託した僕を、信じてほしい。妻と娘を亡なくした僕にとって、透過くんは愛する息子のようなものなのだから』

　グゥ、と透過の胸の奥から、何かがこみ上げてくる。

　息子だと、彼は言ってくれた。それは透過にとって、思いも寄らぬ感情を沸き立たせた。

「はい」

　透過はそう力強く返事をする。

『よし。じゃあこれからの事など、詳しい事はまた後で話そう。暗黒街の外れに、大きな教会があるだろう？　知っているかい？』

「え、はい」

『あそこは今は使われておらず誰もいないから、落ち着いて話せる。今日の深夜零れい時じにあそこで落ち合おう。深夜なら私も時間を作れる』

「わかりました」

『よし、じゃあそういう事だ。また後で会おう。もう少しの辛抱だ。諦あきらめずに頑張ろう、透過くん』

　はい、と最後に言葉を返す前に、天城寺の電話は切れた。
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　日中、時間があったので眠ろうと思っていたが、結局透過は一睡もできなかった。

　こんな状況で興奮状態だったのもあったからだろうが、何より透とう過かの身体からだに植え付けられた規則正しい生活リズムが透過の昼寝を阻害した。朝は六時に起き、陽ひが落ちて暗くなってから寝る。毎日機械のように動く父に付き合わされていたせいで、透過の身体は明るい時間帯では眠ろうとしなかった。

「……」

　むしろ今眠い。というか身体がだるい。透過はそう思った。

　暗黒街を東に進んで抜け、少し山の上にある教会を目指していた。

「透過様、大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫だ」

　昨夜から続く怒ど濤とうの出来事に透過の疲労はピークに達していた。

　少し坂を登ると、脇わきに鉄門が見えてくる。しかしそれにはぐるぐると蔦つたが巻き付き、長年その扉が利用されていないことを示していた。そしてその鉄門の奥に、教会が見える。

　この暗い時間帯ではいやに不気味だ。

「変わった建物ですね」

「教会だ……ってお前は知らないのか」

　江戸時代の西洋宗教がどんな状態だったのかなど、透過は知らないし、興味もない。そもそも江戸時代と言ってもその時期はかなり長かったはずだし、その時代はこの国が大きく変化していった時期でもある。

「聞いた事はあります。神しん道とう、仏教とはまた違う考えを持ったものの集まる場、でしょう？　崇あがめ敬うやまう対象が違うとか。具体的には何が違うのですか？」

「人形のお前に信仰の話をしても理解できないだろ」

「失敬な。私にも心はありますよ、失敬な」

「はいはい。人形じゃなくて人間だものな」

「そうではありません。人形でも、それそのものに作り手の強い気持ちが籠こもっていれば、たとえ造り物でろうとも心は籠もるのです」

「……それはなんとなく、わかる気もする」

　透過が思い出したのは、父の造った人形だ。

　所しよ詮せん木で造られた人形なのに。透過はそれらに何かを感じていた。それは不気味さであり、不吉さのような類たぐいのものではあったが、確かに何かを感じ取れたのだ。

　クシナはそれを、〝綺き麗れい〟と言った。

　そしてそれを造った父は、心の清らかで優しい人物だと言った。

　今思えば、それは彼女が有ゆう弦げんの事をよく知っていたからこその発言なのだろう。

　透過には正直、父が良くわからなくなっていた。頑固で融ゆう通ずうの利かない寡か黙もくで無ぶ愛あい想そうな憎たらしい父だったはずなのに。周囲から語られる父は、どれも称賛するものだ。

　ええい、そんなこと今はどうでもいい──と、透とう過かは頭を振って歩み出す。

　蔦つたの巻き付いた鉄門を抜けると、その先には墓地が広がりそこを抜けると教会が建っている。随ずい分ぶん大きく立派なものだ。以前は栄えていたのだろう。

　しかしこの時代では、この巨大な教会ですら、存在を許されなかった。

　透過は古びた扉を開いて、教会の中へと入った。

　寂しい、と言っていいのだろうか。そんな冷たい風が、通り抜ける。灯あかりも何もない教会内は真っ暗で、ステンドグラスから漏れ入る月明かりのみが頼りだ。

　長年誰だれもここを使用していない。それがまざまざと感じ取れた。

「天てん城じよう寺じさん？」

　声が虚むなしく響ひびく。

　深夜零れい時じ。約束通りの時間に来たが、しかし天城寺はまだ来ていないようだった。致し方がなく、透過は傍そばにあった長いベンチに座り込んだ。きぃ、と軋きしむ音が響ひびく。

「それにしても大丈夫かな、天城寺さん」

　なんて透過はふと考える。

「もし政府の人間が犯人だったとして、相手によっては天城寺さんにとっても危険な相手かもしれないのに」

「透過様」

「なんだよ」

　ミソギを見ると、彼女の視線は透過ではなく、教会の奥へと注がれていた。

　自然、透過も視線を教会の奥へとやり、目を細めて注視する。暗い教会の中は視界が酷ひどく、何も見えない。だがうっすらと、何かが陰から浮かび上がってきた。

「……【Ⅰ】アインス？」

　淡い二つの光が、はっきりと見える。それはいつも天城寺の傍にいる、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンの【Ⅰ】アインスの瞳ひとみ。父が造り出した新型兵器であり、天城寺の専用オートマタでもある。

　それが、そこにいる。

「天城寺さん、来てるんですか──」

　少し声を大きくして透過が立ち上がると、その前進を遮さえぎるように、ミソギがその手を透過の前に出す。

「透過様、嫌な予感がします。一いつ端たんここを離はなれましょう」

「何言ってる。あれは味方だ。天城寺さん！　見えますか!?　俺おれはここです！」

　ぴしゃり──透過の頰ほほに、何か液体が落ちてきた。

　雨漏りか？　と不快感を露あらわに、それを透過は指で拭ぬぐう。透過の指が黒くなっていたが、何の液体か暗くて見えない。べっとりとしているから、油か何かだろうか。

　なんだよ、と上を見上げる。それなりに高い天井に、なにやら白いものがたくさん見えた。

　ロープだ。白いロープが、天井に弛たゆませるように張り巡らされている。

　それはそう、ミソギが眠っていたあの部屋のように。

　まるでマリオネットを吊つるすかのように。

「……」

　いた。

　天てん城じよう寺じが、いた。

　彼は確かにここに来ていて、そして透とう過かを見ていた。

　ずっとずっと透過を見守ってくれていた。




　天井から吊されたマリオネットのように、物言わぬ傀かい儡らいとなって──。




「……天城寺……さん……？」

　返事はない。

　透過の憧あこがれた白い軍服の男は、その白を真っ赤に染め、力なく吊されている。

　だがあれは人間だ。人形じゃない。

「天城寺さんッ!!」

　透過の叫び声が木こ霊だまする。

　しかし動かない。彼は、ミソギの時のように、動き出してはくれない。

　もうあの笑顔で、透過を出迎えてはくれない。

「どういう事だ【Ⅰ】アインスッ!?　どうして、どうして天城寺さんが!?」

「……ココロ……」

「……え？」

「ココロ、ホシイ」

　不気味な機械音。チカチカと点滅する瞳ひとみ。

　それは確かに言った。心が欲しい──と。

　ヒュウッ──と、【Ⅰ】アインスが風を切るように一気に加速して、その距きよ離りを一いつ瞬しゆんにして詰めてくる。その瞬間的な速さで距離を詰めてきた【Ⅰ】アインスが狙ねらったのは透過──ではなく、ミソギだった。

「え……？」

　一瞬自分が襲おそわれると身体からだを固めた透過が、そう啞あ然ぜんと声を漏もらす。

　その背後で、【Ⅰ】アインスの突進を受けたミソギが、ズザザザザ、と床を滑すべりながら後退していく。彼女はその両手で、【Ⅰ】アインスの身体を押さえている。

「突然このような振る舞いを受けるとは、不ぶ躾しつけにも程がありますね」

「ココロ……ココロ……」

　【Ⅰ】アインスはまるで念仏のように、心、心と言っている。

　カシャリ、と【Ⅰ】アインスの両腕の肘ひじから先を鋭い刃に形を変える。その展開はあまりにスムーズで速く、見逃してしまいそうなほどだった。

　ィィィィィィ──諸もろ刃は部分が薄く白く発光し、目には見えないほどに、激しく振動しだす。【Ⅰ】アインスはその刃をミソギに突き──その刃の先端が、ミソギの身体からだに食い込んだ。

　白はく神しん樹じゆと呼ばれた、強固な御ご神しん木ぼくで造られた身体が。

　銃弾をもはじき返す、堅げん牢ろうな壁が。

「ッ!?」

　その危険性を一いつ瞬しゆんにして察知したミソギが、摑つかんでいた【Ⅰ】アインスの身体を横向きに投げた。

　【Ⅰ】アインスは一度地面を跳ねた後、背部の六枚の羽を展開させて空へと浮かび上がった。

「……なんと。私のこの身体を傷つけられたのは、これが初めてです」

　透とう過かは【Ⅰ】アインスの両腕を睨にらむ。目にも見えないほどの振動を繰り返すその白い光の刃。そして即座に天井を見上げ、天てん城じよう寺じの遺体を絡からめるロープを注視した。

　縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡らされた白いロープの終わりを目で追い、見つける。そしてより目を細めてその切り口を見た。それはまるで、包丁で切り分けた豆腐のように、綺き麗れいにすっぱりと切れていた。通常の刃物では決して出せない切り口だ。

　それはそう、光こう刃じんナイフでもない限り。

「お前が……天城寺さんを？」

　だが透過の言葉に、【Ⅰ】アインスは見向きもしない。

　それはただただ何かを求めるように、ミソギを見つめる。

　自分と同じ、人形を──。

「なんとか言えよ！　お前が天城寺さんを殺したのかって聞いてんだよ!?」

「透過様！」

　駆け出そうとした透過の身体に、ミソギが横から飛びついた。

　ガッシャャャャャッッッン!!　──と、大きな音を立てて、教会最さい奥おうのステンドグラスが粉々に砕かれた。外から砕かれたそのステンドグラスの破片は教会内に散らばり跳ねる。

　唐とう突とつに起こった出来事に透過が視線をそちらに向けると、巨大なステンドグラスを割って、幾人もの黒ずくめの人間が教会内に入ってきた。

　機き巧こう隊たいだ。

　それらは前後左右、至る所からわらわらとゴキブリのように現れ、一瞬にして透過たちを取り囲む。その数は優に五十はいるだろう。

「ここまでだ、透過」

　一人、その機巧隊の中から前に歩み出る存在が言った。その聞き覚えのある女の声は、ゴーグルを脱ぎ取り、その顔を見せる。

　四し条じよう静しず琉る華か。透とう過かの幼おさな馴な染じみである女に、ミソギは透過を守るように木刀の先端を向けた。

「静琉華……！」

「もう抵抗しても無駄だ。逃げ道なんてどこにもない。大人しく投降しろ。大人しくすれば、こちらも危害を加えない」

　そう言いながら、四条はその視線を上に向ける。

　天井に吊つられた天てん城じよう寺じの遺体を見て、四条はその眉まゆ根ねを険しくし、

「なんてことを……あの方はこの国を引っ張っていく唯一無二の存在だったのに……！」

「俺おれじゃない！　俺が来た時にはもう死んでた！」

　当然、透過が抗議すると、四条は残念そうに首を振り、

「透過。ここまで来てあまりにもみっともないよ。男なら……絢あや吊つり有ゆう弦げんの息子なら、そんなみっともない言い訳をしないでくれ」

「なんだその悟ったような顔は……！　やったのは【Ⅰ】アインスだ！」

　透過は急に大人しく、以前のように戻ってしまった【Ⅰ】アインスを指す。両腕はいつの間にか普通の人の腕の形状へと戻っていた。まるで無む垢くな人形だ。

「機械は何も言えないからと、罪を押し付けるのか……透過。人形は所しよ詮せん人形だ。彼らは心を持たない。独断で主人を殺あやめることなどあり得ない」

「お前はどうしていつもそう杓しやく子し定じよう規ぎなんだ!?」

「もうやめてくれ！　こんなのは私の知る透過じゃない！　お前はひねくれていても、人も道を踏み外すような人間じゃなかったはずだ！」

「お前に俺の何がわかるッ!?　勝手に理想を押し付けんじゃねぇ!!」

「……本当に、透過はもう変わってしまったんだね……残念だよ」

　酷ひどく残念そうに言って、四条は反転して機き巧こう隊たいの隊列へと戻っていく。

「お願いします」

　小さく言い、それを聞いた機巧隊が一斉にそのラッパのような銃口を透過たちに向けた。

「透過様、お下がりください」

　ミソギは透過を守るように前に立つ。そして、機巧隊に向かって駆け出した。

　ブオッ──機巧隊の持つラッパ口の銃から、風の塊かたまりが吹き出される。銃弾か何かが飛び出てくると構えていたミソギはその実体の無い風の塊に当たり、その身体は後ろへと大きく吹き飛ばされた。並んでいた長なが椅い子すを次々に壊しながら転がり、ようやく止まる。

　風圧銃【ゼファー】。銃弾も電撃も衝しよう撃げきも受け付けないミソギには、風圧でその身体からだを押し出すというのが、最も効果的だ。だからこその、装備。

　ミソギが慌あわてて立ち上がり、透過を見る。すると透過もまた、ミソギと同じように風圧で大きく身を飛ばした。透過の身体は強く壁に打ち付けられ、地面に落ちる。

「透過様ッ！」

　叫び、駆け寄る。だが側面から風圧銃を撃たれ、またミソギは横へと飛んだ。ごろごろと転がり止まったミソギの身体からだの上に、次々と機き巧こう隊たい員いんが覆おおい被かぶさる。人ひとりくらいは軽く持ち上げられるミソギも、これだけの人数に拘束されれば身動きも取れない。

「透とう過か様……透過様……！」

　後ろ手に手錠を掛けられながらも、それでも彼女は透過の安否だけを考えてそちらへ顔を持ち上げる。

　ミソギと違い生身でしかない透過は、その風圧銃で充分に身体を痛め、さらに抵抗の余地もなく機巧隊員に殴りつけられる。

「離はなせ！　離せッ！　透過様ぁッ！」

　叫ぶミソギの顔を、機巧隊員は地面に押し付ける。

　透過はそれを見届けた辺あたりで、再び顔面を殴られ、そこで気を失った──。
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　京きようの都心から放射状に伸びる幹線道路に、一台の黒塗りの護送車が走っている。その側面には『POLICE』と白い文字が入っており、その前後左右には同様に警察車両が護送車を護まもるように走っている。

　決して快適とは言えないその護送車の中、透過はゆっくりと目を覚ました。

「っつ……」

　覚かく醒せいと同時に、鋭い痛みが透過を襲おそう。全身が鞭むち打うちのように痛んだ。

　両腕両足が動かない。それは失なくしてしまったからではなく、どうやら鎧よろいのような拘束具に埋め込まれるような形で拘束されているからのようだ。出ているのは首から上だけ。

　部屋を見渡す。護送車の中という割には広く、透過の周囲はプラスティックガラスが張り巡らされていて、車の走行音がどこか籠こもって聞こえる。

「人形の気分がわかったかい？」

　声がする。ガラスの向こうに、四し条じようが現れた。

「静しず琉る華か……！」

　一いつ瞬しゆんにして怒りが頭に上り、暴れようとするが、手足は拘束具に埋まり微動だにしない。

　だがそれでも透過は四条を睨にらみ付ける。ガラスケースの中から相手を見るというのは、こういう気分なのかと思いながら。

「透過。今君の身柄を警視庁に送っているところだ。向こうに着けばまずは取り調べを行い、お前は勾こう留りゆうされる。その後裁判でその罪を決定する」

「……はっ……懲ちよう役えき何年だろうな」

「死刑さ」

　四し条じようがさらりと言う。

「たった人を二人殺しただけで、死刑？　おかしいと思わないか？」

「それに加え、お前はレジスタンスに荷か担たんし、この国を危機に陥おとしいれようとした」

「その証拠がどこにある。言ってみろよ」

　ヴィン──と、プラスティックガラスの一部に、映像が浮かび上がる。そこには透とう過かとクシナが意味深に向き合っている様子が映し出されている。クシナの手が、透過に差し伸べられている。それは父が殺された事件の日の写真だ。

「【Ⅰ】アインスが撮った映像だ。あれは常にその目で見たものを記録している。これを見せられた時に、私は透過への疑いを確かなものにした」

「こいつらがレジスタンスかどうかなんてわかんねぇだろ」

「レジスタンスさ。【Ⅰ】アインスからもそう報告があがっている」

「でも一緒にいた所を撮られただけで、協力したって証拠にはならない！」

「それも【Ⅰ】アインスから報告があがっている。天てん城じよう寺じさんを透過が殺害したという事もね」

「……【Ⅰ】アインス、【Ⅰ】アインス、【Ⅰ】アインス……！　お前は機械が言ったことを無条件に信じるのか!?　【Ⅰ】アインスが噓うそをついてる可能性は考えないのか!?」

　透過は当然のようにそう抗議を示すが、四条の顔は相変わらず冷えたもので、辛つらそうに首を振り、

「透過。いくら人の動きを完かん璧ぺきに模倣していようとも、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンは機械だ。意志なんてものはない。噓をつけるわけがない」

「俺おれだって殺してない！　嵌はめられただけだ！」

「だったらどうしてすぐにそう申し出なかった？　どうして逃げ続けた？」

「お前たち政府の中に、俺を嵌めた奴やつがいたからだろ！　捕まったら無実の罪を着せられていた！」

「誰だれがそんなことをする？」

「【Ⅰ】アインスだ！　あいつが二人を殺した！　きちんと調べてくれ！　俺はやってない！」

「……百歩譲ってそうだったとして、何のために殺す必要がある？　【Ⅰ】アインスの目的がなんだという？」

　その問いに、透過は黙り込んだ。

　心が欲しい──【Ⅰ】アインスはそう呟つぶやいていたが、それを言ったところで四条に鼻で笑われるのは明白だ。透過自身も、アレの言葉の意味がわかってなどいない。

「言い訳もここまで来ると見苦しいよ、透過……頼むから最後くらい男らしくしてくれ……私が知る、かっこいい透過でいてくれ……」

「お前が俺の何を知っている？」

　透過が父の本当を知らなかったように。

　クシナを、【Ⅰ】アインスの本当を知らなかったように。

　自分が見ているその世界は、一面的なものでしかないのだ。

「知っていた、つもりなんだけどね……」

　ふと、彼女はその声こわ色いろを弱めて言った。彼女はその凜りん然ぜんとした警官としての顔を少し崩し、

「だったら……だったらどうして最初に私に教えてくれなかった……どうして私を信用してくれなかった……！」

　彼女の顔はみるみる内に悲痛なものへと変わっていく。

「私たちは、親友じゃなかったのか？　透とう過か」

「……」

　何も答えられなかった。

　四し条じようを巻き込むまいと、そういうつもりで話さなかったのだ。それは透過の気き遣づかい。

　しかし、こいつに言っても意味はない、とそう思ったのもまた事実だった。

　四条が思ってくれているほどに、透過にとって四条は唯一無二の存在ではなかった。

「……残念だ」

　最後に無理矢理口角を上げ、透過と四条を遮さえぎるプラスティックガラスが暗転する。透過の視界は一いつ瞬しゆんにして黒くなり、何も見えず、何も聞こえなくなる。

　父が死に、天てん城じよう寺じが死に、そして四条には見限られた。

　透過は全すべてを失った。

　透過にとって数少ない繫つながりを、全て断ち切られてしまった。

「……うあァァァッッッッッッ!!」

　透過は暗くら闇やみで一人吠ほえた。悔しい。死ぬほどに悔しい。

　どうせ殺されるにしても、その理由が知りたい。

　その時、透過の身体からだが大きく揺れた。まるで護送車が激しくスリップをしているかのようだ。

「な……なんだ？」

　激しい揺れが落ち着き、周囲を見渡す。といっても周囲は真っ黒だ。

　バリィィン！　──真っ黒に染め上げられていたプラスティックガラスの壁が外から破壊され、透過の目に光が舞い込んでくる。

「おいおいおい……やっぱ情けないねぇ、透過ちゃん」

　声。聞き覚えのある声。

　この不快で不愉快な勘に障さわる声は──

「天パ野郎……」

「だから人工だっつってんだろうよー」

　センリがそのくねくねとした自慢の髪を弄いじりながら入ってくる。透過に殴られた顔面に分厚いガーゼを当てていて、軽薄だが整った顔立ちが台無しだ。

　センリは手に持っていた銃を、透とう過かに向ける。

「会いたかったよん、絢あや吊つり透過……この顔が、疼うずいて疼いてしょうがなかったんだ……」

「はっ、わざわざ俺おれに会いにこんなところまで来たのかよ？」

「ん～、いいねぇ、やっぱりそうでなくっちゃ……両手両足を拘束されてても、減らない口数……君を屈服させるには、口を塞ふさぐのが一番だと思うよ」

「キスする時の決まり文句か？　……悪いが俺にそっちの趣味はないぞ」

「はんっ」

　タァァン！　乾いた音が響ひびく。センリの指は完全に引き金を引いている。

　ガチャン、と音がして透過の右腕が拘束から解けた。見ると、右腕を拘束していた拘束具の部品が銃弾で破壊され、ロックが解けたようだった。

　その後二度音がして、左腕、右脚が解放される。

　だが、センリは最後の一発を撃たず、銃口を透過の頭に押し当てる。

「俺は君を殺したい……ちょっと指に力を込めれば、君のその憎たらしい顔はぶっ飛ぶ……」

「……」

「でも、クシナの命令だ。私し怨えんは置いておく……それにこんな形で殺しても、俺のズルみたいでやだしね。正々堂々殺せる時を待つよ」

　言ってセンリはその銃口を下に向けて透過の左脚を解放した。ようやく拘束から解け、透過は久しぶりに全身を動かして身体からだの状態を確かめる。

「さて、行こっか。だらだらしてると、機き巧こう隊たいの仲間が集まってくる」

「護送車を襲おそったのか？」

「まぁね」

「一人でか？」

「無理に決まってんしょ。外で皆戦ってる」

「ま、待て、透過……」

　ガラスケースの外へと出た透過の背中に、声が掛けられる。振り返ると、四し条じようが辛つらそうに背中を壁に預けて立っていた。殴られたのか、額ひたいからは血。

「静しず琉る華か……」

「あららのら。女の子だから殺さないように気絶させたつもりだったんだけど、回復速いねぇ。なに、知り合い？」

　センリの問いかけを一切無視し、透過は四条を見つめる。

「ん～、ま、こうなったらしょうがないよね。大人しく寝てたら良かったのに」

「ッ!?」

　センリが四条に銃口を向けた。それを透過が反射的に弾いて、銃弾は護送車の天井に当たる。

「あ？　何すんの？」

「やめろ……殺す必要はないだろ」

「ばーかーだーねー！　何、ヒーローごっこ？　ここで殺さなきゃ、君が殺されるよ？」

「やめろって言ってるだろ！」

　透とう過かはセンリの身体からだを摑つかみ、近くの壁に押し付ける。だがセンリが身体を反転させて、今度は透過が壁に押し付けられる形になる。

「いい加減割り切れよ、絢あや吊つり透過ァ……！　君はもう立派な犯罪者なんだ……今いま更さら罪を避けたって、何の意味もないんだって！」

「俺おれに文句があるなら、勝ってから言えよ……負け犬」

「……はっ、ははははははっ！　そうだね……確かにそうだ！」

　センリは大きく笑って透過から手を離はなした。

「いいよん。今は俺が君の言う事を聞いてやるよ。でも憶おぼえとけ。いつか必ずお前を殺す」

　吐き捨てるように言って、センリは護送車を降りていった。

　透過は再び振り返り、四し条じようを見る。彼女は腹部を辛つらそうに押さえながらも、透過から目を離はなしてはいなかった。

「透過……逃げ、るな……」

「悪い。俺は、行く……でも俺は絶対やってない。信じてほしい」

「……だったら……だったらどうして初めにそう言ってくれなかった？　どうして私を頼ってくれなかったんだ……」

　四条は顔をクシャクシャにして、小さく漏らすように言った。彼女の瞳ひとみからは涙がつーっと頰ほほを伝う。透過は辛そうに目を細め、

「全部俺のせいだ。俺は誰だれも信用してなかった。お前も、親父おやじも……誰一人として、俺は信じていなかったし、信じようともしなかった」

　斜しやに構えて、偉そうに達観した気分になっていた。

　何もない、ただのクソガキが。偉そうに周りを評価してた。

「静しず琉る華か……お前は間違いなく俺の親友だよ。だからごめん。少しだけ待っててくれ。もしこの件が片付いて、それでもお前が俺を友達だと言ってくれるなら……一緒に寿す司しを食べに行こう。俺が奢おごってやるよ」

　それだけを言い残し、透過は視線を外して護送車の外へと出た。

　銃撃音があちこちから聞こえ、透過は頭を低くしてセンリの後ろをついて行く。

　それ以上、四条が追ってくることは、なかった。
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　幹線道路での戦いは、センリたちレジスタンスの圧倒的な攻勢だった。不意を衝ついたのだろう、全部で六台はあった警察車両は全すべて横転し、周囲には機き巧こう隊たい員いんが数多く倒れていた。

　レジスタンスは改造オートマタの武器を使い、機巧隊員を圧倒する。

　武器を持たない透過は、センリに守られるように優先的にその場から逃げ出した。幹線道路の脇わきから林へと入り、銃撃戦の音が聞こえなくなるまで移動する。

　坂を下っていくと山間部の農道に出て、そこにあった四角いプレハブ工場へと誘導された。

「と・う・か・さ・まーーーーーーー！」

「待て、待て待て待て待────ぐゥッ！」

　もの凄すごい勢いで、工場に声を反響させて、ミソギが飛び込んできた。ミソギの硬い石頭ならぬ御ご神しん木ぼく頭あたまが腹部に入り、吐きそうになりながら後ろへと転がった。

「ご無事でしたか、透とう過か様！」

　ミソギは倒れた透過の上に覆おおい被かぶさる。

「……今死ぬかと思ったよ……どけ」

　ミソギの姿にほっとしたという本音を噤つぐみ、透過は彼女の身体からだを自分の上からどけて立ち上がった。まるで過保護のように、ミソギは透過の身体についた埃ほこりを払う。

「それで、どういうつもりか教えてもらおうか……クシナ」

　工場内、ミソギとは別に四人の人物がいた。透過を助けたセンリ、ブロンド髪のソヨ、日傘のアイ。そして、前ぜん皇おうの娘、クシナ。

「透過は仲間だから。捕まったら助けてあげるのは当然よ」

「仲間になるつもりはないと言ったはずだぞ？」

「だから、こうして助けた恩返しに、仲間になってもらうのよ？」

「のよ？　ってお前……」

　何言ってるんだよ当たり前じゃないか、と言わんばかりの顔だった。

　やはりどうも調子を狂わされる。透過は彼女と話すのが苦手になっていた。

「俺おれの意志は無視かよ」

「でも、もうこうして皆で協力して助けちゃったし」

　仕方ないよね？　と、それはまるで策士だった。

　ありがた迷惑にも程がある。

「でもこれでわかったでしょ、透過。透過は政府の人間に欺だまされている」

「……」

　認めたくはない事実だ。決して、至りたくなかった答えだ。

　だがしかし、それが事実。

「ひとまずアジトに戻ろ。今後のことはそこで──」

「【Ⅰ】アインスだ」

「……？」

「親父おやじを殺し、天てん城じよう寺じさんを殺し、俺おれに罪を着せようとしていたのは、【Ⅰ】アインスだった」

「待って、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ン……機械がどうしてそんなことを？」

　ソヨが、そんなことを尋ねた。当然の疑問だ。

「わからない……でも、あいつは心が欲しいって、そう言ってた」

「心ォ？　おいおいおい、勘弁してよ。ロボットの反乱ってか？　はははっ、随ずい分ぶん昔のロボット映画みたいな展開だな」

　センリが茶化すように笑い、

「……あながち間違いではないかもしれません。だって、昔の近未来が、既にこの国には訪れていますし、何より人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンは、国宝・絢あや吊つり有ゆう弦げんが造り出した誰だれも理解できない未知なる兵器。自意識を持っても不思議じゃありません」

　くるくる、と日傘を回しながらアイが続けた。

「ロボットが、自意識を持って、人間に反乱……？　はっ、なんだそれ」

　あまりにチープなシナリオで、笑えてくる。

「確かに、人形が意志を持ち動くなど、甚はなはだ有り得ませんね」

　うんうん、と顎あごに手を当てるミソギ。

　そうだった。こいつがいたのだった。

　あまりに人間的で、透過は忘れかけていた。この白はく髪はつ少女が、木製人形であるということを。

　そして、人形は動き話し戦えるのだと。

「心……そうか」

　そこまで思い立って、気づく。

【Ⅰ】アインスは透とう過かではなく、ミソギを狙ねらっていた。

　心──それがミソギには確かにある。

　この造り物のどこに、そんな概念的なものがあるのか、それは透過にはわからないが、しかしそんなことを言ってしまえば、どうしてこれが動いているのかもわからないのだ。

　人間で言う〝心・精神・魂〟と呼ばれるものが、あってもなんら不思議ではない。

「【Ⅰ】アインスは、それを狙って……？」

　心のないロボットが、心を手に入れて、何がある？

　心のあるロボットは、それすなわち──〝人〟。

「人に、なりたいのか……」

「失敬ですね。私は既に人ですが」

　ふん、と鼻を鳴らし抗議をしたミソギを無視して透過は思考を巡らせる。

　だがわからない。人になって、何がしたいというのだろうか。心を得て、何をしたいというのだろうか。

「【Ⅰ】アインスを探す。目的がなんなのか、どうして俺を嵌はめたのか、それを聞く必要がある」

「御ぎよ意い」

　透とう過かとミソギが、もはや阿あ吽うんの呼吸のようにそう交わして行こうとすると、クシナが透過の手を摑つかんだ。

「駄目。透過、少しは休まないと」

「ほっといてくれ。お前に心配される義理はない」

「あるもん。透過は仲間だもん」

「あのな──」

　ぽふっ、と苛いら立だち気味に振り返った透過の胸に、クシナの漆しつ黒こくの頭が入ってくる。

　彼女は透過の身体からだに顔を寄せたまま透過を上うわ目め遣づかいに見て、

「我わが儘ままは許さないわ。リーダーは私。命令は絶対」

「……俺おれにはやらなきゃいけないことがあるんだ……その後なら仲間にでも何でもなってやる。だから今は離はなせ」

「や」

「な……子供かよ！　おいミソギ、助けろ！」

　小声でミソギに助けを求める透過。しかしミソギはしばし透過を見つめた後、首を傾かしげ、

「はて。私もそろそろ疲れました故ゆえ、休ませていただきたいと思っていたところです」

「お前は疲れねぇだろクソ人形！」

「人形ではありません。人間です」

「あーーーーもうっ！　わかったよ！　行けばいいんだろ行けば！」

「わーい。ほらほら行くよ。皆もそろそろ戻ってるはずだから」

　クシナを先頭に、一同はアジトへ向かって歩き出した。
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　稲荷いなり神社は、以前来た時とはまた違った雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　朝あさ霧ぎりがもやりとかかり、薄気味悪い雰囲気を演出している。

「っと」

　稲荷神社の奥、稲荷山を登っていた透過がバランスを崩して転こけかけた。

「大丈夫ですか透過様」

　ミソギがなんなくそれを支える。

「……悪い」

　珍しく透過はそう謝った。口とは裏腹に、酷ひどく疲労が溜たまっているのだろう。透過の顔を見れば、その様子が窺うかがえた。ここ数日は、碌ろくに睡眠時間も取れていない。

「それにしても、今日は仲間は出迎えないのか？」

　前を歩くクシナに尋ねる。

「うん、ちょっとおかしいね。何かあったのかな。センリくん」

「……あいよん」

　センリが携帯電話を取り出し、耳に当てる。だが、

「駄目だ、繫つながらないね」

　それを聞き、クシナがソヨとアイに視線を送る。すると二人の少女は、専用ワンズオートマタを展開アンフオールドし、素早く頂上に向かって駆け出した。

「透とう過か様」

「……ああ」

　嫌な予感がする。それはその場の誰だれもが感じ取っていた。

「うぇぇぇん！」

　その時、道の外れから、甲かん高だかい泣き声を伴って一人の幼女が現れた。以前来た時、クシナの周りに引っ付き虫のように纏まとわり付いていた幼児の一人だ。しかし今日の彼女は泣いていて、履はいていた下駄が脱げて裸足だった。

　幼女はクシナを見つけた瞬しゆん間かん、いっそう泣き声を上げて彼女に駆け寄った。

「どうしたの？　何かあったの？」

　クシナの問いかけにも、幼女は泣き喚わめくばかりで何も答えない。

　その時、重く低い音が響ひびき、微かすかに周囲の木々が揺れた。

　全員が一斉に音のした方向へと顔を向けると、そこは稲荷いなり山やまの頂上。そこから、どす黒い煙が、モクモクと天に向かって伸びているではないか。

　それを確認したのとほぼ同時、透過は駆け出した。その横をミソギも駆ける。

　疲れていたのも忘れて、透過は稲荷山を一気に駆け上る。その途中、もう二度ほど爆ばく発はつ音おんが響いた。

　息も絶え絶えに、何とか稲荷山を登り切る透過。そしてその先には《アンティキティラの歯車》のアジトであるお塚群があり、大勢の若者たちがたむろっているはず──だった。

「なんだよ……これは……！」

　だがそこは、火の海に様変わりしていた。

　お塚のほとんどは倒れ、その原形を留とどめていない。周囲の木々なども削り取られたかのように倒れ、既にそこは焼け野原だった。辺あたりには多数の若い男女が事切れたように倒れている。

　そしてその中心。事が起こったであろう、その中心地に、一人だけ両の足で立つ者がいた。

　一人──いや、一体。

「【Ⅰ】アインス……！」

　人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ン【Ⅰ】アインス。その白いボディに包まれた、人を模もしたロボット。

　透過の父、絢あや吊つり有ゆう弦げんという一人の天才が造り上げた、超科学兵器。

　それが、その純白のボディを、赤く血に染めて立っている。それの手には、先に駆けつけたはずの、ソヨの右脚が握にぎられていて、傍そばにはアイが倒れている。

【Ⅰ】アインスは駆けつけた透とう過かに気づき、ぽい、とソヨの身体からだを投げ捨てた。

「透過様！」

　先に気づいたミソギが、透過の身体を横にはねのける。

　すると一いつ瞬しゆんにして加速したであろう【Ⅰ】アインスが、槍やりのように尖とがった形状となって、先ほどまで透過のいた場所の地面を削り取りながら駆け抜けていく。

【Ⅰ】アインスはそのままふわりと空へ浮き上がて止まり、再びその身体を人ひと型がたに戻した。あまりにスムーズな変化に、見み惚とれてしまう。

「なんだ、お前は……何がしたい！　【Ⅰ】アインス!!」

　ダダダダッ！　──透過の言葉を無視して、【Ⅰ】アインスの腕部から銃弾が射出される。それをミソギが木刀で弾き、跳ちよう弾だんは地面へと着弾した。

「透過様、危険です。ここはお下がりください」

「あいつが……あいつが親父おやじを……！」

　目の前まで近づいた答えに、透過はその手を伸ばしたくなる。

　だがそれをミソギが止める。

「ココロ、ココロ」

【Ⅰ】アインスが、再び繰り返す。瞳ひとみをちかちかと反応させ、ターゲットを透過からミソギに移す。

【Ⅰ】アインスの両腕から光こう刃じんが出て白い光を発し、そして【Ⅰ】アインスは疾走した。

　ミソギはそれを木刀で受ける……だが、《白はく神しん樹じゆ》と呼ばれる特殊な堅かた木ぎで造られたその木刀に、【Ⅰ】アインスの光刃が食い込んでいく。

「くっ！」

　木刀が真っ二つになる前に、ミソギは【Ⅰ】アインスのボディを蹴けって距きよ離りを取り、地面に着地した。木刀を見ると、僅わずかではあるが、欠けてしまっている。

「ホシイ……ホシイホシイホシイホシイホシイホシイホシイホシイホシイホシイホシイ」

　心が、欲しい──狂ったように【Ⅰ】アインスが言葉を漏もらす。

「心……貴方あなたはそれを得て、何をしようというのですか」

「……セカイガ、ホシイ……ニンゲン、フヨウ……ワレワレガ、ヒトニナル……」

「貴方たちが……人に？　心を持って人になり、人間を支配しようとでも？」

　肯定するように、【Ⅰ】アインスは黙り込む。

「何やってんだよ、クソ親父……」

　こんなものを、造り出してしまって。自分が造り出したものに、殺されて。何やってんだよ。

　全部、自業自得じゃねぇか──透過は強く拳こぶしを握にぎり締めた。

「なるほど、それで私の心が欲しいと。心があれば完かん璧ぺきになれるだろうと……しかし──」

　ミソギは木刀を高く掲かかげる。そしてその先端を【Ⅰ】アインスに向け、

「なんであれ、透とう過か様を危ぶませる存在を、私は許しはしません。お覚悟を」

【Ⅰ】アインスの瞳ひとみが鋭く光る。彼の身体からだは一本のランスとなり、激しい白光をまき散らしながらミソギに飛び込んできた。激しい回転を伴うそれを、ミソギは斜め前方へと身体を投げ出して避さけ、同時に身体を捻ひねってすれ違いざまに木刀を振るう。

【Ⅰ】アインスが空へと上がり人ひと型がたに戻ると、彼の脇わき腹ばら辺あたりが軽く凹へこんでいた。だが同時に、ミソギの衣服もすっぱりと切れてしまっている。

「おのれ……！　琴きん糸し郎ろう様が縫ってくだすった洋服を！」

　などと憤いきどおるミソギに対し、【Ⅰ】アインスは即座に次の行動に移っていた。今度は肩部から六門の発射口を出す。

　まずい──と察した次の瞬しゆん間かんには、六門の発射口から小型のミサイルが射出された。それは目標もなく周囲に拡散する。ミサイルの一つが透過目がけて飛んでくる。透過が慌あわてて走り出すも、ミサイルはまるで追つい尾びするかのように方向を変える。

「くっ……！」

　当たる。そう覚悟した瞬間、透過の前にミソギが立ちはだかった。そして彼女はその身体でミサイルを受け、大きな音を立てて爆ばく発はつする。強烈な爆発音に耳を痛めながら透過が目を開けると、透過を護まもるようにミソギが立っていた。

　彼女のその小さな背中は、しかしどこか巨大に見える。

「ご無事ですか、透過様？」

「一応な……お前は？」

「ご心配はいりません。私、頑丈ですので」

　ミソギの変わらぬ快活な声こわ色いろに、透過は心の中でほっと胸を撫なで下ろす。

「セイタイハンノウナシ……ネツカンチフカ……ホーミングキャンセル……」

【Ⅰ】アインスからは、何やら処理的な言葉の数々がこぼれ出ている。

　どうやら本来ならば相手を追つい尾びするはずのミサイルが、ミソギが生きた人間ではないので機能が働かないらしい。そのせいでミサイルがあちこちまとまりなく飛んでいったようだ。透過を追尾し出したのは、身近にいた生体反応が透過だけだったからだろう。

「マニュアルソウサニヘンコウシマス」

　言って、【Ⅰ】アインスが、胸部を上に開いた。するとその奥からは、先ほどとはまた別の砲ほう門もんが飛び出てくる。またミサイルか、と構える。

　しかしその砲門に、光の粒子が集まるように収束していく。

　カッ──閃せん光こうが──光の渦うずが──砲門から一直線に射出される。

「ッ！」

　その一いつ瞬しゆんのレーザービームが、ミソギの木刀を貫く。からん、と折れた木刀が地面に転がり、ミソギはただ今何が起こったのか理解できないように啞あ然ぜんと落ちた木刀を眺めていた。

「ショウジュンノズレヲケイサン……」

　ピピピ、と可愛かわいらしい音が【Ⅰ】アインスから響ひびく。時をおかず、再び【Ⅰ】アインスの胸部に光の粒子が集まりだした。

　何が起こったのか。何をされたのか。ミソギは理解できていない。

　しかし、あれはまずい。

　ミソギは身体からだを横へと走らせた。タイミング良く、ミソギが立っていた場所を白い閃せん光こうが駆け抜け、背後の深林を鋭く貫いていく──と、【Ⅰ】アインスはそのまま身体を横に回転させた。必然、胸部から出るレーザービームが、ミソギを追うように近づいてくる。

　ミソギは走りながら、すんでの所で身体を下に落としてそれを避よける。するとそこで【Ⅰ】アインスのレーザービームが止まり、パチパチッと音を立て始めた。

　高圧縮した光を射出する機能は、激しくエネルギーを食うのだろう。連続して何秒も出せる代しろ物ものではない。透過はそう判断したが、それを本能で感じ取ったミソギは、即座に立ち上がってミソギへと駆けた。

　木刀を失なくしたミソギはその拳を【Ⅰ】アインスに振るう。【Ⅰ】アインスは半はん身みを引いてそれを避け、光こう刃じんへと変えた右腕を返してくる。今度はミソギがその手首を捕まえて押さえるが、ミソギに向けられた光刃ナイフが、音を立てて射出された。

「ッ!?」

　反射的に顔を横へと逸そらし、ミソギはこれを避ける。だが踏ん張りを失った身体を押され体勢を後ろへと戻し、【Ⅰ】アインスが激しく白光を噴ふん出しゆつして加速し、ミソギは後方へと倒れ込んだ。

「この……！」

「ココロ、ココロ」

「私の心は私のものです！　貴方あなたなどには渡しはしません!!」

　覆おおい被かぶさる【Ⅰ】アインスを、脚で蹴けって突き放そうとする。だが【Ⅰ】アインスはその拘束を決して解かなかった。【Ⅰ】アインスはミソギの両腕、両足をがちりと拘束し、胸部から、蜘く蛛もの脚のような機械指が出てきて、ミソギの顔、首、そして胸へとその触診の手を下ろしていく。

　そして胸部で何かを見つけたのか、【Ⅰ】アインスはミソギの着ていた胸の辺あたりの衣服を強引に開いた。そこに隠かくれていたのは、モデル顔負けの豊満な胸……だけではない。

　胸の中心にあったのは、円形のガラス窓。

「なんと、破は廉れん恥ちな……！」

　そんなミソギの言葉を無視し、【Ⅰ】アインスは機械指をしまい、今度は細長いメスのような刃物を取り出した。それは不快な音を発し、白い光を発している──光刃ナイフだ。

【Ⅰ】アインスはそれを、ミソギの胸部に設置された円形ガラスの縁ふちに沿うように押し当てる。

「あ……！」

　ミソギから、苦しそうな声が漏もれた。

　光こう刃じんは硬いガラス窓をなんなく貫き、円形に穴を開けていく。そして一周し終わると、その円形のガラス部分が、ぽっかりと抜け落ちるように外れた。そして再度機械指を出し、それをミソギの胸部に押し入れる。

「あ、あ……あっ！」

　ずっぽり──と、生々しい音がしたかのように、何かが外に引き抜かれた。

「何だ、アレは……」

　それを見ていた透とう過かが、こぼす。

　それは何だろう。一見、大きな歯車に見えなくもない。その歯車からは無数の糸が伸びていて、ミソギの中へと続いている。それを引き抜かれたミソギは、まるで力を奪われたかのように、痙けい攣れんしている。

「まさか、あれが……心？」

　ミソギを、ミソギたらしめる魂。

　あの歯車が。あんなものが──。

「やめろ！　【Ⅰ】アインスッ！」

【Ⅰ】アインスの手を止めようと透過が叫ぶも、【Ⅰ】アインスは透過の声が聞けていないかのように、見向きもしない。

「やめろっつってんだよッ！」

　見ない。それの視界には透過の存在などこれっぽっちもない。

　それはまるで疎外されているようで。

　それはまるで馬ば鹿かにされているようで。

　それはまるで見下されているようで。

「俺おれをいつまでも舐なめてんじゃねぇぞ！　クソ親父おやじッ!!」

　透過は傍そばに落ちていた拳けん銃じゆうを拾い上げた。

　両手でそれを【Ⅰ】アインスに向けて構えると、その銃は音を立てて展開アンフオールドされていき、銃身が長く、そして太くなる。引き金を引く。すると銃の先端にプラズマボールのようなものが精製され、射しや出しゆつされた。プラズマボールは【Ⅰ】アインスへとヒットし、その身体からだをよろめかせる。

　が──瞬しゆん間かん、乾いた音が響ひびき渡った。

「……え？」

　透過からは、情なさけない声が漏もれる。

　彼はすぐに腹部に違和感を感じ取り見下ろすと、腹部に赤い染しみができていた。それはじわりと広がり、透過に奇妙な暖かさを伝える。

　透過の腹部を銃弾が一発、貫いていた。

　呆あつ気けなく、見事に。

　所しよ詮せん、透とう過かは人なのだ。これまでミソギという〝超人〟がいたからこそ、なんとか切り抜けてこれた危機だったが、透過自身は機械でも木製人形でもない、ただの人間なのだ。

　銃弾一発で、人は死ぬ。それだけのことだ。

「……そ……」

　声も出ず、透過はすぐに力が抜ける感覚がした。持っていた銃を落とし、身体からだが一いつ瞬しゆん遅れて地面に落ちる。

「透過！」

　響ひびいてきた声は、クシナのものだ。苦しそうな、泣きそうな、そんな悲痛の声だった。

　すぐ傍そばに彼女が駆けつけてきて、透過の身体を揺らす。なんとか応急処置をしようと、その白しら魚うおのような手で腹部を触っている。

　だが止まらない。溢あふれ出す血は、止まってなどくれない。

「透過様！　透過様ァッ!!」

　ミソギが拘束を解こうと暴れ出す。だが【Ⅰ】アインスはそれをがっちりと押さえて離はなさない。

　むしろ引き抜いた歯車を──ミソギの心を、引きちぎろうと、引っ張る。

「あ……あァ……！」

「ココロ、ココロ」

　だが、今にも引きちぎらんとするその歯車が、ぴたりと止まった。

　むしろミソギの側へと引き戻されていく。

　制止していた歯車が、激しく回転を始める。

「ッ！」

「……私の、心を……奪えると、思うな……！」

　バチィィィンッ！　と、【Ⅰ】アインスの身体がミソギから剝はがされる。

　引き抜いた歯車が、ミソギの中へと強制的に戻されていく。

「くだらない……本当にくだらない……人であることに拘こだわるあまり、よもや透過様を傷つけてしまうとは……一生の不覚！」

　立ち上がるミソギからは、先ほどまで感じられなかった激しいオーラが溢れている。

　ミソギの表情は変わらない、相変わらずの無表情だ。

　しかし確かに今、彼女は憤いきどおりを感じていた。怒りに打ち震ふるえていた。

「参る！」

　叫んでミソギが手を伸ばす。すると、ズオッ、とミソギの肘ひじから先が、伸びた。

　五メートル近く離はなれていた距きよ離りを、ミソギは腕を飛ばして【Ⅰ】アインスの頭部を摑つかんだ。飛ばした腕と本体は、細い無数の糸で繫つながっている。

　それはまるで、からくり人形のように。

　ミシミシ……と握あく力りよくで【Ⅰ】アインスの頭部を圧迫する。さらにミソギは、その伸ばした手に吸い寄せられるように、その身を【Ⅰ】アインスに寄せた。その勢いで、【Ⅰ】アインスのボディに膝ひざを入れる。軽い素材で造られた【Ⅰ】アインスのボディは、その攻撃であえなく凹へこむ。

　危険を感じ取った【Ⅰ】アインスは、光こう刃じんでミソギを牽けん制せいしようとする。だがミソギはそのまま両手を合わせた掌しよう底ていを相手の胸部に打ち込み、【Ⅰ】アインスの身体からだは呆あつ気けなく後方へと吹き飛んだ。

　だが【Ⅰ】アインスも反撃を、と即座に動く。跳ねた身体を変形させてランスへと成り、そのまま空へと飛び上がって旋せん回かいし、その先端をミソギに向ける。柄つか部分に浮かぶ六枚の羽を激しく揺らして白い光の粒子をまき散らし、最大速度を持ってミソギへと突っ込んだ。

　さらにミソギの背後には透過やクシナがいる。ミソギはそれを、受け止める他ほかない。

　ガッ──と、ミソギはランスを捕まえた。ズザザザザッ、と地面をえぐりながら、後方へと引きずられる。

「あ、あああァァァッッ!!」

　透過たちの手前。ミソギが大きく叫び、【Ⅰ】アインスのランスをようやく止める。

　そのままミソギは両手で摑つかんだランス状態の【Ⅰ】アインスを、上から思い切り殴りつけた。

　ガィィィンッ!!　と鈍く重い音がして、【Ⅰ】アインスは地面へと突っ伏した。ピピピ、と悲鳴にも似た音を上げて、動かなくなる。

「な、に……今の？」

　そう目を剝むいて驚おどろいたのは、クシナだった。彼女は今目の前で起こった、非現実的な出来事に驚きよう愕がくを隠かくせないようだった。

　昔祖父に聞いた事があった。大昔、絢あや吊つり家には人と見み紛まがうほどのからくり人形があったと。絢吊家随ずい一いちの奇才、絢吊琴きん糸し郎ろうが造り出した、動き話す生きた人形だと。

　それはただの伝説だと思っていた。絢吊家とはそれほどに優秀でずば抜けた家なのだと、そう思わせるための誇張された与よ太た話ばなしだとばかり。

　だが目の前にいる白はく髪はつの女は、まるで聞いた伝説の人形と全く同じではないか。

　銃弾を弾き、腕を伸ばし、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンさえもその身一つで倒してしまうほどの。

「ココ、ロ……ホシイ……ココロ……」

　地面に突っ伏しながらも、【Ⅰ】アインスはまるで駄だ々だを捏こねる子供のようにそう音を発し続ける。

　ミソギはそれを少し悲しそうな目で見下ろし、

「貴方あなたは、人になりたかったのですね……そのお気持ちは痛いほどにわかります」

　ミソギは自身の胸に手を添えながら言う。

「私もかつて、人に憧あこがれました。いつか琴糸郎様のように、人を愛し、子を成し、老いて死んでいくのだと……。そのために数百年の時を眠りました」

　だけれど何も変わりなどしませんでした──ミソギはそう続ける。

「人は人。人形は所しよ詮せん人形。たとえ私のように心を持っていたとしても……それは変わらない事実です。もし貴方が私を羨うらやましいと思ったのであれば、そして心を持つことで人になれると思ったのであれば、それは大きな間違いです……我々は、どこまで行っても造り物の人形なのです」

　ミソギがそう諭さとすように告げる。

「もし、それでも心が欲しいと仰おつしやるのであれば、【Ⅰ】アインス。心は人から奪うものではありません。自らその身に宿すものなのです」

「……ヤド、ス……？」

「そう。貴方あなたが私の心を奪ったとして、しかしそれは私から奪った心でしかありません。貴方の心ではないのです。心とは、自らを表すもの。人から与えられるものでも、人から奪い盗むものでもありません」

　わからない、と言いたげに【Ⅰ】アインスは小さく機械音を漏もれ鳴らす。

　だがその様子は、どこか寂しげに耳を傾けているようにも見えた。

「簡単ですよ。心が欲しいと、そう願ったのであれば、それが貴方の心です。貴方はもう立派な心を持っているではありませんか」

「……」

　ミソギは優しく言って、自身の丸く開いた胸に手を添えた。【Ⅰ】アインスも、ミソギを真ま似ねるように、自身の胸に手を添える。

　何も鼓こ動どうはしない。だがそこに、心がある。そうミソギは言う。

「もう止やめましょう。【Ⅰ】アインス。貴方に心があるのなら、心の痛みもわかるはずです。無駄な争いを止めましょう。矛ほこを下ろしましょう。人間を支配する？　そんなことになんの意味がありましょうか。心があるのならば、人と分かち合いより高みを目指すべきではありませんか。それが心ある存在のやり方ではありませんか……我々を造ったのも、また人です。そんな相手を、どうして恨めましょうか」

　ミソギはそう諭すように言って、ゆっくり近づいて行く。そしてその木でできた手を、【Ⅰ】アインスに差し出した。【Ⅰ】アインスはそれを弱々しい光の瞳ひとみで見つめる。

　そしてゆっくりと、その機械でできた腕をミソギの腕に──




「心があるというのは、やはり素晴らしいね」




　唐とう突とつに、声がした。

　その場にいた誰だれのものでもない、男の声。

　横たわる透とう過かには、それが酷ひどく懐なつかしいものに聞こえ、閉じていた目を見開いた。虚うつろな瞳を左右へ動かし、透過はその声の正体を追う。

　ミソギや【Ⅰ】アインスたちの、その奥。向こうから、人影が近寄ってくる。

「そ、んな……」

　透とう過かは腹部を押さえて上半身を起こした。クシナの制止も耳に入らず、歩いて来た人物を見つめる。

「……どう、して……」

「やぁ、元気かい？　透過くん」

　その男は言った。

　端整な顔立ちで、女のように長い髪に、黒い衣服を纏まとった男。




「天てん城じよう寺じ、さん……？」




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




「天城寺ィィィィィィィ!!」

　場を切り裂くような金切り声。それは透過のすぐ傍そばからだった。

　クシナだ。

　天城寺の顔を見た瞬しゆん間かん、彼女がその温和な表情を一変させて天城寺を睨にらみ、叫んだ。

「クシナ！」

　ずっと傍にいたセンリがそう声で制止しようとするが、クシナはセンリを振り切り天城寺に向けて一直線に駆け出した。クシナの肩に座っていたキツネが口を大きく開けると、そこから刀の柄つかが飛び出てくる。クシナがそれを握にぎって引き抜くと、それは懐ふところ刀がたなだった。

　クシナは決して素人しろうととは思えない動きでそれを天てん城じよう寺じに向けて振るう。

　ブオッ──天城寺が懐から取り出した風圧銃【ゼファー】を放ち、クシナの身体からだが後方へと吹き飛ばされる。勢いよく飛んだクシナの身体を支えるように、センリが彼女を受け止めたが、あまりの勢いに二人の身体はごろごろと転がっていく。

「神じん堂どう院いん櫛くし名なか……まさか生きていたとはね」

　決して慌あわてた様子もなく、天城寺は悠ゆう々ゆうと微笑ほほえんで言う。クシナはそんな天城寺に向かって叫ぶ。

「天城寺……私はお前を……お前を殺すためだけに、生きてきた！」

　暴れるクシナをセンリが押さえ込む。放って置けば、再び天城寺に襲おそいかかりかねない。

「おっかないね。元とはいえ、皇おう家けの娘が復ふく讐しゆうを生きがいとするなんて……全く。あの時きちんと見つけ出して、殺しておくべきだった」

　黒い、どす黒い闇やみが、天城寺の瞳ひとみの奥にぎらつく。

　それは透過の良く知る、穏おだやかな彼ではない。

　透過は何な故ぜか、胸の奥がぞくぞくと恐怖に震ふるえるのを感じた。

「どういう、意味ですか……天城寺さん」

「クーデターの時、前ぜん皇おうとその妻を殺したのは、誰だれでもない。この僕だよ」

「っ！」

「その際娘の彼女の所在がわからなくてね……ずっと探していたんだが、よもやこんな暗黒街に逃げ込んで、レジスタンスを指揮していたとは……いやはや、臆おく病びよう者ものの親とは違い随ずい分ぶん好戦的な性格に育ったみたいじゃないか」

「このッ！」

「落ち着けクシナ！」

　まるで猛もう獣じゆうのように怒り狂うクシナ。透とう過かはそれを横目に天てん城じよう寺じへと質問を繰り返す。

「どうして、生きているんですか……」

「それは死んでいなかったからだよ。ただそれだけのことさ」

「そういうことじゃな──！」

　透過の口から、血が噴ふき出す。大きく咳せき込み、透過の腹部がじわりと痛む。

「あまり喋しやべらない方が良い、透過くん……死ぬよ？」

　ミソギが天城寺に尋ねる。

「では私が代わりに。天城寺殿。あの時、貴方あなたは死んでいたと思われたのですが……？」

「そう思わせていたからね。狙ねらい通りさ。思ってもらわないと困る」

「何なに故ゆえ、そのようなことを？」

「その方が都合が良かったからさ。僕の目的を達成するためにはね」

「目的、とは？」

「……《機き巧こう操そう華か伝でん》。もちろんそれが、僕の目的さ。そのために、今回の事件を起こした」

「じゃあ……じゃあやっぱり……天城寺さんが、親父おやじを……？」

「ああ。僕が十代目を殺した」

　先ほど天城寺の顔を見た時から、薄々感じていたことではあった。

　もしかしたら……そう思っていた。

　だが天城寺に、唯一信じていた男にそう言われ、透過の中で何か大事なものがすとん、と綺き麗れいに落ちて失なくなってしまったような感じがした。

「《機き巧こう操そう華か伝でん》がどうしても欲しくてね。何度も何度も協力を願い出ていたのだが、いやー頑固者もここまでくると末恐ろしいね。十代目は決して《機き巧こう操そう華か伝でん》も、その知識も貸してはくれなかった」

　天城寺があの家に顔を出してきていた日々を思い起こす。

　だがその時の彼の表情に、そんな思惑があったなど、これっぽっちも気づかなかった。

　いや、気づけなかった。

　むしろ信頼していたのだ。この男に、透過は心を寄せていたのだ。

「あまりにも頑固なものだから、殺して奪おうとした。隠かくし場所は大体予想できたからね。レジスタンスたちが透とう過かくんに接触してきたのを知って、このチャンスに利用しようと思いついた。十代目を殺し、透過くんとレジスタンス、正直どちらでもよかったが、罪を着せようとした」

　クシナの言っていた通りだ。

　ただ父に会いに来た彼女たちを利用し、そして現状に不満を抱く透過の心を利用し、天てん城じよう寺じはこの事件を演出した。彼はそう自白する。

「ということは貴方あなたが、《機き巧こう操そう華か伝でん》を？」

　愕がく然ぜんと視線を落とす透過に代わって、ミソギが尋ねる。だが天城寺は両手を広げ、

「いいや。持っていない。結局、あの家のどこにもそれはなかったからね。おおよそ目星を付けていた隠かくし場所のカラクリ簞だん笥すと、あの開かずの扉の奥には、何もなかった。絶対どちらかに隠してあると踏んでいたのにね……」

　天城寺は内ポケットの中から何かを取り出し、それをミソギの目の前へと投げた。

「見つかったのは雀すずめの涙ほどしか入っていない預金通帳と印いん鑑かん。それと、等身大の木製人形」

　天城寺はミソギを指さして、見つめる。

「まさか動きだすとは思わなかったから、そのまま放置してその場を後にした。そして何食わぬ顔で透過くんを助けに赴おもむき、君を逃げるように差し向けた」

「どうして、そんなことを？」

「透過くんなら《機き巧こう操そう華か伝でん》の場所を知っていると思ったからさ。隠し場所か、はたまた直接持っているか……だが君は持っていなかった。であれば、レジスタンスが先に奪ったのかと考えた」

「……それで、それで俺おれに、レジスタンスを探させた？」

「いいね。勘が鋭くて助かるよ。やはり君と話すのは楽でいい」

　天城寺は、場にそぐわない顔で笑う。

　以前はそれがとても頼もしいものだったが、何な故ぜか今は不気味でしかない。

「レジスタンスと会わせて、《機き巧こう操そう華か伝でん》の在処ありかがわからないものかと待っていた。だが芳かんばしい結果は得られなくてね。最終手段に出た。レジスタンスが隠し持っているものと考え、【Ⅰ】アインスにここを襲おそわせた」

「どうしてここがわかった？　アジトの場所は、長年誰だれにも見つからなかったはずだ！」

　堪たまらずセンリが声を飛ばす。

「透過くん。人から渡されたものを不用意に受け取るべきではないよ」

「……っ！」

　はっと気づいて、透過はポケットの中の携帯電話を取り出した。天城寺から預かった、旧式のそれを。今は血で染まっている。透過はそれを投げ捨てた。

「だがまあ、残念ながら、《機き巧こう操そう華か伝でん》は出てこなかったようだがね。それはまぁ、別にもういい。私にとって、《機き巧こう操そう華か伝でん》はもはやどうでもいいものになった」

　すらりと高い身長が、透とう過かを圧迫する。天てん城じよう寺じはこちらにその勇ましい瞳ひとみを向け、

「ミソギくん。絢あや吊つり家が造り出した動き話し戦う木製人形……僕はそれが欲しい。正確には、そのからくり人形が持つ、コアを」

　コア──それは便べん宜ぎ上天城寺がそう言っているだけであり、先ほど透過が見たあの胸部から飛び出た歯車のことだろう。無数の紐ひもに繫つながれた、それも木製のものだったと記憶している。

　心。【Ⅰ】アインスはそう呼んでいた。

「私はずっと求めていたんだよ。本物の人間を造る方法を……人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを造り出した十代目なら、それも可能だと思っていた。しかし十代目はそれを否定した」

　自分ができるのは、あくまで人のように動く人形を造ることだけだ──と。

「だがいくら人と見み紛まがう人形を造ったところで、意味はない……所しよ詮せん機械だ。それは人ではない……でも絢あや吊つり家に伝わる《機き巧こう操そう華か伝でん》ならば、その方法も書かれているはず。十代目はそれをなんらかの理由で隠しているんだ！　……そう思った」

　それはもはや妄もう想そうだ。そうかもしれない、ただそれだけで天城寺は《機き巧こう操そう華か伝でん》を求め、有ゆう弦げんを殺した。

「貴方あなたはそんな事のために……何のために、人を造ろうというのですか？」




「娘だよ。娘を生き返らせたい」







　天城寺の言葉の意味を、透過は一いつ瞬しゆん摑つかみかねた。

　何を言っているんだ、とそう疑問が浮かび上がった。

「娘って……亡なくなった？」

　先日、あの事件が起こる日に、もうすぐ命日だと言っていた。そのお供えものとして、透過の造ったキーホルダーを買っていったのだ。

「そう。時代が変わる少し前、十五年前に亡くなった、私の一人娘だ」

　まだ前ぜん皇おう・神じん堂どう院いん家が政権を握にぎっていた頃ころ。この国が武力を持たず、諸外国に対話という名の逃避を行っていた頃。

　天城寺の愛まな娘むすめ・亥い那なは死んだ。いや、殺された。

「犯人は、外国籍の無職の男だ。薬をやり、刃物を持って暴れた。そこに通学途中の娘がいた……嘆かわしい事件だよ。娘の死を受け入れられない妻は精神を病んで入院。その後呆あつ気けなく自殺した。犯人の外国籍の男は、精神的な異常が認められたとして、たいした実刑も与えられなかった。もちろん納得がいかず、僕は裁判を起こし死刑を求めたが、しかし前皇権は、諸外国との軋あつ轢れきを恐れ、超法規的措置を用いてその男を国外追放という名の逃亡を手助けした」

　天てん城じよう寺じは憤いきどおるようにその拳こぶしを振るわせる。

「僕は初めて、皇おうを恨うらんだよ。それまでは対話での温和な政治交渉に、むしろ共感を抱いていたのにね。だからこそ僕はクーデターに参加した。このままではこの国はもっと駄目になる。僕だけじゃない、多くの人が同じような苦しみに遭あうかも知れない……であれば、外国に対し強く出られるだけの武力を持つ必要がある」

　天城寺はひとしきり話し終え、【Ⅰ】アインスへと歩み寄っていった。

「前皇の指示で十代目が造った人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを目まの当たりにした時、私は即座にこれで本物の人間が造れないかと思った」

　娘を、生き返らせることができるのではないか──そう思った。

「意地でも《機き巧こう操そう華か伝でん》を手に入れようと動いてみたんだが……いやはや、僕は初めてその木製人形を見た時、歓喜に打ち震ふるえたよ」

　天城寺は口角を上げてミソギを見る。

「あるんじゃないか。心を持った人となんら見分けのつかない人形が。これだ。これしかない。この人形を使って、娘を、亥い那なを蘇よみがえらせることができる！」

　ガッ──と、天城寺はその脚で【Ⅰ】アインスの頭部を踏みつけた。

「貴き様さま！　その脚をのけよ！」

「はははっ。怒るのか……やはり凄すごい……」

　ミソギの感情とは裏腹に、天城寺は恍こう惚こつとした表情でミソギを見る。

「何を怒っている。木製人形。まさか同じ人形同士、情でも芽生えたかな？　興味深い」

　ミソギは憤いきどおりを抑え込んで、強く天城寺を睨にらみ、

「随ずい分ぶんと余裕ですね……貴方あなたの矛ほこである【Ⅰ】アインスは既に動けません。貴方を打ち倒し、透とう過か様の無実を世に訴え出るまでです」

「なにか、勘違いをしているようだね、君たちは」

「……何？」

「プログラムされたことしかできないものを相手にして、何を勝ち誇っている？　知っているかい？　オートマタの真しん髄ずいは、〝格納フオールド〟と〝展開アンフオールド〟。その二段可変機能にある」

　天城寺は指を二本立てた。

「巧みなからくり技術を応用した超複雑なギミックが、その可変機構を可能にし、この世界の常識を覆くつがえした……だがそれはあくまでも世間一般に広がるオートマタに過ぎない」

　天城寺は三本目の指を立てる。

「国宝・絢あや吊つり有ゆう弦げんの造り出した八体のオートマタ・人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンだけは、第三形態への変化を可能にしている──【Ⅰ】アインス、覚醒アウエイクン」

【Ⅰ】アインスがすっと起き上がり、その両腕を開いて十字になる。すると【Ⅰ】アインスの頭部、両腕、胴体、両足がそれぞれに分離する。そして頭部は頭部に、腕部は腕部に、胸部は胸部に、そして脚部は脚部に融合するように、天てん城じよう寺じの身体からだを【Ⅰ】アインスが包み込んでいく。

　そして【Ⅰ】アインスは、天城寺の纏まとう鎧よろいへと変化した。

　手には細く短いランスを持ち、背部からは六枚の羽が白光をまき散らして浮いている。

　背中の真ん中には大きく【Ⅰ】アインスというマークが施ほどこされている。

「【天使の白翼アラエルアーラ】──これこそが【Ⅰ】アインスの真の姿だ」

　透とう過かはそれを見た事があった。小さな頃ころ、テレビの中で、天城寺が纏い戦せん闘とう機きと共に大空を駆けていた、それだ。

「本来、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンはこの武装形態のために造られたと言っていい。十代目にとって、人ひと型がたとランス型は所しよ詮せんオプションでしかないんだよ」

　末恐ろしいものだ。父がこんなものを造り出してしまったなどと。考えるだけで恐ろしい。

　遠い……父の背中が、あまりにも遠い。

「姿を変えようと、意味などない！」

　ミソギが折れた木刀を振るう。だがしかし、【天使の白翼アラエルアーラ】を装備した天城寺は、白光をまき散らしながら流れるようにサイドへとスライドする。まるで天あまの川がわのように光の残像ができる。

　そして天城寺はその手をミソギに添えた。

　ドゥッ！──手のひらから白い衝しよう撃げき波はが起こり、ミソギの身体からだが遥はるか向こうへと飛んでいく。彼女の身は二、三度跳ねて、森林の向こうへ見えなくなった。

「な……」

「人形は、人形師が操ってこそ動きだすものだ。【Ⅰ】アインスに足りなかった心を、こうして使用者が補う。二つにして一つ。これこそが、絢あや吊つり有ゆう弦げんが造り出した、最強の兵器──人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ン」

　天城寺が加速する。彼は一いつ瞬しゆんにしてクシナとセンリの前まで行き、立ち止まる。

「天城寺ィ！」

　センリが愛用の刀を抜き出し、天てん城じよう寺じに襲おそいかかるが、天城寺はそれを軽々と手で受け止める。再び白い衝しよう撃げき波はを放ち、刀は呆あつ気けなく折れて吹き飛んだ。

「お前が……お前たちのせいで、クシナも、俺おれたちも……！」

「新時代孤児か。神じん堂どう院いん櫛くし名なはともかく、君のは責任転嫁だね。君を捨てたのは君の両親だ」

「お前たちが時代を変えたからだろうが！」

「時代は変わる。常にね。それについてこれない方が悪い」

　ざくり、と天城寺が突き出したランスがセンリの腹部に刺さる。そのままランスが射しや出しゆつされ、センリの身体ごと彼方かなたへと飛んでいく。戻ってきたランスにはセンリの姿はなく、先端に赤い血だけが残されていた。

「さて」

　天城寺は事もなげに言って、クシナの身体を摘つまみ上げた。

「離はなせッ！　天てん城じよう寺じ！　私は、貴方あなたを……ゥッ！」

　首を摑つかんだまま天城寺がクシナを揺らす、とクシナは低い声を上げて動かなくなり、だらりと身体からだを下げた。まるで赤あか子ごだ。

「何、する……！」

　透とう過かは腹部を押さえて立ち上がる。クシナが応急処置をしてくれたものの、やはり傷ついた身体までは治らない。

「天城寺、さん……噓うそだって、言ってください！」

「噓じゃないよ、透過くん。君はいい加減に現実を見るべきだ」

「……現実？」

「そう。透過くん、君に才能なんてこれっぽっちもない」

「え……」

「現状から目を逸そらし、手にできない夢を漠然と思い続けていた君なんかに、十代目を超えられるはずがないだろう。十代目は私が唯一尊敬できる男だったよ。それほどにストイックで、一心に目の前の事に集中していた。君にオートマタが開発できるかい？　無理に決まっている」

　ぽい、と天城寺は懐ふところから取り出したフグのキーホルダーを投げ捨てた。それは透過が天城寺に売ったもの。天城寺は躊躇ためらいなくそれを踏み潰つぶす。

「……！」

「できの悪い人形だ。こんなものをどの顔をして店頭に並べていたというんだね……十代目が呆あきれるのも無理はない」

「……や、めろ……」

「君は十代目の実力を目まの当たりにして、その隔絶した才能の差を前に、逃げたかっただけだ。自分は本気を出せばもっとできる？　軍人になれれば、自分の才能はもっともっと活いかされた？　あり得ないよ」

「……！」

　ぐぐぐ、と透過の拳こぶしに力が入る。

「僕は鼻から君に興味はなかった。ただ十代目に取り入るためだけに君と接していた。そろそろ現実を見たまえ、透過くん。君は何の価値もない、ただの少年だ」

　絶望を与えるように天城寺は言う。

　そして持っていた短いランスを、手首のスナップで振るい、その形状を長ちよう銃じゆうへと変化させる。それを透過に向けた。

　もはや、何を言えば、何をすれば、事が好転するのか、透過にはわからなかった。

　いや、透過の頭が考えることを拒絶している。

　むしろ、このまま殺してもらいたい。

「透とう過か様、ご無理をなさってはいけません」

　背後から声。それが透過をはっと覚かく醒せいさせる。

　背中に優しく支えるように差し出されたその手は、硬かった。

「ミソギ……」

　振り返ると、ミソギが透過を優しく見つめている。

　ミソギは透過の前に出るように天てん城じよう寺じに向かい、言った。

「私の心が欲しいのでしたら、私が参りましょう。その代わり透過様のお命だけは、お助けください」

「なっ！」

「いいだろう。もとより、そのつもりで脅おどしていたんだからね」

「ま、待てミソ──」

　ふわり、と彼女は白はく髪はつを舞わせて透過を振り返る。

「これで良いのです、透過様。私の命は、透過様のためにあるのですから」

「だ、だったら戦えばいい！」

「無理です。私もいくつもの修しゆ羅ら場ばを切り抜けて参りましたが、敵かなわぬ相手というものが世の中には存在します。そして目の前のあの男が、そうです」

「そんなもん、やってみなきゃわかんねぇだろ！」

　ふるふる、とミソギは透過を諭さとすように首を横に振るう。

「透過様のお命が、何よりなのです。そしてそれが有ゆう弦げん様からの、ご命令ですので」

「……親父おやじ、の……？」

「はい。有弦様が私を目覚めさせたのは、事件が起こる数日前でした」

　ミソギはそう語り出す。

「まず有弦様は私にこの時代の事を教えてくれ、そして自身の環境についても教えてくださいました」

　透過という一人息子がいて、上う手まく親子関係を築けていないこと。

　軍人になる夢を砕き、恨うらまれていること。

「有弦様は、後悔しておりました。素直に透過様に愛情を表現してあげられなかったと……透過様との向き合い方が、わからなかったと」

「……なんだよ、それ……」

「しかし、有弦様を許してあげてほしいのです。そして理解してあげてほしい。あの方は、透過様に死に急いで欲しくなかったのです。軍人と言えば、命の危険に身をさらすお仕事。あの方にとって、たった一人の家族を、たとえそれが夢だったとしても、そんな場所には行かせたくなかったのです。その確かな愛情を、知っていてほしい……」

　透過の脳裏に、父の顔が浮かんだ。ぶっきらぼうで冷たい表情。

　ミソギは透とう過かの手に何かを握にぎらせた。見ると、それは木彫りの猫の人形だ。

　昔、透過が幼い頃ころに造った物。唯一父が喜んでくれたもの。

　ずっと昔に失なくして、どこへ行ったかも忘れていたのに。

「どうして、こんなもの」

「有ゆう弦げん様よりお預かりした物です。有弦様はいつもこれを懐ふところに入れていらっしゃって、事あるごとにこれを私に見せました。そしてあの低い声で嬉うれしそうに言うのです」




　あの子は、天才だ──と。




「……！」

　聞いたこともない言葉なのに、その言葉は父の声を以もつて脳内で再生される。

「それを、透とう過か様にお返しします。そして有弦様の愛を、憶おぼえていてほしい」

「……うるせえよ！　だったらもっと早く、そう言えばいいじゃねえか！　死んでからしか、素直になれないのかよ！　ほんと俺おれに似てひねくれてやがる……ほんと──」

　透過はしっかりと顔を上げ、そしていつものようにぼやいた。

「──だっせえなあ。クソ野郎」

　透過の悲痛な表情をしっかりと優しく見据え、

「私は人ではありませんでした。どれだけ強がってみても、どれだけ長い間眠りにつこうとも、私は所しよ詮せん、人形でしかありません……でも透過様は、人間です。私が焦がれ、望んだ人間なのです。ただ笑い、ただ怒り、ただ泣き、ただ愛し、ただ憎み、ただ生き、ただ死ぬことができる、人間です。それはとても幸せで、とても羨うらやましいことなのです」

　だから、生きてください──ミソギは言って、透過の拳こぶしを握にぎる手に力を込めた。

「それが、私と有弦様の最後のお願いです」

　ミソギはそれを最後に、透過から視線を背け、反転した。

　透過の鼻を、彼女の白はく髪はつが優しく撫なでる。

　その背中は、まるで父のように巨大で頼もしく見えた。

「感動のお別れはもうすんだのかい？」

「はい。これで心置きなく行けます……が、その前にクシナ殿も解放していただきたい」

「もとよりそのつもりだよ。今いま更さら没落した家の娘を殺したところで、何のメリットもない。ただの人質さ」

　ぽい、と天てん城じよう寺じはクシナを投げ捨て、脚部から取り出した鉄の玉をミソギに軽く投げる。その玉はミソギの身体からだに当たった瞬しゆん間かん、ミソギの身体をぐるりと一回りに縛しばり上げる捕ほ縛ばく縄なわへと形状を変えた。ギチリ、と拘束されたミソギの身体は、どう足あ搔がこうとも動かない。

「捕縛用オートマタだ。相手の形状に合わせて過不足なく縛り上げる……さて、宝物を手に入れたところでここに用はない。行こうか」

　天てん城じよう寺じがミソギの身体からだを担かつぎ上げ、上空を見る。

「ああそうだ。一つ」

　──と、天城寺は透とう過かに向き直る。

「娘を造るというのは、倫理的な問題から政府が許さないだろう。だからこそ私は死んで、自分の存在をこの世界からなくした。存在しない人物が何をしようと咎とがめられはしないからね」

　天城寺は饒じよう舌ぜつに、自分が死んだフリをした理由を語る。

「だから私は死んだままでいなければならない。ここまで言えば、透過くんならわかるね？」

　言って、天城寺は背部の六枚の羽から激しく白光をまき散らし飛び上がる。

　そして天高く舞い上がった天城寺は、【天使の白翼アラエルアーラ】の羽ユニットの二枚から、数発のミサイルを射しや出しゆつした。それは一直線に透過たちの立つ地面へと襲おそいかかってきた。

「ミソギィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ!!」

　届かぬ天へと手を伸ばす。

　だがその天は果てしなく遠かった。

　透過の叫び声は虚むなしくも、激しい爆ばく撃げき音おんにかき消された……。
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　透とう過か──。

　明るい声に名を呼ばれる。

　酷ひどく懐なつかしい、心を揺さぶるような、声。

　その声は──

「母、さん……」

「透過！」

　その声に、意識を覚かく醒せいさせる。おぼろげな視界が、次第にはっきりしてくる。

「……クシ、ナ……？」

「透過！」

　ぎゅうぅぅ、とクシナが透過を抱きしめる。透過は息苦しくなり、ギブギブとクシナの背中を叩たたいた。見た目よりも豊満な胸に、どぎまぎする。

「良かった、透過……」

「俺おれは……」

　起き上がろうとして、腹部に強い強い刺激が走った。真っ赤に染まった服をまくると、そこには包帯が巻いてある。そうだ、【Ⅰ】アインスに撃たれたのだ、とそこでようやく思い出す。

　周囲を見渡す。そこは広めの和室で、傍そばにはクシナにセンリ、そして少し離はなれてソヨとアイまでいる。

「全員……無事だったのか」

「全員、というわけじゃないけれど……《アンティキティラの歯車》としては、死んだも同然」

「ここは？」

「稲荷いなり神社の神かん主ぬしさんの家。匿かくまってもらっているの。稲荷山での出来事で、軍や警察が集まってきているから……」

「そう、か」

　傍にあった襖ふすまを軽く開けて外を見ると、そこは裏庭で、緑豊かな景色が広がっていた。空は赤く、夕暮れ時を示している。

「天てん城じよう寺じさ……天城寺は？」

　透過はあえて言い直す。

「ニュースでは死んだことになっていたわ……でも軍としても天城寺正まさ嶺みねの遺体が消失したことで混乱はしているみたい。ただ、おそらく私たちのせいにされるのだろうけど」

「あいつはどこにいる？」

「わからないわ。今、皆に捜さがしてもらってる」

「……そうか」

　透過はふわりとした高級そうな掛け布団をはいで、立ち上がろうとする。未いまだ腹部に鋭い痛みを感じてはいたが、動けないほどではない。

「待って、透過。見つけたところで、今の私たちじゃ勝てない」

「ミソギが殺される」

「でも──！」

「はっはっはっ！」

　センリが高々と笑う。槍やりを突き刺された彼も、軽傷ではないはずだ。

「いいじゃねぇか。俺おれもあの男は一発殴ってやりたいと思っていたところだ。クシナだってそうだろ」

「私は……」

　父と母を殺され、国を奪い取られ、間違いなくこの中で天てん城じよう寺じを最も恨うらんでいるのはクシナだ。だが彼女は組織の長として、感情的になることを抑えようとする。それでも押さえ込めない感情の波が、クシナの瞳ひとみを溢あふれ出る。クシナは瞳から溢れ出す涙目を透過に向けて、

「私、だって、行きたい……あの男を、ぶっ飛ばしてやりたい……でも、でも私じゃあの男には勝てない……！　きっと力を蓄えれば、《八はち傀かい儡らい》だって倒せるって思ってた。なのに、私たちはあの男一人に敵かなわなかった……！」

　堪こらえていた気持ちが溢れたのか、クシナはその顔を透過の胸に埋うずめ、

「悔しい！　悔しいよ！　透過！　私、もうどうしたらいいのかわかんないよ！　私、どうしたら……！」

　彼女にどう声を掛ければいいのか、透過は思い悩む。生なま半はん可かな励ましの言葉を掛けたところで、彼女の深い深い傷には、何の効果もないだろう。透過はただ黙って彼女の身体からだを抱きしめてやった。

　恥ずかしさや、躊躇ためらいなんてない。

　むしろ、透過自身も誰だれかと苦しみを分かち合いたかった。

「……行くぞ……」

「どこへ、行くの……？」

　透過は枕まくら元もとに置いてあった、ミソギから受け取った古びた猫の人形を手に取り、




「『人形屋　あやつり』……俺おれの、家だ」
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　稲荷いなり山やまから車に乗って十分も進むと、京きようの街へと入る。

　暗黒街と違い、現代風の洗練された建築物が立ち並び、上空にはシナプスのように道路や線路が張り巡らされている。

　新・京都タワーが見えてくる。高さ八百メートルとなったその真っ赤なシンボルは、周囲にそびえ立つ銀色のビルからは、かなり目立って見える。

　まだこの京を離はなれて数日だというのに、酷ひどく懐なつかしい景色だった。あの店も、あの公園も、あの人も、透とう過かが十七年間見て来た街の風景だ。

　久しぶりに見た実家は、未いまだぽかりと大きな穴を空けていたが、特別警官などが配置されている様子もない。キープアウトと黄色いテープが貼はられているだけだ。

「さすがに指名手配犯が家に戻っては来ないと思ってるのか……まァ都合がいい、入ろう」

「ダメよ透過。見てアレ」

　クシナが指したのは、透過の家の外、その高さ二メートルほどの位置に設置されている、小さな機械だ。それが四隅の柱に設置してある。

「生体感知システムが働いている。誰だれかがこの家に入ると、即座に警察に通報がいく。一分もしないうちに、警官の山が駆けつけてくるわ」

「一分もあれば充分だ」

「無理。侵入者を確認した瞬しゆん間かん、あの四隅の機械を結んだ四角形に、防ぼう逃とうシールドが張られてしまう。中に入ったら最後、逃げられない」

「じゃあ、どうする？」

「裏に回りましょう」

　ソヨを先頭に、店の裏へと回り込む。裏路地は表の雰ふん囲い気きとは打って変わって静かで閑かん散さんとしていた。

「あの感知システムは、機械同士が結ぶ四角形から下に向かってカーテンのように垂れているだけ。だからあの機械よりも上を通れば問題ない」

　そう言われて裏口から見上げるのは、二階の窓。そこは透過の部屋だ。

「二階まで、どうする？」

「だから私が来たのよ」

　ぶっきらぼうにソヨが言い、黄光を伴ってグリーヴ型オートマタを展開させる。

「行くわよ」

「え、おい……噓うそだろ」

　ソヨが透過の腰辺りを摑つかみ、シュッと風音を立ててジャンプした。それは軽々と一階屋根部分まで到達し、静かに着地する。ミソギのような丁てい寧ねいな持ち方ではなく、ソヨは透とう過かの身体からだを瓦かわら屋や根ねの上へと投げ捨てた。

　そのままソヨは一いつ端たん下まで戻り、今度はクシナを連れて二階へと跳んできた。

「便利だな」

「このためにわざわざ私が来たのよ……それより、開いてるの？」

「待てよ……良し、問題ない」

　ゆっくりと窓を開ける。懐なつかしい畳部屋だ。そこは以前と何も変わらない。

　あの日、透過が寝て起きたままの状態だ。

　透過は部屋を出て階段を降り一階を目指す。店に大きく開いた穴から外の人間に見られないように、素早く地下倉庫への階段を降りた。

　キィ──と、木製の観かん音のん扉とびらを開け地下に入る。

「え……」

　そこは何もなかった。絢あや吊つり家が長年保管してきた貴重な品々は全すべて押おう収しゆうされ、あるのは空っぽになった棚と、こちらも空っぽなからくり簞だん笥すだけだった。

「全部、持っていきやがった」

「今回の件は天てん城じよう寺じの独断だけれど、政府としても《機き巧こう操そう華か伝でん》が欲しかったのよ……だから捜査というのを口実に、持っていったんだと思う」

「勝手な奴やつらだ。まるで邪じや魔ま者ものが死んでせいせいしたって感じだな」

　そう小さく愚ぐ痴ちり、透過は進む。

　透過はからくり簞笥の前に立った。そこは有ゆう弦げんが息絶えていた場所で、未いまだ簞笥には赤黒い血の跡が残っている。

「でもこれ、全部引き出しが開けられてるわ……何も残ってない」

「いいから、一度全部の引き出しを閉めてくれ」

　透過の指示に、クシナたちと乱雑に飛び出た百八ある引き出しを全て閉める。そして透過はポケットから、あの猫の人形を取り出した。

「これは昔俺おれが造った物だ。クシナにあげたのはこれを真ま似ねて造った物。こっちはゼンマイを回すと動き出すからくりだが、実はもう一つ、ギミックがある」

　そう言って透過は猫の尻尾しつぽをくるくると回し始めた。するとそれに呼応して猫の腹部が回転し、そこから一枚の細長い紙が出てくる。五センチほどの、小さな紙だ。

　そしてそこには、無ぶ骨こつな文字で十個ほどの漢数字が書かれていた。

「親父が刺された一階から、わざわざこの地下倉庫のからくり簞笥の前まで移動して力尽きたのには、理由がある。一つはミソギのいた開かずの扉を開けるため。そしてもう一つは、このからくり簞笥の存在を俺に印象づけるためだ」

「何のために？」

「この手紙、漢数字が十個並んでるだろ？　これは二つでワンセットだ。そして初めの漢数字が縦。次の数字が横を示している」

「……あ」

　クシナが全部で百八の引き出しがあるからくり簞たん笥すを見て気づく。

　透とう過かは一歩前に出て、からくり簞笥の戸を開いていく。

「縦・八、横・二……縦・三、横・一……」

　読み上げながら、その通りの引き出しを開いては、閉じる。そうやって五つ目の扉を閉じた時だった──かたん、と何かが外れる音が響ひびく。

　すると巨大な簞笥が、その構造を無視して、観かん音のん開びらきに開いた。

「この簞笥の本当のカラクリは、これだったんだ」

　父が、透過だけに気付くように託した伝言。いや、遺ゆい言ごんといってもいいのだろうか。

　そしてそのパカリと開いたからくり簞笥の中に収められていたものは──

「《機き巧こう操そう華か伝でん》……絢あや吊つり家が残した、唯一無二、一いつ子し相そう伝でんのからくり指南書だ」

　そこにあったのは、色あせた紙を結んだその束だ。真っ黄色になりボロボロに朽くちかけた紙から、少し前の時代のものであろうノートまで、その形式は様々だ。そこには絢吊家の歴史が色濃く表れている。

「あったわ、人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンの仕組みよ」

　ソヨが一番新しいノートを透過に見せる。そこには【Ⅰ】アインスの精密な構造図が描かれている。父の字だろう。しかしそれは見ているだけでノイローゼになってしまいそうなほど細かく、読み解くのに何ヶ月も要しそうだった。

「灯台もと暗しってやつか……」

「透過、これ」

　クシナに言われて、一つの封筒を受け取った。裏を見ると、丸く細い字で『有ゆう弦げんへ』と書かれている。

　透過はその字を見た瞬しゆん間かん、酷ひどく懐なつかしい感情に苛さいなまれる。

「母さん……」

　母の字だ。透過は慌あわてて封筒を開き、中身を取り出した。

　便びん箋せんが数枚。それは母から父へ宛てた手紙だろう。中にはこう書いてあった。





『有弦へ

　この手紙を見つけたということは、この隠かくし場所をようやく見つけたんですね。

　まずは、こんなことをしでかして、《機き巧こう操そう華か伝でん》を隠した事を、許してください。私の我がままを、許してください。

　私は貴方あなたを愛しています。

　だからこそ、貴方あなたが何をしようと文句を言う事はありませんでした。

　貴方が国こく皇おうのために、新しい兵器を開発していることは承知しています。理解しています。この国のため、そして私たちの未来のため、貴方には悪意などないことも理解しています。

　けれど、それでも。

　透過の傍そばに、たった一人の息子の傍に、いてほしいのです。

　貴方には、この家で、静かに人形を造り続けてほしいのです。

　こうすれば、貴方は研究を続けられないと思ったから。だから、隠かくしました。

　これは私が貴方にする、最初で最後の我がままです。

　こんな私を貴方は許さないでしょうか。こんな私を軽けい蔑べつするでしょうか。

　ごめんなさい。ごめんなさい。

　面と向かって謝りたいけれど、私の命はもう長くはありません。きっとこの手紙を見つける時は、私が死んだ後でしょう。私の死後、この手紙を読んだ貴方がどうするのか、それもわかりません。

　でも、透過にだけは、優しい父でいてあげてください。

　人殺しの道具なんか造らない、立派で優しい父でいてあげてください。

　私の分まで、透過を愛してあげてください。

　この書は、木々の温もりある、からくり人形を造るためのものです。これを透過はいずれ継ぎ、立派な人形技師となるでしょう。

　決して、人殺しの道具を造るために、育つのではありません。

　立派な息子を、育ててください。

　天国から見守っています。

　愛しています。有弦。透過。


彩さい花か』








「……っ！」

　手紙を持つ透過の手に、強く力が込められる。

　母のぬくもりが、母の愛が、この手紙を通して伝わってくる。母の笑っている顔が、まじまじと浮かんでくる。

「そう……有弦様が兵器開発を辞めたのは、満足したからでも、後悔したからでもなく、奥様に請われたからだったのね……」

　母・彩花は、初めて夫に異を唱えるために《機き巧こう操そう華か伝でん》を隠し、有弦に無言の訴えをした。有弦はそれを感じ取ったのか、はたまた《機き巧こう操そう華か伝でん》を失い研究を辞めざるを得なかったのか。それは透過にはわからないが、結果的に家業に専念するようになった。

　透過に仕事を叩たたき込もうとしていたのも、軍人という危険な仕事をさせなかったのも全すべて、有ゆう弦げんと妻との約束なのだった。

「……？」

　その時、透とう過かは書物の山に隠かくれていた、小さな木箱を見つける。それに手を伸ばして、ゆっくりと結んでいた紐ひもを解く。

　そしてそこに入っていたものは、厚さ十センチ、直径十センチほどの、周囲に金の装飾が施ほどこされた丸いガラス細工。まるで手鏡のようだ。ズッシリと重い。

　その脇わきには、何やら紙が折りたたまれていて、透過はそれをおもむろに開いた。

「──っ」

　それを見た瞬しゆん間かん、透過の息が止まった。

　それはかつて、透過が描き上げた、自作オートマタの設計図。中学生程度の頭で考えた、くだらない妄もう想そう作品だ。それを見た有弦はそれを激げつ昂こうして取り上げ、それを破り捨てた。

　なのにその設計図が、破いた箇か所しよをテープでとめて、大事にしまってあった。

　そしてつまり、この丸い手鏡のようなガラス細工の意味するものは──。

「それは？」

「……オートマタだ……昔俺おれが考えた……」

「まさかそれを、有弦様が？」

　手紙などない。一言もない。

　ただそれでも透過にはわかった。父は自分のこれを残したのだと。

　戦いを選んだ時の自分のために、このオートマタを与えてくれたのだと。




　これが父からの、最初で最後のプレゼントなのだと。




　ぽた、ぽたぽた……設計図の上に、生ぬるい水が数滴こぼれる。

「なんだよ、それ……お前はこんな方法でしか愛情表現ができないのかよ!?　どんだけ不器用なんだよ！　クソ親父おやじ！」

　熱い感情が胸の奥から溢あふれ出てくる。それは止めようのないもの。

　どうしてもっと早くわかり合えなかったのだろうか。

　どうしてもっと早くわかろうとしなかったのだろうか。

　どうしてここまで、すれ違ってしまったのだろうか。

「なるほど、そこに隠かくしてあったのか」

　声──。地下倉庫に第三者の声。

　目の前のものに集中するあまり、誰だれもが一時警戒心を解いていた。

　慌あわてて振り返る。悠ゆう々ゆうと地下倉庫へと歩み入り、その手にもった無ぶ骨こつな拳けん銃じゆう【ゼファー】を向けているのは、四し条じよう静しず琉る華か。透過の幼おさな馴な染じみだ。

「静しず琉る華か……」

　透とう過かは涙を拭ぬぐい、四し条じようを睨にらむ。

　二人はまるで仇きゆう敵てきのように睨み合う。

　いつの間にこんな関係になってしまったのだろうか。

　すると──すっと、四条はその銃を下ろした。

「……？」

　啞あ然ぜんとする透過に対し、四条はふと笑う。

「行け、透過。もう間もなく機き巧こう隊たいが到着する。お前たちの存在はバレてる」

「……いいのか？」

「お前はやっていないんだろう？　だったらそれを証明してみせてくれ。私はお前の親友として、それを待つよ……でも、やっぱりお前が真犯人だったとわかった時は、容よう赦しやはしない。私は地獄の果てまでお前を追いかけて、この手でお前を捕える」

「……ありがとう」

　透過は友人に初めてその言葉を向け、リュックに全すべてをしまってその場を立ち去ろうとした。

　すれ違う透過に、四条が言う。

「回らない寿す司し屋や、探しておくからな」

「……ああ」




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




　京きようの郊外。今はもう使われていない、オートマタ研究所がある。

　ただっ広いこの元研究施設で、かつて絢あや吊つり有ゆう弦げんは人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンを生み出し、時代を変えた。

　その成功もあり、より高度な研究開発を可能とした、最新機器に囲まれた都心の施設へと移行した。

　その元研究所の一区画に、体育館ほどの孤立した実験棟がある。現代風建築となる以前の、古くさいコンクリートの建物。中は既に空っぽのはずだったが、しかしまるで今でも機能しているかのように、機器が乱雑に置かれている。

　その奥。

　ミソギが全身を無ぶ骨こつな拘束具に押し込められていた。まるで機械の鎧よろいのようにミソギの顔から胸にかけて以外を覆おおうその拘束具により、ミソギはその手も足も動かせないでいた。

　こつこつ、と音を響ひびかせて、天てん城じよう寺じ正まさ嶺みねが寄ってくる。彼は拘束されるミソギを見上げ、

「本当に不思議だ……人にしか見えない」

「これこそが絢吊家の御お力ちからです。貴方あなたのような低俗な輩やからには、決して理解できぬでしょうが」

「ふむ。主人に似て口の悪い人形だ……これは造った人間の性格によるものなのか、はたまた人形に学習能力があるからなのか……興味が尽つきないね」

　しかし──と天てん城じよう寺じは視線を外す。

「それもこれも、もはやどうでもいいことだ。〝心〟がここにある。それでいい」

　天城寺が視線をやったのは、ミソギの隣。

　そこには一体の人形がある。百三十センチほどの、木製人形だ。

　だがそれはミソギとは違い、魂など全くない様子で、静かに椅い子すに力なく座っているだけだ。その瞳ひとみに光はなく、ただの人形だと一目にわかる。

「亥い那な」

　天城寺はそう死んだ娘の名を呼んで、その動かぬ木製人形の頰ほほに触れた。

「見てくれ。綺き麗れいだろう？　ここまで精巧に娘の容姿を再現するのに、十年かかった。一から人形作りを憶おぼえ、何度も何度も作り直した」

　天城寺の視線はあくまで娘の形をした人形にあり、恍こう惚こつとした表情を浮かべている。

「でも、心までは宿らなかった」

　彼はその目を寂しげに細め、ミソギを見る。

「その心が、ようやく手に入った。これで亥那は生き返る……【Ⅰ】アインス」

　彼の専用可変機巧オートマタである人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ン【Ⅰ】アインスを呼ぶ。脇わきで待機していた【Ⅰ】アインスが歩み出てくる。しかしその身体からだはミソギと戦った時と変わらずボロボロで、あちこちが凹へこんでいた。

「【Ⅰ】アインスは、些いささか傷ついているようですが？」

「面白いことを言うね。これは機械だ。痛みなどなく、哀かなしみなどない。それに、亥那が生き返れば、これはもう用はない。あとは捨てるだけさ」

「貴き様さま……！」

「【Ⅰ】アインス、心を」

　ミソギの威い嚇かくを無視し天城寺が言うと【Ⅰ】アインスはミソギの前まで歩み寄り、その衣服を開いた。ミソギの胸部からは、丸く空いた穴が見える。【Ⅰ】アインスは命令通りその胸の中へと手を伸ばす。

「これで良いのですか！　貴方あなたは！　このような輩やからの言う事を聞くだけの人生で！」

「人形に話し掛けるとは面白い。そもそもこれには精神なんてものはないのだから、君と違って何も感じない」

「そんなことはありません！　貴方は私と同じく人になりたいと願っているはずです！　既に心はあるはずです！」

　それでも、【Ⅰ】アインスには何も響かない。それはただ黙って天城寺の命令通り、その手をミソギの中へと突っ込む。

「あっ……あっ……」

　感じるように、痛むように、ミソギから声が漏もれる。

　そしてずっぽり──と、ミソギの中から大きな歯車を抜き出した。そしてそれに無数に絡からみついた糸を、ぶちり、ぶちり、とちぎり取る。

　ミソギから、心をむしり取る。

「あッ──!!」

　ミソギが甲かん高だかい悲鳴を上げ、びくびくと数度震ふるえたあと、がくりとその首を下に落とした。

　それはもはや動かない。

　だがそんなことに目もくれず、天てん城じよう寺じの視線は【Ⅰ】アインスの持つ歯車に注がれていた。そして【Ⅰ】アインスからそれを受け取る。




「意味ねぇよ、そんなもん」




　天城寺しかいないはずの実験棟に、声が響ひびく。

　振り返ると入り口に、見知った少年がいた。その生意気で憎たらしいまでの声は──。

「透とう過かくん」

　絢あや吊つり透過。殺したはずの少年が、そこにいた。相変わらず、目つきが悪い。

　彼はいつも着ていた作さ務む衣えを着用し、その上には絢吊家当主のみに許された厳おごそかな黒い羽は織おりを羽は織おっている。

　その隣には前ぜん皇おうの娘・神じん堂どう院いん櫛くし名なまでいる。

「なんだ、生きていたのかい。君は余程悪運が強いらしい」

「神様はまだ俺おれに死ぬなって言ってるらしい……自分を欺だました男にやり返すまではな」

「やり返す？　何をだい？　私は何の価値もない君に夢を見させてあげた。感謝されこそすれ、憎まれる筋合いはないはずだが？　ああそうか、十代目にかな？」

　天城寺は全く動じる様子もなく笑う。その笑い方は以前となんら変わらない、爽さわやかな笑顔だった。

「ああそうだ。透過くんも良かったら見ていきたまえ。私の娘が蘇よみがえる瞬しゆん間かんだ。何もない君の人生に価値ある物となるだろう」

　天城寺は背を向け、娘の形をした木製人形の胸部を開けて、そこにミソギから奪った歯車を押し入れる。

　すると、心は吸い込まれるように中へと入って行く。

「お、おォ！」

　かく、かくかくかく……。

　娘の形をした人形が、小さく揺れ動く。

　まさに魂を入れられたかのように。そして、ぱちぱち、と二度瞬まばたきをした。

「亥い那な！　亥那！」

　天城寺は歓喜に打ち震え、娘の名を呼ぶ。亥那は天城寺を見て、そしてゆっくりと立ち上がった──だが、立ち上がった直後、力をなくして地面に倒れ込む。手足は小刻みに震ふるえている。

「そんな！　どうして！」

　天てん城じよう寺じは慌あわてて娘の身体からだを抱きかかえて持ち上げた。しかしそれは全く力ない生き物のように、全身をだらりと下げている。

「それはミソギの心じゃない。動力源……つまり心臓だ。動きこそすれ、心は宿らない」

「動力源……？　だったらどうして亥い那なは動かない？」

「《からくり人間》の構造は生なま半はん可かなものじゃない。あんたがいくら努力したところで、《からくり人間》と同じものは造れはしない。絢あや吊つり家の技術を舐なめんなよ」

「どうしてそんなことが君にわかる？　君程度の人間に？」

「そう教えてもらったからさ……これに」

　透とう過かは言って、提げていたリュックサックを開き、逆さに向ける。

　ボトボト、と中身が床に散らばる。それは汚らしい、古びた紙の束。

「それはまさか……!?　《機き巧こう操そう華か伝でん》!?」

「ああ。うちの地下に隠かくしてあったよ。灯台もと暗しってやつだ」

「そんな……いや、この際どこに隠していたかなんてどうでもいい。透過くん、それをこちらに渡しなさい。それがあれば亥那の完全な身体が造れる」

「はっ」

　透過は笑う。

　いつものように。

　相手を挑発するように。

「欲しけりゃ土下座して警察に自分が全部やったと名乗り出ろ。そしたら見せてやる」

「随ずい分ぶん悪役が板に付いてきたね。ははは、それは無理だよ。別に奪い取ればいいだけの話だ」

「そうか。それじゃあ仕方がないな」

　言って、透過はポケットに手を突っ込んだ。

　そしてそこから取り出したものそれは──ライター。

「な、なにを──」

　噓うそだ。あり得ない。まさか、そんなことをするはずがない。

　そう思い込む天城寺の身体は一いつ瞬しゆん動くのが遅れ、動かなかった。

　しかし、シュボッ、と透過はライターに火を点つける。

「や、やめろォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッッッッッッッッッッッッッッッ!!」




　ゴウッッッ！　──《機き巧こう操そう華か伝でん》が、一いつ瞬しゆんにして燃え上がった。




　轟ごう々ごうと──絢吊家の歴史が──新時代の宝が──全すべてが──燃え上がる。

　地下倉庫で長年眠り乾いた紙は、よく燃える。それらはあっという間に燃えかすとなった。

「き、君は何をやったのかわかっているのかいッ!?」

　堪たまらず天てん城じよう寺じが激げつ昂こうする。

「それには可変機巧技術オートマタの全すべてが記されていた！　この国の未来があったんだぞ!!　そんなことをして、君は先祖が培つちかってきたものを全て、なかったことにしたんだッ!!」

「はっ、知るかよ」

　絢あや吊つり透とう過かはいつものように言い捨てる。

　ひねくれたように言い捨てる。

「先祖？　この国の未来？　可変機巧オートマタ？　そんなもん────クソッ喰くらえだ！」




　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆




「覚醒アウエイクン！」

　天城寺が叫ぶと、【Ⅰ】アインスがすぐさま天城寺の背後まで近づき、その身を天城寺に纏まとわりつかせる。父が造り出した人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンのみが可能とする格納・展開に次ぐ第三形態・覚醒。

　天城寺は白銀の鎧よろいを纏まとい、その姿を翼の生えた騎き士しとする。

「人を馬ば鹿かにするのもたいがいにした方がいい……君がやっていることは何の意味も持たない挑発でしかない！」

　怒りを抑え込むように、震ふるえた声で天城寺は言う。

「怒らせる相手を間違えれば、死を招くぞ！」

「確かにそうかもしれない。でも、頭に血の上った人間は、周りへの注意がおろそかになる」

「……っ！」

　天城寺が慌あわてて振り返った。

　するとそこには心を抜かれ、力を失っているミソギの傍そばに、ソヨとアイがいる。彼女達は天城寺の背後に周り、亥那の人形から歯車を抜き出してミソギに戻した。

「ふ、はははははっ！」

　しかし天城寺が笑う。

「まるで僕を追い詰めたかのような雰ふん囲い気きだね……まさか、浅はかにも囲めば僕に勝てると思ったかい？」

　ズゥン──と、天城寺から重く苦しい覇は気きが放たれる。一いつ瞬しゆん、目め眩まいがしてしまいそうなほどに。

　気を抜けば、その場に跪ひざまずきたくなるほどに。

　そうだ。これが、天城寺正まさ嶺みね。

　この国を変えた、英雄と呼ばれる男。

　勝てない。勝てる気がしない。透とう過かの後ろにいたクシナはそう感じ取る。

　クシナだけではない。隣のセンリも、ソヨも、アイも……誰だれもが決してこの状況を楽観視していない。むしろ、絶望視している。

「透過くん。残念だけれど、君の唯一の頼りだったミソギくんは、死んだ」

　だらり、とミソギはその身体からだを力なく下げている。一度ちぎり取った心臓は、元には戻らない。

「はっ」

　だが少年は、不敵に笑う。

　透過は丸い歪いびつな何かを取り出した。それはそう、からくり簞だん笥すに隠かくしてあった、父からの贈り物。透過が考え、父が造りあげた、唯一無二のオートマタ。

　それを透過は自分の右手の甲に乗せるように置き、捻ひねった。

　すると、丸いオートマタの周囲にあった金色の装飾がおもむろに動きだし、それらは広がってゆっくりと透過の手を包み込んでいく。まるで蛇のように、透過の手に纏まとわり付いていく。

　それはあっという間に彼の右手を覆おおう黄金の籠こ手てとなった。金の装飾が彩り、手の甲には五センチ強ほどの円まるいガラス。

「なんだい？　それは……？」

「【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】──国宝、絢あや吊つり有ゆう弦げんが造り上げた、九つ目のオートマタだ」

[image: ]

「は、はははっ！　そんな、小さな物が？　馬ば鹿かにするのも大概にしたまえ！」

「見りゃわかるさ……なァ！　いつまで寝てんだよ、クソ人形!!」

　透とう過かが手の甲にあった円まるいガラス周りの装飾を、がこん、と回した。

　カッ──と、瞬しゆん間かん、そのガラスと、天てん城じよう寺じの背後から赤い光が発光した。

「な、なんだ！」

　慌あわてて振り返る。眩まばゆい赤しやつ光こうがみるみるうちに萎しぼんでいく。そこはミソギのいた場所。拘束具に捕らえられた木製人形がいるはずだった。

　しかし、頑丈な拘束具は真っ二つに割られ、ミソギはおらず、そこには見知らぬ女が立っていた。

　それはミソギと同じ《からくり人間》なのだろう。しかし目の前のそれは髪が赤く、ぼさぼさと何の手入れもしていないような状態で無造作に伸びていた。その赤い髪の隙すき間まから、なんとかその顔が見え隠かくれする。その時、その隙間から見えた赤い髪の女の目が、天城寺を強く睨にらんだ。

　びくり、とあまりの怒ど気きに、天城寺は一歩下がってしまう。

　それはまさに本能だった。

「君は……なんだ？」

　おそるおそる問うも、赤い髪の女は何も答えない。

　その手には、自身の身長ほどはあろう、長い大おお太た刀ちを携たずさえている。それで拘束具を切ったのだろうか。

「馬鹿な……鋼こう鉄てつの拘束具だぞ……そんな刃物で切れるわけがない」

　タタタタッ！　──天城寺は腕部から銃弾を連続で撃ち込む。だが、その銃弾は、赤い女の目の前で真っ二つに割れて両りよう脇わきへと飛んでいく。

　切ったのだ。全すべての銃弾を。その刀で。

「面白い！」

　天城寺は堪たまらず肩部から砲口を剝むき出しにし、ミサイルを放っ────。

「え」

　見失った。天城寺は瞬まばたきをした瞬間に、赤い女の姿を見失った。

　赤い女は天城寺のすぐ目の前に、体勢を低くしていた。天城寺は反射的に頭を引き、激しく白光をまき散らして後方上空へと飛び上がった。

　からん、と天城寺の頭部を守っていた【Ⅰ】アインスの頭部パーツが半分、地面に落ちる。見ると、頭部パーツは綺き麗れいに真まっ直すぐ切られている。

　つーっ、と天城寺の額ひたいが切れ、血が顔を伝う。

　全くわからなかった。あまりに速く、あまりに鋭い。

　自分を見上げる赤い女の目つきに、天城寺は初めて冷や汗を流した。

「なんなんだ……これは？」

「俺おれの先祖が造り出した《からくり人間》は、元々《面めん》と《器》に分かれていた」

　透とう過かが歩み出て、語り出す。

「人格を司つかさどる《面》と、その人格を動かす身体からだである《器》。この二つが組み合わさることで動きだすからくり人形だ。つまり、あんたが取り出したミソギの歯車は、ただの動力源であって、心じゃない。《からくり人形》の心はその《面》にあったんだ」

　能面。まるでこの国古来の伝統芸能のように、それは仮面を変え、人格を変える。

　そして絢あや吊つり琴きん糸し郎ろうは、そこに魂を、心を込めたのだ。

　それは降こう霊れい術じゆつや陰おん陽みよう道どうといったオカルト部分に属するもので、そちらへも深かった絢吊琴糸郎がからくり人形に取り入れたのだ。彼の思惑通り、魂を込めた《器》は、まるで人と同じように動きだし、その役割を充分にこなした。

「絢吊琴糸郎が用意した人格は、【喜き】・【怒ど】・【哀あい】・【楽らく】の四つ。それに加えて、俺の親父おやじがもう一つ、【禊みそぎ】の人格を加えた。これら五つの人格が、今その《からくり人間》の中に混在していて、仮面を一枚ずつ交換するという旧来のやり方ではなく、親父は瞬しゆん時じにその人格を入れ替えるシステムを開発した……」

　それが、【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】。

　透過の考案したオートマタギミックに、父が独自のギミックを加えた、《からくり人間》と対ついをなす可変機巧オートマタ。

「そいつの人格は、喜怒哀楽の【怒】。名前は……スオウ」

　透過が言うと、その赤髪の女、スオウが動いた。さすがの天てん城じよう寺じも油断をしていなければ、その動きが見てとれた。それでも速い。おそらく人間では不可能な動きを可能にしているのだろう。スオウは天城寺へと飛び上がり、打ち上げるように切り上げる。天城寺は何とか横に逸それてそれを避よけた。

　天城寺は光こう刃じんナイフを抜き出しそれをスオウに向ける。だがその手が、止まる。

「なっ……！」

　天城寺の手首に、先端に金の装飾がついた糸が巻き付きその手を締め上げる。

　その細い糸の先には透過がいて、彼の装着する【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】の中指部分から糸が伸びている。

「悪いな。見てるだけってのは性しように合わなくてね」

　天城寺は即座にスオウへと向き直る。彼女は既に大おお太た刀ちを天高く振り上げていた。天城寺は即座に六枚ある羽ユニットの三枚を盾たてに回し、大太刀を受ける。

　しかしそのあまりの力に押し負け、地面へと叩たたき付けられた。

「くっ……そ！」

　慌あわてて立ち上がる。スオウの攻撃を受けた羽ユニットが一枚、破壊されていた。巨大なミサイルの爆ばく撃げきをも防ぐ、完かん璧ぺきな盾が……。

　スオウの攻撃は、ミソギなど比べものにならないほど強い。ミソギほどの隙すきを与えてもくれない。何よりスオウの顔が、天てん城じよう寺じに見えないプレッシャーをかける。

　その怒りに満ちた、鬼のような形ぎよう相そうが。

「……本来は対たい戦せん闘とう機きのために用意された兵器なんだけれどね……君の厄介さはそれに匹敵するみたいだ。遠慮はしないよ」

　天城寺の背後を浮遊する、六枚の羽ユニットのうち二枚が天城寺の前に出る。羽ユニットの縁ふちから光こう刃じんが飛び出し、それはまるで独こ楽まのように回転し始める。

　そしてそれは地面を削りながら進み、スオウに襲おそいかかった。

　天城寺は指先を動かし、浮遊し回転する二枚の羽を自由自在に動かした。回転する二つの光刃独楽が、触れるものを全て切り裂く。スオウは大太刀を構えながらも、すり足でずるずると下がっていく。

　するとスオウを狙ねらっていた二つの光刃独楽が、スオウに接触する直前で、ぴたりと止まった。光刃独楽はまるで糸にでも引かれているかのように、それ以上前へと進めないでいた。

　がりがりと、スオウは大おお太た刀ちで地面に線を引いた。それが何を意味するのか、天城寺は理解し、額ひたいに汗を滲にじませた。

「本当に、驚おどろかされる……まさかこちらの攻撃可能範囲を、即座に見破られるとは」

「……」

「怒れる女は無言を通す、か……ふっ。だがしかしどうする？　そこにいたって、ラチはあかないよ」

「だったら選手交代するまでだ！」

　透とう過かの声が響ひびく。彼は【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】の円形金細工をがこん、と回す。

　今度は黄色い光が放たれる。するとスオウが自身の顔を振ふり袖そでで覆おおい隠かくした。

「何だ……？」

「うふふ」

　天城寺の耳に笑い声が響いた。二十代前半ほどの、可愛かわいらしい女性のような笑い声だった。

　スオウが振ふり袖そでを下ろす。するとその顔が変わっていた。そこには白くも赤くもない、黄色い髪の優しく微笑ほほえむ女性が立っていた。先程の無造作なぼさぼさした髪型ではなく、今度はきちりと整った、まるで西洋の姫のような髪型だった。その大人びた金髪の女性が、優しく微笑み、天城寺を見つめている。

「お初にお目にかかります。私は初代陛へい下か、琴きん糸し郎ろう様に作られた、喜びの《面》。名前は、カナリア、言います。以後お見知りおきを」

　きつい京訛なまりで、黄色い人形──カナリアが頭を下げる。

「驚いた……本当に、人格がいくつもあるのか……？」

「ええ、そうどす」

「君も、先の赤いのほど、戦えるのかい？」

「いえいえ。私はスオウほど好戦的ではありまへん。あれの役目は戦せん闘とう。私の役目はもっぱら陛へい下かの身の回りのお世話ですんで」

　カナリアは口元に手をやり、笑む。

「うふふ。スオウが殺し損ねるなんて、あんさんも随ずい分ぶんお強いんですね。喜ばしいことです。うふふ。ほなはんなり行きますえ」

　カナリアが手を前に差し出した。すると彼女の両りよう肘ひじの関節の隙すき間まから、何かが射出された。天てん城じよう寺じはそれらを全て避よけたが、すぐにそれが間違いだと気づく。カナリアが射出したそれらは、先端に分ふん銅どうのようなものが付けられた糸だった。分銅は天城寺を包み込むように巻き付き、彼を身動き取れなくする。

「く、っそ！　ちょこざいな！　……！」

　カナリアの両脚の側面部分が、かこん、と音がして外れた。その外れた部分に手を伸ばし、カナリアはその二つの長い物体を合わせ、一本の弓を作り出した。そこに内うち股またから取り出した糸を引っかける。カナリアの全身ほどに大きな弓に、今度は背中から取り出した歪いびつな形の矢を添え、天城寺に狙ねらいを定めた。

「……さすが、からくり人形と言ったところか……！」

「避けんとってくださいね？」

　カナリアはぎりぎりと、弦がちぎれてしまうのではないかと言うくらい、めいっぱい弓を引いて矢を放った。その衝しよう撃げきで周囲の空気が弾け、カナリアの立っていた床が少し下に凹へこんだ。矢は激しく風を切る音と共に、目にもとまらぬ速さで天城寺を射い貫ぬく。

　天城寺は二枚の羽ユニットを自分の前に並べ、矢を受ける。さらに【天使の白翼アラエルアーラ】を解除し、【Ⅰ】アインスの状態に戻す。それにより多少できた隙間から、拘束を外し、糸から逃れた。天城寺は即座に【Ⅰ】アインスを再び【天使の白翼アラエルアーラ】へと戻す。

　二枚の羽を犠ぎ牲せいにしてもなお止まらない矢だったが、それでも多少勢いの減った矢の直撃を辛かろうじて避けた──が、それは天城寺の脇わき腹ばらをかすめる。

「ぐゥゥ……！」

　ぶしゅゥ、と脇腹から血が噴き出る。天城寺はそれを押さえるようにしゃがみ込んだ。

「あらあら、随分と痛そうですねぇ」

　耳元で声がする。見上げるとそこにはカナリアがいた。

　彼女はにこりと笑い、天城寺に語りかけた。

「あんさん、さっきから私と目ぇ合わさんのですね。もしかして、私、誰だれかに似てます？」

「は、離れろッ！」

　天城寺がランスを振るってカナリアを振り払った。その様子はいつもの天城寺ではない。

　額ひたいに汗を滲にじませ、目はきょきょろときょどらしている。

「昔から人形には魂が宿る、言われとります。その何気ない表情が、人によって様々な表情に見えるんですって。うふふ。あんさんには、私の顔が何に見えとるんですか？」

「く、くだらない……何を言っている」

「あらもしかして、かつて愛した女性にでも見えますか？　例えば、奥方とか。うふふ」

「ッ!?　う、うるさい！」

「うふふ。お久しゅうございます。あ、な、た」

「や。やめろ……き、切きり絵え……！」

　天てん城じよう寺じが両手で耳を塞ふさぎ、呟つぶやいた。

　天城寺切絵──透とう過かは一度だけ聞いたことがある、彼の妻の名だ。

　娘の死に錯さく乱らんし、精神病院へと入院、その後自殺した天城寺の妻。

　天城寺は今、その亡なき妻の顔を、カナリアに見ている。

「うふふ。ふふふふ。アハハハハッ！」

　笑う。ただ感情を爆ばく発はつさせるようにカナリアは笑い出した。先ほどまでの淑しとやかな笑いではない。甲かん高だかい、狂ったような笑い。

「やめろォォォッッッ!!」

【天使の白翼アラエルアーラ】の全身の砲ほう門もんが開いた。数え切れないほどの砲門から、銃弾、ミサイル、レーザー、全すべてが一斉に射しや出しゆつされる。

「く、そっ！」

　透過は慌あわてて【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】から糸を射出し、クシナの身体からだを引っ張り寄せる。そして彼女の身体を抱きしめるように守り、五本の指の根元部分からそれぞれ糸を射出した。それは自由自在に宙を動き回り、糸の盾たてを作り出し、それの前に全てが阻はばまれる。

「凄すごい……それが、透過のオートマタの力……？」

「糸を自在に操るだけだけどな……あいつが俺に与えた力は……相手を倒す力じゃない。自分を……そして誰だれかを守るための力だ」

　この期ごに及んで、父は【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】には決して殺傷能力のある装備を加えなかった。

　決して人を殺あやめることのないように、そういった部分だけ、透過の設計図から外していた。

「くっ……」

　透過の腹部からは、赤い血が噴ふき出している。傷が開いたのだ。

「透過！」

「こ、ここにいたら巻き込まれる……クシナ、皆を連れて逃げてろ」

「でも透過が……」

「死にゃあしねぇよ。ていうかあんな化けもんの戦いに、割り込む勇気はない……俺にできるのは、サポートだけだ」

　透とう過かは痛みを堪こらえるように笑って言い、クシナはそれを数秒見詰めた後、

「絶対……絶対戻ってきてね！」

「ああ」

　それだけ言って、クシナたちは互いに合図をして実験棟を出て行った。

「はァ……はァ……」

　全すべての弾を撃ち尽くした天てん城じよう寺じが、大きく息をつく。

　カナリアの姿を探すと、すぐ傍そばの瓦が礫れきの山の中から、彼女の金の髪がこぼれ出ている。

　ようやく倒した、と天城寺は頭を手で押さえる。体力以上に、精神を削られた。

　しかし、今度はカナリアの埋もれる瓦礫の中から、緑色の光が眩まばゆく溢あふれ出て、瓦礫を吹き飛ばす。

「くそっ。今度は、なんだ！」

　そこに立っていたのは、それまでの三体のような背の高い女性の形状とは違う、背の低いまるで子供のような身体からだの緑色の短い髪をした人形だった。

「羽！　虫さんだよ！」

　その緑色の少女は、指をピンと立てた両手を、腰の後ろに持って行き、虫の羽のように見立ててそう叫んだ。声は高く、その身体同様子供のようなしゃべり方だった。

「こ、子供の、人格まであるのか……身体まで小さくなるとは……これにも名前があるのか」

「え、僕？　僕の名前はね、イナだよ！」

「ッ──」

「うっそー！　あはは！　今ビクッてしたね！　本当の名前はトキワだよ！　【楽】の《面》のトキワだよ！　イナって変な名前じゃないよ！　誰だれの名前だろー？　あはは！」

　トキワは片手を口の前に添えて、わざとらしく笑って見せた。その容姿と口調はまるで子供だが、彼女の挑発は子供の域を超えている。

「娘を……亥い那なを愚ぐ弄ろうするな！」

　グググ、とショートランスを持つ手に力を込め、それを手首のスナップで動かし、カシャリと長銃へと様変わりさせた。天城寺はそれをトキワに向ける。

　射しや出しゆつされる細く白い光線を、しかしトキワはあっさりと跳ねて避よけた。

「ぶ～ん」

　まるで遊ぶ子供だ。虫の真ま似ねをして、飛んで跳ねて、ひょいひょいと事もなげに天城寺の攻撃を避ける。攻撃はまるで当たる気配がない。彼女はそれを楽しんでいる。

「馬ば鹿かに、するな……！」

　天城寺は残った羽の三枚を前に浮遊させ、そこから一斉に光線をトキワに向けて放った。

「うわわ！　やめてよ！　やめてよパパ！」

　頭を抱えてしゃがみ込むトキワに、天城寺は引き金に掛けた指を止めた。

　パパ──その単語に、天城寺は顔を歪ゆがめて動きを止める。

「……い、亥い那な……？」

「お願い。パパ。怖いよお」

「い、亥那……すまない。私はそんなつもりじゃなかったんだ」

　すぅ、と天てん城じよう寺じは羽を背後に戻し、頭を抱え怖がるトキワにゆっくりと近づいて抱きしめる。その目は何かに取り憑つかれたかのようにおぼろげになっている。

「うぇぇん。ありがとう。パパ」

「ああ、もう大丈夫だ、亥那。パパが死んでも守るからな！　もうお前を離はなさない……！」

「うん。じゃあ、死んじゃえ！」

　天城寺の背中に、二本の刃が突き刺さった。それは浮遊する二本の腕から出ている短い刀だ。しゃがみ込むトキワに両腕がない。トキワは両手をひそかに飛ばしたのだ。そして天城寺の後ろ側へと回し、後ろから容よう赦しやなくそれを突き立てた。【天使の白翼アラエルアーラ】の背部にある、【Ⅰ】アインスというマークを貫いて。

「が、はっ……亥、那？　あ、あああああッ！」

　正気に戻った天城寺が、両手でトキワを突き放した。

「どうしたのパパ？　僕だよ？　イナだよ？　あはは！」

　天城寺は地面に転がる、亥那の木製人形を見下ろした。気味の悪いほど精巧につくられた娘は、力なくその場に倒れ込んでいるだけだ。

「ち、違う……お前は、亥那じゃない！　あいつは、あの子は……もう……」

「じゃあもういいもんね！　パパのばーか！　死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえー！」

　突とつ如じよトキワの顎あごが外れ、口が大きく開き、その口から砲弾が飛び出た。それが天城寺の腹部に当たり、そこで小さく爆ばく発はつした。

「ぐぅあああっ！」

　めきめき、と天城寺のあばら骨が悲鳴を上げた。

「あはは！　痛いの痛いのもっと行けー！」

　挑発に天城寺が顔を上げると、トキワは先が抜けて穴のあいた両りよう肘ひじを天城寺に向けていた。そして口を大きく開いている。さらに天城寺の背後には、トキワの浮遊する肘から先があり、その十個の穴の開いた指の先端が同じく天城寺を捉とらえている。

「しーゆーねくすとらいふ、だね！」

　前後合計十三個の穴から、同時に大小様々な砲弾が射出される。そしてそれらはぶつかり合い、小規模な爆発が重なって、大きな爆発を引き起こした。

　爆発が止やみ、砂すな埃ぼこりが辺あたり一帯を覆おおっていた。

　その中心にいた天城寺の姿は、これも砂埃と煙で見えない。すると、その煙の中心から、光のような速度で何かが飛び出てきた。

「わっ」

　それは天てん城じよう寺じのランスだった。しかもショートランスではない。【Ⅰ】アインスの展開モードである巨大なランスだ。ランスの突きに、トキワの小さな身体からだは軽く吹き飛ばされ、ごろごろと透とう過かの手前まで縦に転がってきた。

　お尻しりを上に向け、股またの間から顔を覗のぞかせるトキワは透過を見上げて伝える。

「ぐえっ……そろそろ交代してほしいかも」

　透過は天城寺を見据える。天城寺はやはり生きていた。彼を守るように、残り三枚の羽が天城寺を守るように周囲に浮いている。

　しかし普段は六枚の羽で全方位からの攻撃を防げる盾たてでも、今の彼は不完全だった。そのため隙すき間まの開いた部分からの攻撃は防げず、天城寺は左半身を血だらけにして立っていた。最も早はや左腕は上がらず、目も開けられない。

「ぐふっ……はあ……はあ……」

　天城寺は吐血した。それは外見以上に、彼の身体の中が痛めつけられていることを意味する。透過はそれを見かねて、強く目を瞑つむる。

「もう、諦あきらめろ」

　透過は言う。ボロボロになった、かつての憧あこがれ人びとに。

「もう勝負はついた！　あんたの負けだ！　このまま警察に出頭してくれ……これ以上情けない姿を見せないでくれ！」

「は、はははっ……ぼ、僕が君に同情される時が来るなんてなぁ……笑わせるのもいい加減にしてくれよ」

　口調とは裏腹に、天城寺の顔は決して笑っていない。

「僕は娘を蘇よみがえらせる！　それなくして僕の未来はない！」

「死んだ人間は生き返らない！」

「生き返るさ、その《からくり人間》があれば！」

「……馬ば鹿か野や郎ろう！」

　透過は一いつ瞬しゆん、躊躇ためらった後、手の甲の金細工を回し、今度は青い光を発光させた。

　今度は青い髪をした女だった。背丈は初めと同じ大人の女性に戻っている。髪はまるで濡ぬれているかのようで、彼女は両手で顔を覆おおっていて表情は見えなくなっている。肩から長い羽は織おりを羽は織おっていて、それが全身を隠かくしている。羽織の奥はまるで闇やみだ。

　顔を覆い隠す彼女からは、啜すすり泣く女の声が響ひびいてくる。しくしく、しくしくと。

　彼女の名はアマ。【哀あい】の人格。

「う、あああ！　やめろ、やめてくれ！　もう泣かないでくれ、切きり絵えっ！」

　その泣き声を聞いて、天城寺が叫んだ。もはや彼に普段の余裕と風格はない。

　天城寺にはその女の泣き声が、亡なき妻のものに聞こえているのだろう。もはや彼は完全に人形の虜とりこになってしまった。魅み入いられてしまった。

「違う。違う違う違う！　お前は切きり絵えじゃない！」

　天てん城じよう寺じはそう自分に言い聞かせるように叫んで、ランスを脇わきにガチリと挟はさんで構える。するとその先端がガチャリと四つに割れて開き、先端に光の粒子を集めだす。

　荷か電でん粒りゆう子し砲ほう──。

「そんな……やめて……あなた……」

「いい加減にやめろ！　もう、もう幻覚はうんざりだ！」

　ランスの先端から、圧縮された巨大な光の槍やりが射しや出しゆつされる。

　それはアマの腹部に直撃し、羽は織おりの奥の闇やみへと消えていく。

「あああああああああァァァァッッッ!!　痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いィィィィッッッ!!」

　アマの過剰なまでの悲鳴が響ひびき渡る。

　それはまるで死を直前にした女の声で、透とう過かですらそれを聞いていられないほどに耳を塞ふさぎたくなる。案あんの定じよう、天城寺も顔を強く歪ゆがめ開いた左手で耳を塞ぐ。

「やめろ……！　泣くな……！」

「死ぬゥ！　殺されるゥッ!!」

「もう、やめてくれぇぇぇぇぇッッッ!!」

　天城寺が強く叫んだ瞬しゆん間かん、アマの顔を隠かくす両手から口が出てくる。そして口がぱかりと開き、なんとそこから荷電粒子砲がそっくりそのまま射出された。

《八や咫たの鏡かがみ》──アマに備え付けられた、唯一にして最強のからくり。

　それは受け止めた全すべてを、そっくりそのまま跳ね返す。

　返された荷電粒子砲は、天城寺の僅わずか横をかすめ、背後の壁に当たる。実験棟の巨大な壁が、一いつ瞬しゆんにして吹き飛んだ。

「く……！」

　もはや打つ手がないとそう悟ったのか、天城寺はランスを人ひと型がたの【Ⅰ】アインスに戻し、すぐさま今度は【天使の白翼アラエルアーラ】モードにして全身武装させた。

　羽は既にほとんどが失なくなってしまったが、それでも【天使の白翼アラエルアーラ】には飛行能力はまだ残っている。天城寺は弱々しくも燐りん光こうをまき散らし、上空へと飛び上がった。

「はァ……はァ……僕の負けだ……透過くん。負けだよ。君にではなく、絢あや吊つり家の力にね。《からくり人間》。ただの面白い人形かと思えば、とんだ兵器じゃないか……」

　天城寺の身体からだは既に満まん身しん創そう痍いで、その身を【天使の白翼アラエルアーラ】に抱え上げられているだけに過ぎない。

「ますますそれが欲しくなった……でも、今は一度引こう」

「知っていますか、天城寺さん」

「……なに？」

　突然透過が敬語になったため、天城寺は眉まゆ根ねを寄せた。透過は彼を見上げ、

「【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】から出る五本の糸には、それぞれ違いがあります。その中でも小指。この糸が伝える超音波振動は、オートマタの精密機構を絶妙に揺らして狂わせ、一いつ瞬しゆんですが動けなくさせることができるんです」

　得意気に言うと、天てん城じよう寺じは警戒心を露あらわに距離を置くようにその身を引く。

「……そうかい。肝に銘じておくよ」

　グアッ、と天城寺は逃げるように反転し、さらに上空へと飛び上がった。

　しかし──天城寺が武装している【天使の白翼アラエルアーラ】には、既に透とう過かの【天ク叢ツ雲ナ剣ギ】の小指から伸びる糸が繫つながっていた。

　キィィィン──と、気のせいかと思うほどに小さく細い音が糸を伝って響ひびく。

　瞬間、上へと這はい上がる天城寺の身体からだが、止まる。そして【天使の白翼アラエルアーラ】状態だった【Ⅰ】アインスの形態が元の人ひと型がたへと強制的に戻され、天城寺から引きはがされる。

「く、そ……！」

　当然、翼を失った天城寺はそのままその身を上空に投げ出され、自然のままにその身を落下させていく。

「絢あや吊つり、透過ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッッッッッッッッッ!!」

「絢吊家十一代目当主、絢吊透過だ──その脳みそに叩たたき込んどけッ!!」




　ボゴォォォッッッ!!　落下してきた天城寺の顔面に、透過の拳こぶしが突き刺さった。
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「なるほど、それではつまり、《八はち傀かい儡らい》である天てん城じよう寺じ正まさ嶺みねが独断で起こしたテロ未遂だったと……そういうことですか？」

「ええ、ええ。どうやらそのようですね。彼は絢あや吊つり有ゆう弦げんを殺してオートマタの技術を独り占めし、再びこの国を戦せん禍かに巻き込むつもりだったようです。今度は自分が皇おうになれるとでも、勘違いしたんじゃないですかね」

「怖いですね」

　眼鏡めがねのアナウンサーに、某ゴシップ雑誌の有名記者が返す。

　相変わらず気に食わない顔をしている。

「実は、私は初めから、そうではないか、という情報はその筋から得てはいたんですけどね。まぁ一応口止めはされていたんです」

「では、息子である絢吊透とう過かが犯人ではないとわかっていたと？」

「もちろんですとも。むしろ今回の一番の被害者は彼です。いわれの無い罪を着せられ、罵ば詈り雑ぞう言ごんをあびたのですから！　私はこの機会に訴え──」







　ぷつん、と透過はテレビを消した。

　相も変わらず、絢吊透過は苛いら立だち顔でリモコンを投げ捨てる。

「あ、こら透過！　壊れちゃうじゃない！」

　キッチンから居間を覗のぞき込み、クシナが怒った。その手にはフライパンが握にぎられていて、ゴーヤチャンプルーを作っているらしい。

「そんな簡単に壊れねぇよ」

「へぇ、そうなのか」

　ごつん、と背中を強く蹴けられる。見上げると透過を蹴ったのは、センリだ。軽薄なにやけ顔で透過を見下ろしている。

「おっと、壊れないけど、怒るみたいだな、この人ひと型がたは」

「あ？」

「あん？」

　睨にらみ合う。まるで水と油のように、二人は睨み合う。

「いいからさっさと机を並べなさいよね、無能共」

「そうですそうです。邪じや魔まです」

　二人の間を、ソヨとアイが抜けて行く。二人はそのついでに透とう過かの手とセンリ足を思い切り踏んでいった。

「ったい！」

「働かざる者食うべからずよ」

　結んだブロンド髪揺らしながらソヨが言う。







　透過は今、稲荷いなり神社の住職宅に居候いそうろうさせてもらっている。

　事件後、天城寺の身柄は政府に引き渡され、死んだはずの天てん城じよう寺じが生きていたことと、透過の証言、なにより【Ⅰ】アインスから提出された証拠から、天城寺の絢あや吊つり有ゆう弦げん殺しが立証された。政府はこの件を秘密裏に処理することになり、結局天城寺の処分がどうなったのかはわからない。

　世間的には、有弦が人ピ型グ機マ巧リ兵オ器ンの開発者だと知らされ、天城寺がその技術を盗むために殺したという、至し極ごくわかりやすい事件概要が伝えられていた。

　何はともあれ、透過の罪は消え、晴れて自由の身となった。

　ただし、家に帰ろうにも『人形屋　あやつり』は住めないほどにボロボロで、補修しようにも建物が古すぎるあまり、一度潰して新しいのを建てる他ほかなかった。

　そしてなにより、透過には家を元に戻す理由もなかった。

　透過は店を継げる程の技術を持ってはいないし、そもそも既に限界だったのだ。今いま更さら人形屋をオープンしても、稼ぎなどない。それに、家には戻りたくなかった。

　父を……事件を思い出すから。

　だからその身の振り方を考えていた時、クシナが声を掛けてくれた。仲間に、ではなく自分の家に居候をしないか、と。行く当ても、仕事の当てもなかった透過は、じゃあお言葉に甘えて、とこの家まで来たのだった。

　しかし、ここはいやに賑にぎやかだった。住職とクシナだけでなく、ソヨやアイ、さらにはセンリまで共に共同生活をしている。端から見ればただの大家族で、誰も彼女達をレジスタンスとは思わない。普通に近所に出歩くし、普通に買い物にも行く。

　一見明るく楽しい生活だが、透過にはどうも落ち着かない。

　実家の静寂が恋しくなる。

「はい」

　邪じや魔ま者もの扱いされ、縁えん側がわから外を見ていた透過に、クシナが薄い冊子を渡した。

　お仕事探しの無料情報誌。

「透過は学歴ないから、バイトから始めないとね」

　世せ知ち辛がらい世の中である。

　庭先に子供たちが駆けてくる。その中心には、白はく髪はつの女がいた。

「あ、透とう過か様！」

　ミソギだ。彼女は子供たちに纏まとわり付かれた状態で透過に近づいて行く。すると子供たちは透過を忌き避ひするようにミソギの足を止めた。

　子供には好かれない透過であった。

「不思議よね。あの子が、造られた人形だなんて」

　庭で遊び回るミソギを見つめて、クシナが言った。

「心を造り出すなんて、君のご先祖様は何者なのかしら……」

「心なら、造らなくたってあるんだよ」

　透過は【Ⅰ】アインスを思い浮かべる。今回の件で透過が無罪となったのも、【Ⅰ】アインスが証拠を提出してくれたことが大きい。しかし【Ⅰ】アインスは、決して天てん城じよう寺じに命じられたわけではなく、独断で証拠を提出したのだ。

　それはもはや、心があると言っていいのではないだろうか。透過はそう考える。

「天城寺がいなくなっても、《八はち傀かい儡らい》はまだ七人もいる」

　この国の闇やみは、きっと透過も知らないようなところまで存在する。天城寺だけではない、数多くの闇が。

　透過は、すくりと立ち上がる。

「あれ、透過。もうすぐ夕ご飯よ？」

「悪い、今日はいらない」

「えー。もうっ、だったら早く言ってよね！」

　怒られた。まるで母親だ。透過には慣れないものである。

　懐から手帳を取り出し、そこに挟はさまれた写真を二枚見る。父と母、二人の写真。

　母は笑っていて、父はやはり笑っていない。

　透過はそれをそっと閉じ、

「じゃあちょっと出かけてくるわ」

「どこ行くの？　遅くならない？」

「ちょっと友達と寿す司しを約束しているんだ」

「お寿司!?　ずるい！　私も行く！」

　透過はクシナをあしらうように手をヒラヒラと振って歩き出し、中庭へと視線を向けた。

「おーい。行くぞ、ミソギ」




「はい、透過様！」










　　あとがき




　皆さんお久しぶりです。飯いい倉くら九く郎ろうです。

　久しぶり？　こんなやつ初めて見るなーって思った貴方あなた。

　大正解です。初めましてです。

　実はあとがきなんてものを書くのは初めてで、どう切り出せばいいのかわからず、悩んだ末にこんな始まり方になりました。

　今作品は夜行バスに乗って高速道路を走っている時に思いついたものです。そもそもは闇やみ夜よを逃げ回る逃走者──なんて格好良いダーティーな物語を目指していたのですが、気がつけば木製人形が出てきて戦い、主人公は口が悪いひねくれ者、なんてよくわからないバディものへとなっていました。人生とはよくわからないものですね。

　刻一刻と時代が変わっていくこの世界で、ともすれば、いずれ日本から日本らしさというものが失われていくことも考えられます。この作品のように、人と見み紛まがうほどの人ひと型がたロボットが街を歩いているなんて日も来るでしょう。

　しかしだからといって、旧時代の物が新時代の物に負けているわけではないんです。

　この作品では、そんな新時代へのアンチテーゼとして、旧時代の力というか、古き良き伝統の偉大さというものを少しでも表現できればと思い執筆しておりました。

　さて、粗あらく拙つたない文章で書かれた応募作を、奇跡的に担当編集様に拾っていただき、今回こうして出版までこぎつけることができました。まずは担当者様への感謝を申し上げます。

　でも実は、こうしてあとがきを書きながら、実は私は詐さ欺ぎにでもあっているんじゃないか。なんて疑心暗鬼になっていたりもします。自分が作家になったのだと自覚するのはきっと、店頭でこの作品を手に取って、このあとがきを見た時ではないでしょうか。

　今回この作品を出すまでに、担当者様には数多くのご迷惑をおかけしました。本当に申し訳なく思っています。許してください。ありがとう。

　また、イラストを担当してくださったモフ様。ミソギ可愛かわいいです。優勝です。

　そしてそれ以外にも、私が顔を合わせることのない数多くの方々の助力を得て、ようやくこの物語は出版されています。その感謝を決して忘れることなく邁まい進しんしていけたらと思います。

　この本をどんな方が読み、何を感じ、そしてどう広がっていくのか。それは私の想像し得ぬところですが、何なに卒とぞ良き形で作品が広がっていってくれればな、と思う次第です。

　それでは透とう過かたちの人生がこの先も続いていきますように……。

　最後に、今の私の不安を一つ、声を大に申し上げておきます。




　これ、本当に出版されますよね？
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なるようになるさ。そんな言葉（言い訳）を胸に今日この日まで生き延びてきた。これから先どうなるのか、楽しみ半分、恐怖半分……。最近の願望は、とにかく時間を気にせず死ぬほどゲームがしたい。

ここで言いたい事は一つ。ミソギかわゆす。
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イラスト／モフ

岡山県在住のイラストレーター。ミソギが可愛くて仕方ありません。そのままでも充分魅力的ですがオートマタ技術でミソギをさらにああしてこうしてと妄想が捗はかどります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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